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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　真伝勇伝・革命編



　堕おちた黒い勇者の伝説６











　第一章　闇に魅入られた二人







　それは、とても心躍おどる物語だった。


　一人の昼ひる寝ね好ずきな少年がずっと、笑っている物語。


　仲間たちに恵めぐまれ、泣いたり笑ったりしながらも、恋こいや、青春を経験していく物語。


　その物語の中で、少年は一人の教師に恋をする。


　孤こ児じ院いんで自分を育ててくれた、教師に恋をする。


　とても年の差がある恋だ。


　少年はまだ五、六歳で、相手はもう、二は十た歳ちを超こえているのだ。


　当然少年は相手にされないが、それでも彼はあきらめたりしない。


　教師の気を引こうと必死にアピールし続けたり、さらには情熱があらぬ方向へ進んでしまい、下着を盗ぬすんだりする。


　そしてその下着を盗んだのがバレて、こっぴどくしかられたり、仲間に笑われたり、そして最後にはその少年も、楽しそうに笑う。


　嬉うれしそうに笑う。


　そんな話。


「…………」


　この、腐くさったローランド帝てい国こくという国では存在しえない、作り話。


　その作り話に、


「……五歳で年とし増ま女の下着を盗むとは……そいつは本物の変態だな」


　なんて、目の前で話を聞いていた白い道着姿の少女が言ってくる。


　年のころは十五、六歳ほど。


　艶つややかな長い金色の髪かみに、とても人には見えないほどに整った容姿。


　感情の起き伏ふくのない冷たい表情が、彼女の美しさをより際きわ立だたせる。


　フェリス・エリス──それが彼女の名前だった。


　その美しい少女を見つめ、


「年増女って言っても、まだ二十歳過ぎだけどね」


　と、そう言って、シオンは笑った。


　気高い銀の髪に、強い意志が込められた金の瞳ひとみ。


　その瞳でフェリスの視線を受け止める。


　いま彼がいるのは、エリス家の庭だった。


　昨日の晩、仮面をかぶった化ばけ物ものとの争いに負けたルシルの顔を見にきてみたのだが、当のルシルは姿を現さず、その代わりにフェリスと、そしてそのフェリスにそっくりな妹のイリスに庭へと連れてこられて、『朝からだんごを食べる会』、などという、聞いたこともない会に、無理矢理参加させられてしまっていた。


　ちなみにこの『朝からだんごを食べる会』というのはフェリスたちが頻ひん繁ぱんにこの庭でやっているらしく、おまけにこの会には、いくつか厳格なルールがあるのだという。


　そしてそのルールの一つに、新人は先せん輩ぱい会員たちに、おもしろおかしくだんごを食べていただく必要がある、なんてものがあるらしく。


　フェリスに、


『いますぐ私たちをおもしろおかしい気分にしろ。すぐだ』


　なんて言われてしまって、どういうわけかシオンは、さっきから一生懸けん命めいおもしろおかしそうな作り話をしていた。


　おまけにこの少年の恋の話で、すでに話は三つ目なのだが、彼女たちは一向にだんごを食べ終わらない。


　もうこの一時間、延々だんごを食べ続けていて。


「…………」


　しかしその時間をシオンは、悪くないな、と思う。


　そもそもこの作り話自体が、やってみると非常に楽しかった。


　笑っている少年の話。


　このローランド帝国で起きている暗い現実とはまるで違ちがい、楽しくみんなが笑って暮らしているような、そんな話。


　その作り話をエリス家の庭園でするのが、なぜか妙みように心ここ地ち好よかった。


　シオンは周囲を見回す。


　するとそこは、他の貴族たちの屋や敷しきのそれとは違う、ひどく質素な庭園で。小さな池と、それを囲むように並べられた石材。手入れの行き届いた草花や、砂じや利りのようなものが敷しきつめられた道。


　そこはとても静かで、確かにおもしろおかしい話をしながらだんごを食べるには、ぴったりの場所のような気もした。


　だからシオンも一つ、だんごをつまんでみる。


　それはウィニットだんご店というフェリスお気に入りの店のだんごで、シオンもよく差し入れに買ってここに持ってくるのだが、確かにそのだんごの味は、美う味まかった。


　彼はそのだんごを一つ飲みこみ、それから作り話を続ける。


「……ま、でも確かにそうなんだよ。その少年は、生まれ付いての変態色しき情じよう狂きようでね」


　するとそれに、やはりだんごを食べていた八歳くらいの少女が言ってくる。


「ねーねー、しつもーん！」


　フェリスの妹の、イリス・エリスだ。


　髪の色も、肌はだの白さもすべて姉と同じだが、表情だけが違う。


　彼女は姉と違って表情豊かで、シオンの話の間中、にこにこ笑ったり、驚おどろいて声をあげたりする。


　そしてまた、イリスがだんごを掲かかげながら、


「へんたいしきじょーきょーってなにー？」


　なんて聞いてくるのでそれにシオンは説明しようとするが、その前にフェリスが言った。


「うむ。いい質問だ、イリス」


「姉様にほめられたー！」


「怖おそろしい真実を教えてやろう。変態色情狂とは、こいつのようなスケベ顔の男のことを言うのだ」


　と、フェリスがこちらを指さしてくる。


　その瞬しゆん間かん、イリスの表情が衝しよう撃げきに歪ゆがむ。そして怯おびえるような顔でこちらを見つめ、


「し、し、シオン兄ちゃん、スケベなの!?」


　なんて言ってくるので、シオンはそれにまた、笑った。


　肩かたを小さくすくめ、


「どうかなぁ。人並みだと思ってたんだけど」


　するとフェリスがだんごを頰ほお張ばりながら、


「ふふぁふぐぐふふは」


「ごめんフェリス。飲み込んでからもう一回言ってくれるかな？」


「む。ん。その、人並みというのが質たちが悪いのだこのスケベ男が」


「そうなの？」


「そうだ」


「それじゃ気を付けるよ」


「うむ。そうしろ」


「んじゃ、話続けていい？」


「話せ」


　とうながされてまた、シオンは話を続ける。
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　それは生まれながらに変態に生まれてしまった少年の話。


　年上女性の下着に興きよう味み津しん々しんな少年の話。


　しかしその少年は友達に恵まれ、だんだんと下着への興味も薄うすれ、まともな大人へと成長していく──


　なんていう話に、


「で、そいつは一体誰だれなんだ？　知りあいか？」


　なんてフェリスが聞いてきたので、シオンはそれにうなずく。


「友達だよ」


「変態仲間か？」


「僕は変態じゃないつもりなん……」


「おまえの話などどうでもいい」


「はは」


「で、そいつはおまえの友達なのか？」


　その問いに、シオンはうなずく。


「ああ。俺は……僕はそのつもりなんだけどね。でも……向こうはどう思ってるかな」


　と言うと、フェリスがこちらを見つめて、


「……よし、今度そいつをここに連れてこい。どうしてそんなに下着に興味があるのか、聞いてみよう」


　なんてことを言いだして、それにシオンはまた、笑った。


「連れてくるって、ここに？」


「ああ。そんな下着にしか興味がないような変態には、会ったことがないからな。なかなかおもしろそうな奴やつだ」


「あ～、ま、確かにおもしろい奴だけどねぇ」


「連れてこい」


　が、その言葉にシオンは少しだけ悲しげに笑って、言った。


「いやでも、連れてくるのは、無理なんだ」


「なぜだ？」


「ええと……」


「おまえの話によると、そいつはまともな大人に成長して、幸せに暮らしてるのだろう？　なら、なぜ連れてこれない？」


　という質問に、シオンは目を細める。それからフェリスの背後へと目を向ける。別に彼女の後ろになにかがあるわけではないが、その向こう側へと目を向ける。


　綺き麗れいに植えこまれた草花の、向こう側にある空を見上げる。


　するともう、陽ひの光はだいぶ高くなってきていて、その光をシオンは見つめ、


「……いや、ライナは……あいつはいま、牢ろう屋やに入っててさ」


　と言った。


　するとフェリスが、なるほど、とばかりにうなずいて、


「やはり下着泥どろ棒ぼうの罪か？」


　なんて聞いてくるので、シオンは適当にうなずく。


「ま、そんなようなもんかな」


「更こう生せいしたんじゃなかったのか？」


　が、シオンはやはり、少し悲しげに笑って、


「なかなかね、そう簡単に世界は変わらないみたいで」


「結局スケベはずっとスケベということか？」


「どうかな」


「ふむ。しかし牢ろう獄ごくに入っているのなら、会えないな」


「残念？」


　と聞くと、フェリスはあっさり首を振ふる。


「別に。他人だしな」


「そうか。僕は残念だけどね」


「そいつに会いたいのか？」


　と、フェリスが聞いてきて、それにシオンは、微笑ほほえむ。


　しかし、微笑んだだけで答えなかった。


　そして立ち上がる。もう一度彼女の背後に昇のぼった陽の光を見上げ、


「さて、そろそろ僕はいかないと。お話会は、このへんにしよう」


　と言うと、それをイリスが訂てい正せいしてくる。


「お話会じゃないよー朝だんご会だよー」


「うん？　ああ、そうだったね。じゃあその、朝だんご会はこのへんにして、僕はおいとまするよ。今日は御ご馳ち走そうさま」


　とシオンはイリスに笑いかける。


　するとイリスがうなずき、


「おそまつさまー！」


「ってまあ、実はいま食べてるこのだんごは、僕からの差し入れなんだけどね」


　するとそれにフェリスが、


「すべてのだんごは私のものだ」


　なんて言って、シオンはうなずく。


「そか。じゃ、御馳走さま」


「うむ」


「ところで帰る前に、手を洗いたいんだけど。だんごが指に……」


　が、そこで言葉を遮さえぎって、フェリスがすでにだんごを食べ終わった串くしをシオンの背後へと向けて、言った。


「入ってすぐ右だ。勝手に使え」


　それにシオンは振り返り、串で指された先を見る。そして、うなずく。


「ありがと。じゃあ借りるね」


「ん」


「君たちはまだここにいるのかい？」


「昼だんご会の準備があるからな」


「おっと、まだだんごを食べるのか。よっぽど好きなんだなぁ」


「だんごはこの世でもっとも美味い食べものだからな」


「そうなんだ」


「ああ」


「じゃ、また今度誘さそってよ。もっとおもしろい話を仕入れておくからさ」


「うむ」


　と、フェリスがうなずく。


　それを真ま似ねしてイリスも、


「うむー！」


　とうなずく。


　それにシオンは微笑み、


「じゃ」


　と、彼女たちに背を向ける。庭園から、エリス家の屋や敷しきへと戻もどる。フェリスが教えてくれた通りに屋敷に入ってすぐ右にあった部屋に入ると、そこには確かに、鏡と、流し台があった。


　その流しの水を使って、手を洗う。それから手についた水で髪かみを整え、鏡を見る。


　するとそこには、無能の顔が映っている。


　友達が牢屋に閉じ込められていても、救いだすこともできないクズの顔。


　泣いてる仲間を、助けることもできないクズの顔。


　なんの力もないまま、地べたで這はいまわるだけのクズの顔。


「…………」


　その顔を。


　自分の顔を、シオンは見つめる。


　鏡の中に映った彼が着ているのは、ローランド軍の軍服だった。


　階級章は少将を示している。


　まだ十七の若わか僧ぞうには分不相応な地位だが、しかしシオンは、その階級を与あたえられていた。


　理由は簡単だ。


　彼はラッヘル・ミラーという天才の操あやつり人形として、軍部の中で無理矢理昇しよう進しんさせられたのだ。


　おまけにエスタブール王国との戦争で活かつ躍やくした、救国の英えい雄ゆうなどと国民たちに祭りあげられてしまっている。


　エスタブールとの戦争を止めたのは、ライナなのに。


　いま、化物と呼ばれて牢獄の中に捕とらえられているあいつなのに。


　おまけにシオンはその戦場で、なにもできなかった。


　やったことといえば、彼を信じてついてきた仲間たちを死神の鎌かまの前に立たせただけだ。


　そして仲間たちはあっさり死んだ。


　シオンについていけば大だい丈じよう夫ぶ──という幻げん想そうを抱いだいて、皆みな殺ごろしになった。


　なのに彼は、救国の英雄なのだという。


　このローランド帝てい国こくを救った、英雄なのだという。


　それに。


「…………」


　しかし彼は、鏡を見つめたまま、やはりなにも言わない。


　この狂くるった国では、弱者に意見を言う資格はないから。


　そして彼はずっと、弱者だった。


　生まれたときからずっと弱者だった。


　母を守れず、恋こい人びとを守れず、友達を守れず、そして仲間もすべて失った。


　おまけにいまは、生きている理由さえミラーの筋書きの上なのだという。それにもう、彼は笑いだしそうになるが、


「…………」


　やはり彼は、笑わない。


　じっと自分の顔を見つめ、それから襟えりを正す。腕うでの袖そでのボタンをとめ、軍服をきちんと着られていることを、確認する。


　するとそこで、


「……鏡に映った自分の姿はまだ、人の姿に見えているかい？」


　なんて声がする。


　彼がいる狭せまい部屋の中には誰だれもいないのに、澄すんだ、男の声だけが響ひびく。


　それにシオンは鏡を見つめたまま、


「ルシルか」


　と、聞く。


　この、エリス家の当主の名前を呼ぶ。


　するとルシルが言う。


　シオンの、すぐ耳元で、


「ああ」


　と、囁ささやいてくる。


　だが、やはり声の主の姿は見えない。鏡にも映らない。なぜなら彼には、実体がないから。まるで現うつつと虚うつろの挟はざ間まを漂ただようかのように、彼の体には実体がないから。


　その化物が、言う。


「妹たちとは、仲良くできたかい？」


「……どうかな。どうせずっと、側そばで見てたんだろう？　おまえからはどう見えた？」


　するとそれに、ルシルが楽しげに言う。


「とても、仲良さそうに見えたよ」


「ならよかった」


「でもフェリスは少し、だんごを食べすぎかな」


　というルシルの言葉に、


「ははっ」


　と、シオンは思わず吹ふき出してしまった。


　そして振り返る。


　するとそこにはいつの間にか、一人の男が立っている。


　金きん髪ぱつ碧へき眼がんの、異常に美しい男。フェリスやイリスとよく似た、だが、すでに人間をやめてしまっている化物がそこにいた。


　剣けんの一族と呼ばれるエリス家の当主──ルシル・エリスだ。


　そのルシルを見つめ、


「妹思いなんだな」


　と言うと、ルシルは微笑む。


「家族だからね」


「家族。家族、か……」


　その言葉に一いつ瞬しゆん、彼は自分の母親の顔を思いだす。ずっと彼に笑いかけてくれた母親の顔。彼に笑いかけたまま、死んでいった母親の顔を思いだし、


「……おまえの愛は、家族のものとは違ちがうと思うけど？」


　と言ってみる。


　するとルシルはやはり微笑んだまま、


「そうかな？」


　と言う。シオンの言葉など、まるで気にしていないような様子でそう、言ってきて。


　シオンはそれに、言葉を続けない。ただ、ルシルを見つめる。


　するとルシルが言った。


「せっかくきてくれたのに、朝食を一いつ緒しよにしなくて悪かったね」


「お、ずいぶんと殊しゆ勝しような発言をするな。まるで気にしてないくせに」


「はは、そうでもないよ。少なくともフェリスは怒おこっていたようだし」


　と、彼は背後を振ふり返る。しかしそこからは庭園が見えないので、フェリスの姿は確認できない。だが、ルシルは背後をじっと見つめたまま、


「……この数年ずっと、彼女たちとは一緒に食事を取っていないからね……」


　なんてことを言う。


　それにシオンは首を傾かしげ、


「どうして一緒に食事を取らない？」


　と聞いてみるが、ルシルは微笑ほほえむだけで答えない。


　その微び笑しようを見つめ、


「ま、おまえみたいな奴やつが兄貴だったら、誰だって不安になって、機き嫌げんも悪くなるだろうけどね」


　とシオンが言うと、ルシルはまた笑った。


「そうかな？」


「ああ」


「それは困ったね」


　しかし、やはりまるで困ってなさそうな、興味なさげな口調で、ルシルは言う。


　シオンはその、なにもかもに興味がなさそうな化物を見つめ、


「で？　記き憶おくは戻ったのか？」


　と聞いた。


　昨日、こいつは仮面の男に奪うばわれていたという記憶を取り戻すと言って消えたのだ。


　だがそれにも、ルシルは答えない。ただ、薄うすく笑うだけで。


　それにシオンは顔をしかめ、言った。


「おまえが俺の兄貴じゃなくてよかったよ」


「どうして？」


「不気味だから」


「はは。妹たちもそう思ってるかもね」


「当然な」


「もっと爽さわやかにしようか？」


「怖こわいからやめろ」


　と、シオンは笑う。それから、


「それで……」


　と、話を区切る。そして目の前の美しい男を見つめ、本題に触ふれた。


「なんで俺の前に現れた？　なにか用件があったからだろう？」


　と、聞く。


　するとルシルが、


「……うん。君にも本当の敵のことについて、伝えておこうと思ってね」


　なんてことを、言ってきた。


　本当の敵。


　その言葉に、シオンはルシルを見つめ、


「それは、昨日の仮面の男の正体のことか？」


　そう聞くと、ルシルはうなずいた。


「ああ」


「あれはいったい、何者だったんだ？」


「魔ま術じゆつ師しだよ」


「魔術師？」


「うん。愛に狂った魔術師。どうやらこの世界の仕組みを彼はいじっているようでね……私たちの障害になりそうだ」


　などと言うので、それにシオンは昨日の仮面の男の姿を思いだした。


　あのクラウを一いち撃げきで戦せん闘とう不能にし、さらにこの、ルシルすら圧あつ倒とうしてしまう、化物の姿を。


　だが、


「昨夜は助けてくれたように見えたが……」


　そうシオンが言うと、ルシルはうなずいて、


「昨日はね」


　と、言った。


「だが、私たちの目標と、彼の目的とは相あい容いれない」


「そりゃいったい……」


　が、ルシルはその言葉を遮さえぎって、続ける。


「いまはまだ、すべては説明しない。私も彼のことを詳くわしく知っているわけじゃないからね。でも、一刻も早く私たちは、あの魔術師の描えがくシナリオから外へ出る必要がある。あの魔術師は私たちが力をつけるのを、防ごうとするから」


　その言葉にシオンは、昨日の夜、あの仮面の男が言った言葉を思いだした。





『さあ逃にげるといい。今回現れた『女め神がみ』は、なんとか僕が宥なだめよう。その間に君らは、力をつけるといい。この国の闇やみを背負うに相応ふさわしいだけの、力をつけるといい』





　仮面の男は確か、そんなようなことを言った。


　シオンはその、言葉を思いだし、


「……あの仮面の男は、俺たちに力をつけろと、そう言っていたように思ったが？」


　するとそれに、ルシルはうなずく。


「君の力が大きくなれば、この国の王の力が弱まるからね」


　それに、またシオンは別の話を思いだす。


　それはお互たがいを呪のろいあう、『勇者』と『女神』たちの話だ。


　このローランド帝てい国こくを蝕むしばんでいる、アスルード・ローランドという名前の、化物の話。


　アスルード・ローランドの力をその身に宿している王族たちは、その力の大きさが、この国に住む呪い、『ニンゲンαアルフア』たちの感情によって増減するのだという。


　つまりこの土地に住む民たみが、その者を王だと認めれば、その力は大きくなる。


　王としての権力に疑いを持ち始めれば、その力は減少する。


　いや、それはどんな国でもそうなのだが、しかしそれは権力が増大する、というような話ではなく、この国の民の感情に影えい響きようされて、シオンや、王族たちの体に宿るアスルード・ローランドの力が増減するのだ。


　つまりシオンがこの国の民に好かれ、心しん酔すいさせて王座に立てば、他の王族の中に宿る『勇者』の力が弱まる、ということなのだが。


「……仮面の男が、俺が力をつけるのを応おう援えんしてくれてるのはいまの王を弱体化させるためか」


「そう」


「じゃあ俺が力をつけすぎたら」


「今度は私たちのところに、邪じや魔ましにくるよ」


「そういうカラクリか」


「ま、あとはなめられてるのかもね。ちょっとくらい手を貸しても、君の力は……」


「増大しない？」


「ああ。少なくとも、君に心酔する民など、この国にはいない。力のない、下げ賤せんな犬に心酔する民など……」


「…………」


　それに、シオンはルシルを見つめ、笑みを浮うかべる。


「それは俺を、挑ちよう発はつしてるのかな？」


「ああ」


「ってあっさり認めるなぁ」


「というか、君にも少し、発奮してもらわないといけないと思ってね……どうやら私たちの動きは、リューラ・リュートルーに……仮面の男に管理されているようだから」


　それに、シオンは眼を細める。


　リューラ・リュートルー。


　それがあの、仮面の男の名前のようだった。


　リューラ・リュートルー。


　リューラ・リュートルー。


　と、何度かその名前を頭の中で反はん芻すうしてみるが、しかし、それは聞いたことがない名前だった。


　当然名前に聞き覚えがないのだから、そいつがなんのためにこのローランドの闇の中を暗あん躍やくしているのかも、わからない。


　だが、そもそもここには、シオンが知らないことばかりが溢あふれているのだ。


　あの戦場ですべてを失うまでは、ミラーたちがやっていることにすら、気づかなかったのだから。


　だが、少しずつ、少しずつ、この国の核かく心しんへと自分が近付いていっているのは、わかった。


　闇の中心に、自分が立とうとしているのは、わかった。


　しかし少しずつじゃだめなのだという。これではまだ、誰だれかの予想の範はん囲い内なのだという。


　それはたとえば、ラッヘル・ミラーの予想の範囲内。


　それはたとえば、リューラ・リュートルーの予想の範囲内。


　その予想の内側にいるうちは、シオンにはなに一つ変えることができないのだ。


　だから急げと言う。もっと急げと言う。


　いや、ルシル自身が少し、焦あせっているようで。


「……それをわざわざ忠告しに出てきてくれたのか？」


　とシオンが聞くと、ルシルは笑って、


「いや、一いつ緒しよに朝食を取れなかったことを、謝あやまろうと思って」


「吐ぬかせ」


「はは、まあ、それだけじゃないけど……」


　と、ルシルが表情から、笑みを消す。


　そしてこちらを見つめる。


　それにシオンが、


「なんだよ？」


　と聞こうとするが、それを遮ってルシルが、


「黙だまれよ」


　と、言う。


　そのままこちらに手を掲かかげ、シオンの頰ほおに触れてきて、


「『勇者』を取り込んで、もうしばらくたったけど、体の痛みは？」


　なんて聞いてくる。


　それにシオンは、


「へぇ、心配してくれて……」


「いいから答えろ」


　少しだけ低い、鋭するどい声で言われた。


　シオンはそれに言葉を止め、それから、


「……痛むよ。毎日、腸が引っ繰くり返りそうだ」


「だが耐たえられる？」


「ああ」


「意識が飛んだり、消えたりするようなことは？」


「ないけど」


「……なら、いい。ならそのまま、君は前に進めばいい。人間どもを屈くつ伏ぷくさせろ。そして力を増大させて、この国の王族を殺せるだけの力を、早く手に入れろ」


　と、言った。


　それはおそらく、リューラの予想よりも早く、ということだろう。


　それにシオンはなにかを答えようとしたが、その前にルシルは、頰から手を離はなす。


　そして言う。


「……よし、君のことはわかった。さて、じゃあ比べてこようか」


　それにシオンが首をかしげ、


「比べる？　なにと？」


　と聞くと、ルシルはそれに笑って、


「君のいまの力がどれくらいのものなのか……この国の王と比べてくる。久ひさし振ぶりに呼ばれたからね」


　なんてことを、言う。


　この国の王。


　それはローランド帝国王のことだ。
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　シオンの母親を無理矢理奪うばってシオンを生ませ、そしてあっさり捨てた父親のことだ。


　それにシオンが、


「それは……」


　と言いかけたが、しかしそのときにはもう、ルシルの姿はなかった。まるで目の前には、最初から誰もいなかったかのように、部屋の扉とびらだけがあって。


「…………」


　シオンは顔をしかめる。小さく息を吐はき、首を振ふる。


　そしてもう一度、鏡のほうを見る。


　するとそこには自分の顔が映っている。ひどく機き嫌げんの悪そうな、自分の顔が。


　その鏡に向かって、彼は微笑を浮かべる。軍服をきちんと着られていることを確認する。


　自分は父親のところには、すぐにはいけない。この腐くさった国の王である、父親のそばにはすぐにはいけない。それだけの力がないから。


　だから、そばにいくための力を蓄たくわえる必要がある。


　それも、ミラーや、リューラの予想よりも、早く、力を蓄える必要がある。


　そのために彼は、


「…………」


　鏡に向かって、微笑む。


　誰もが自分を好きになるような、曇くもりのない笑顔を貼はり付けて微笑み、


「よし」


　と、呟つぶやく。


　そして踵きびすを返す。


　部屋を出る。


　彼が向かうのは、ラッヘル・ミラー大たい尉いの執しつ務む室だ。なにやらミラーは方針を変えたそうで、シオンが描えがくシナリオに、乗ってくれるのだという。


　なぜ急に、自分の描くシナリオから、シオンを受け入れる方向に変えたのかはわからないが、おそらく彼は彼なりに、この国の異お常かしさに気づいているのだろう。


　そしてそれは、正しかった。


　この国は、異お常かしい。


　王族はみな人ではなく、そして国全体を、やはり人のものではない、なにか気色の悪い力が支配している。


　確かにずっと、この国はどこかおかしいというのはシオンも感じていたが、


「まさかここまでとはね……」


　と、苦笑する。


「まあ、ここまで滅め茶ちや苦く茶ちやだと……俺でもミラーに対して優位に立てそうだが」


　なんて呟いてから、再び歩き始める。


　ミラーたちの仲間になり、そしてこの国を変革するのだ。


　一人でも多くの人間が、シオンを自分たちの主だと認めるように。


　一人でも多くの人間が、シオンを担かつぎあげて、この国を変えようと、思うように。


　やることはなにも変わらない。


　この国を支配しているのが人ではない、なにかよくわからないものだったとしても、結局は人の心を変えるのが彼の仕事なのだ。


　いまはまだ、なんの力もない、偽いつわりの英えい雄ゆうだが──


　さっきシオンが話していた作り話と、同じ、ミラーが作った偽にせ者ものの英雄だが。


「……その作り話を、現実にしてやる」


　と、彼は呟き、彼は前に進む。





　そしてその先に。





　そのすべてを乗り越こえた先に、なにがあるのか、いまの彼にはまだわからなかった。


　ただ、必死だったのだ。


　例えばこの腐った国を変えることに。


　例えばこの世界を変えることに。


　例えば牢ろう獄ごくに捕とらえられ、出てくることができない仲間を救うことに、彼は必死だったのだ。





　だから、真実が見えなかったのかもしれない。


　この先になにが待っているのか、彼には見えなかったのかもしれない。












　第二章　火の手







「…………」


　長い。


　ひどく長い時が過ぎたことはもう、この暗い牢獄の中でもなんとなくわかった。


　髪かみもだいぶ長く伸のびたし、読み終わった本の山の数を数えても、すでにここに閉じ込められてから半年以上の月日が流れてしまったことが、わかる。


　それに、


「……まあ、ここじゃ日にちの感覚とか全然ねーからなぁ」


　と、ライナ・リュートはぼんやり呟いた。


　ぼさぼさに寝ねぐせのついた黒くろ髪かみに、眠ねむそうに緩ゆるみきった黒い瞳ひとみ。


　その黒い瞳にはうっすら朱しゆ色いろの紋もん様ようが浮うかび上がっている。


　呪のろわれた瞳。


『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、誰だれもが忌いみ嫌きらう瞳。


　その瞳のせいで、ライナはこの牢獄の中に閉じ込められていた。


　化物だから。


　人の世に出てはいけない、化物だから。


「…………」


　だが、いまは独りだった。


　牢獄の中で、独り。


　だから彼は人目を気にせずに、瞳の力を使う。


　緩んだ、眠そうな瞳の中央に、彼は朱色の五方星を浮き上がらせる。


　そして、見る。


　呪われた瞳で、牢獄に張はり巡めぐらされている鉄の格こう子しを見つめる。


　するとその格子には、あらゆる魔ま法ほうを無効化してしまう、抗魔術アンチマジツクの魔方陣じんが幾いく重えにも組み込まれていた。


　ここは凶きよう悪あくな犯罪者ばかりを集めた牢獄で、その、犯罪者たちを決して外へ出さないよう、異常なまでに厳重な警備が施ほどこされているのだ。


　もちろん時間をかければ、ライナならこの抗魔術アンチマジツクを破って外に出ることは可能だった。


　なにせ彼の呪われた瞳は、ありとあらゆる魔術の仕組みを見ただけで読み解くことができてしまうのだ。


　おまけに彼は、魔術に関してだけは飛とび抜ぬけた才能を持っていた。


　かつては『ローランド最高の魔術師』などというふざけた通り名で呼ばれてしまっていたほど、彼は魔法や魔術の類たぐいが得意だった。


　だが、


「…………」


　彼は、なにもしない。


　ただぼんやりと、疲つかれたような顔で鉄の格子のほうへと目を向けて、


「……んぁ～、なんか、腹減ったな」


　などと呟く。


　どうせここから出ても、やることがないから。


　近くにいる人間を傷つけることしかできない呪われた化物の自分が、ここから外に出たところでどうせ、やれることなどなにもないから。


　いや、実際に一年前、彼はまた暴走したのだ。


　あの戦場で。


　あの馬ば鹿かげた戦場で、彼はこの、呪われた瞳を暴走させて周囲にいる人間を皆みな殺ごろしにしてしまった。


　そして生き残ったのは、シオンと、キファだけだった。


　他の仲間はみんな死んだ。


　戦争で死んだ。


　彼はいつものごとく誰も救うことができず、それどころか、シオンとキファまで殺そうとした。


　また、大切な人間を殺そうとしたのだ。


　だから彼は、ここに自分を閉じ込めたのだ。


　もううんざりだったから。


　この、呪われた瞳に振り回されるのはうんざりだったから。


　だからここで一人、自分と向きあってみようと思ったのだ。


　キファが泣いて、シオンが独りでなにもかも背負いこんで辛つらそうな顔をするから、それなら俺も、


「…………」


　俺も少しは、自分のこの瞳めと向きあってみようかな、


「……なーんて言ってみたはいいけど、なーんの手て懸がかりも見つかってねーんだよねぇ」


　と、彼はもう、足の踏ふみ場ばもないほどに積み重なった本やら古文書やらの山を見る。


　どういうわけかこの国には『複写眼アルフア・ステイグマ』について書かれた書物が意図的に排はい除じよされているようで、まるで情報が集まらなかった。


　まあ、それ以外の勇者伝説やら、魔ま王おうやら魔ま神じんなんかの化物についての記述はそれなりにあるので、そちらから手懸かりがなにかないかと研究を進めてはいるが、しかしなんにせよ、


「……とりあえずいまは、腹減ってなんも考えらんねぇ～」


　などとライナはうめく。


　それから格子の向こう側へ、


「おーい、看守のおっちゃーん。俺起きたよー。腹減ったー」


　なんてことを言う。


　しかしそれに、


「…………」


　返事はない。


「おっちゃんおっちゃーん」


　ともう一度声をあげてみるが、やはりそれにも返事がなくて。


「あら、もしかしていま夜中か？　ここ、日の光も全然入らねぇからわかんねぇんだよなぁ……んじゃおっちゃん、夜食くれ夜食ー。お腹なかが背中とくっついちゃうぞー」


　なんて言ってみるが、やはり返事はなかった。


　まあ、当然だろう。


　看守は昼間しかいないし、ここにこれる時間も限られているのだ。


　ここは、なにかしらの理由があって死し刑けいにすることができない凶悪犯罪者だけが収められている牢獄で、その扱あつかいは決していいとはいえない。


　なぜかライナの担当の看守だけ妙みように人がよくて、本やら古文書やらを頼たのむと持ってきてくれるが、


「……飯はまずいよなぁ」


　なんて彼は呟つぶやいて、笑う。


　それから床ゆかに放りっぱなしになっていた、パンの欠片かけらを見つけてそれを拾う。


「堅てぇ～」


　と言いながら、それをかじる。


　そして読み掛かけの古文書を一冊拾って、開く。ここ二週間はこの古文書の文字の解読をやっていたのだが、だんだん読めるようになってきて、ページが進み始めた。


　それはハルフォード・ミランと呼ばれる騎き士しが、影かげの化物を操あやつる黒こく叡えいから指輪を奪うばい取る物語なのだが。


　その物語を、ライナはやはり、眠そうに読み進めていく。


「……えー、あー、なんだ。其そが現われしとき、世、常とこ世よ、常とこ闇やみに包まるる宙そらをうめ尽つくすは──って、文章回りくでぇなぁ』


　などとぶつぶつ文句を言いながら、彼は読み続ける。


　腹が鳴る。


　思考が止まる。


　げんなりした顔でもう一度、


「餓が死ししちゃうよおっちゃーん」


　と言ってみるが、返事はない。


　それにライナはため息をつき、もう一度古文書を読もうとしたところで。


「…………」


　それは、起きた。


　突とつ然ぜん起きた。


　急に目の奥に、激痛が走ったのだ。


「うあ」


　と、彼は思わずうめき、手で自分の目を覆おおう。しかしそんなことをしても痛みは和やわらがない。


　まるで眼球が破は裂れつしようとしてるかのような強い痛みを感じ、


「……な、なんだ」


　と呟く。


　だが原因はわからない。


　いや、自分のこの瞳がいったいなんなのかすらわからないのだ。当然痛みの原因も、まるでわからない。


　ただ、なにかが起きている、というのはわかった。いままで経験したことのない、なにか妙なことが起きている、というのはわかった。


　なぜならいままでこんな痛みを感じたことはなかったから。


　それどころかこの瞳は、ナイフで突つこうが、魔法で焼こうが、傷一つつかないはずなのだ。


　そういったことはすでに、何度も彼は試ためしていた。


　呪われた化物だと嫌われるのが嫌いやで。


　人を傷つけてしまう自分が嫌で、彼はもう、何度も、何度も、自分の目を潰つぶそうと試みていた。


　しかし、なにをやってもこの瞳ひとみを潰すことはできなかったのだ。


　それどころか、痛みを感じることすらなかった。まるで瞳だけ自分のものではないかのように、痛みに対しての感覚がないのだ。


　なのにいま、彼の瞳は原因不明の強い痛みを感じていて、彼は床にうずくまる。目を押さえたままその場でのたうちまわり、周囲の山になった本が崩くずれる。


　だが痛みは消えない。


　いや、どんどん、どんどん、その強さを増していて。


「……ぐ、あ……なんなんだよ、クソ。いったいなにが起き……」


　が、今度はそこで急に、痛みが消えた。


「うおわっ!?」


　と、驚おどろいて声をあげてしまうほどに急に、痛みが消えた。


　そのまま彼は、ぐったりと仰あお向むけになって天てん井じようを見上げる。


　牢ろう獄ごくの中は相変わらず暗く、静かで、埃ほこりっぽい。


　その、いつもの光景を見上げて、


「……なによもう～」


　とか、彼はうめくように言う。


　そのままゆっくり上半身を起こす。


　もう一度自分の右眼に、瞼まぶたごしに触ふれる。そのまま、普ふ通つうなら痛みを感じそうな強さで眼球を押してみるが、やはり瞳に、痛みはない。


　それに彼は不思議そうに首をかしげ、


「いったいいまのは、なんだったんだ？」


　と呟いてみる。


　もちろんそれに答えてくれる者はいないが、彼はさらに言う。


「あんなのいままで一度もなかったのに……なんか変わったのか？」


　そのまま周囲を見回す。


　なにか自分の回りに、瞳が痛くなるような原因があったんじゃないかと思い、回りを見回す。


　だがやはりそこは、この半年以上ずっと変わらない、狭せまい牢獄の中で。


　そこには埃と、書物と、食べこぼした食い物と、そして孤こ独どくしかなかった。


　それを彼はしばらく見つめてから、独り苦笑して、


「……こ～の目は実は、汚きたない部屋が嫌きらいなんでーすとかだったら、笑うなぁ。ってかま、それなら毎日痛いはずなんだけどさ。俺掃そう除じ嫌いだし」


　なんて言いながら、再びさっき読んでいた書物を手に取る。


　もしかしたらその本を読んだせいでなにかしらの魔ま術じゆつが発動して、目に痛みが走ったのかな、などと思い、さっき読んだ場所へと目を走らせてみるが、しかしやはりなにも起きない。


　それに彼は独り、思案するような顔になり、


「……それとも俺、病気かなんかにかかったか？」


　と、呟く。


「もしくは年ねん齢れいが上がると瞳が変質するとか？」


　そんなふうに、少しずつ情報を整理していく。


「とりあえずいまの痛みは、尋じん常じようじゃなかったしな。ってか俺、痛みにうろたえすぎ。せっかくいままで経験したことない手懸かりっぽいことが起きたのに、なんでもうちょい落ちついて、周囲を確認しなかったかなぁ」


　と、もう一度周囲を見回す。


　この半年以上、まるで変わることのない、暗く、孤独が溢あふれる景色を見回す。


　そして彼は、『複写眼アルフア・ステイグマ』を細め、


「……それとも外で……なんかあったか？」


　と、壁かべの向こう側を見つめてみた。


　だが、この瞳はありとあらゆる魔術を見み透すかすことはできても、壁の向こう側を見透かすことはできない。


　だから、この壁の向こう側がどうなっているのか、いまの彼にはもうわからなかった。


　だがきっと、なにも変わらないだろう。


　この狂くるった国は、意味もなく人の人生を奪うのだ。


　くだらない戦争で、仲間はみんな死んでしまって。


　おまけにキファの姉きよう妹だいも、みんな殺されてしまったのだという。


　シオンは仲間を失ったことに責任を感じて、辛つらそうな顔で必死にあがいている。泣きそうな顔で、自分のせいだと自分を責めている。


「…………」


　でもそれでもきっと、この世界は変わらないだろう。あまりに闇やみが深すぎて、この世界はまるで変わらないだろう。


　だからライナは自分の瞳の研究を始めたのだ。いや、この瞳と同じような力を捜さがすための研究を始めたのだ。


　まだ、その成果はまるで出てないが、いずれ……


　とそこで、彼は再びめんどくさそうに書物を自分の膝ひざの上に広げる。それを読み始める。


　その途と中ちゆうでふと、顔を上げる。


　もう一度、壁のほうを見る。


　眠ねむそうな瞳でぼんやりと格子の向こう側にある壁を見つめ、


「……外はいま、どうなってんのかね……」


　なんて小さく呟いてから、彼は肩かたをすくめた。





　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　壁を見上げる。


　黒い壁。
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　黒く、高い壁。


　この壁には、中にいる者が決して外に出ることができないようにするための、強力な魔術がいくつもかけられているのだという。


　壁の向こうにいるのは重罪人ばかりだ。


　戦犯の兵士や、連続殺さつ人じん鬼きが収しゆう監かんされている。


　その壁を見上げ、


「…………」


　シオン・アスタールは目を細めた。


　この牢獄は王軍の管かん轄かつ下にあり、彼も中に入ることができない。


　ミラーたちの仲間として迎むかえられ数か月。


　ゆっくりと、しかし確実にこの国の中で勢力を伸のばしていき、すでに軍部の上層部へと登のぼり詰つめたシオンでさえ、この牢獄の敷しき地ち内に立ち入ることすらできない。


　それほどまでにまだ、王の力は強かった。


　すでに『勇者』の力によって、狂ってしまっているはずの王の力は、強かった。


　だが、それでもその、敷地の外側から黒い壁を見上げ、


「……ライナは、元気にやってるかな」


　なんてことを、シオンは呟つぶやく。


　あの戦場で生き残った、数少ない仲間の名前を呟いてみる。


　ライナはもう、七か月以上もこの牢獄の中にいるはずだった。生きているかどうかももう、シオンにはわからない。それを確かめることすらできない。


　だがそれでも彼はその、黒い壁を見つめ、


「…………」


　とそこで、


「シオンさん」


　背後で声がした。


　それにシオンは振ふり返る。


　するとそこには、一人の青年が立っている。


　緩ゆるやかなウェーブのかかった柔やわらかそうな金色の髪かみに、愛らしい碧へき眼がん。華きや奢しやな印象を受ける体たい軀く。年のころはシオンより少し下、十六、七歳くらいだろうか？


　ラッヘル・ミラーが重用している部下の一人、カルネ・カイウェルだ。


　そのカルネが無む邪じや気きな笑みを浮うかべてこちらを見つめ、


「ま～たここにいたんですか」


　なんてことを言ってくる。


　そのままカルネは、シオンが見ていた黒い壁のほうへと目を向け、


「あそこ、確か凶きよう悪あく犯用の牢獄がある建物ですよねぇ？」


　という言葉に、シオンはうなずく。


「ああ」


「誰だれか、知りあいでも入ってるんですか？」


　それに、シオンはもう一度黒い壁のほうを見る。


　ライナがいるはずの、牢獄のほうを見る。


　そして薄うすく笑ってカルネのほうを見つめると、


「……どうせおまえらは俺のことは全部調べてるんだろう？　なのになぜ、そんな質問をする？」


　と、聞く。


　しかしそれにカルネは肩をすくめ、


「ミラー先せん輩ぱいやルーク先輩はそうかもしれませんが、僕は言うほど他人のことには興味ないんですよ」


「へぇ」


「ほんとですよ？　あ、シオンさんがもし女だったら、調べるかもしれませんが。シオンさん、女だったら美人そうですしねぇ」


　なんて言ってヘラヘラ笑うカルネを、シオンは見つめる。そしてその、カルネが右手に持っているものへと、目線を下ろす。


　するとそこには、首がある。


　人の首を、カルネはぶら下げている。


　確かカルネはいま、ロトス男だん爵しやくの暗殺の任務についているはずで。


　その、彼が持っている首を見下ろし、シオンは言った。


「もう終わったのか？」


「もうちょいです。この首をテングロン侯こう爵しやく私設兵団の敷地に投げ入れたら、クラウ先輩たちが連続貴族殺害事件の犯人、及およびケスタリウス皇子をけしかけて叛はん乱らんを起こそうとした罪で、テングロン侯爵を捕ほ縛ばくする──というところまでやれって命令されてますから」


　という言葉に、シオンはうなずいた。


　テングロン侯爵は軍部の中では大きな力を持っており、現在、ローランド軍、元げん帥すいの地位に就いていた。テングロンに連なる血脈の貴族たちもそれぞれ高い地位を与あたえられており、さらに王族とも繫つながりがある。


　おまけにケスタリウス皇子の後うしろ盾だてとしても有名で、軍部でのシオンの昇しよう進しんを、真っ向から邪じや魔ましてくる最も大きな障害だった。


　だからこの、テングロン侯爵を陥おとしいれるための罠わなを張るのにミラーたちは半年をかけた。


　このテングロン侯爵の勢力をたたき潰つぶせば、軍部ではもう、シオンたちに逆らえる勢力はいなくなるからだ。


　そしてその結果が今日、出るのだ。


　テングロンを捕縛した瞬しゆん間かんから、この国の革命は一気に進むはずだった。


　だからこそ、


「シオンさん、さすがに今日、独りで出歩くのは僕もどうかと思いますよ？」


　なんてことを、カルネが少しだけ困ったような顔で言ってきた。


　それにシオンは微笑ほほえみ、


「ミラーは優ゆう秀しゆうだから、敵はどうせ、誰が敵かもまだ、気づいてないよ」


「そうかもしれませんが、このタイミングで担かつぐ神輿みこしに死なれるのは困ります」


「わかってる。でもここにくることはもう、ミラーにも許可を取ってあるんだ」


「あ、そうなんですか？」


「うん」


「じゃあ、いいのかな。でも、ここでなにを？」


　その問いに、しかしシオンは笑っただけで答えない。


　するとカルネは楽しげにこちらを見つめ、


「あ～、もしかして密会ですか？　シオンさん、彼女とかいるんでしたっけ？」


「いないよ」


「またまた。モテそうですもんねぇ。若きローランド軍の少将。そして次期元帥候補のスーパーエリート……」


「っていうプロフィールをミラーに作ってもらってる操あやつり人形だけどな」


「でもそんなことは女の子たちからはわからない。シオンさんのファンだって女の子、最近よく会うんですよねぇ。うらやましいなぁ」


　とニヤニヤ笑ってくるカルネに、シオンはうんざりしたように言い返す。


「思ってないくせに。おまえは散々貴族の御ご夫ふ人じんどもを食い散らかしてると聞いたが？」


　しかしカルネはおどけた様子で肩をすくめ、


「任務ですよ、任務。ミラー先輩、ひどいんだ。女を利用して貴族どもに内側から殺し合いさせろ～、ですって。僕の体は一個しかないから、大変です」


「ふぅん。クラウはカルネが毎日楽しそうでむかつくと言ってたけど？」


「ええー、みんな僕のこと誤解しすぎだなぁ……ってまあ、そろそろ時間なんですが、シオンさん、一いつ緒しよに帰りますか？　護衛しますよ？」


　なんて言葉に、シオンは首を振る。


「貴族の首を持ってるおまえと一緒にいるところを誰かに見られたら、まずいだろう？」


「あ、そりゃそうか」


「それに俺はまだ、やることがある」


「密会？」


　それにシオンは笑って、


「じゃあそう」


「羨うらやましいなぁ」


「はは。羨ましいだろ？　さ、もういけよ。遅ち刻こくするとまたクラウにどやされるぞ」


　それにカルネはうなずく。そしてそのまま歩きだす。


　その、カルネの後ろ姿に向かって、


「ああ、ついでにミラーに伝言を頼たのむ」


「なんですか？」


「明日そっちに出むくから、早いとこ俺を元帥の座に担ぎあげろ、と、伝えといてくれ」


　それにカルネは笑い、首を持っているのとは逆の手をこちらに振ってから、去っていく。


　その、カルネの姿はすぐに見えなくなる。


　今日は月のない暗い夜で、暗殺やら悪だくみやらを張はり巡めぐらせるには、都合がいいだろう。だからこそミラーは今日を選んだのかもしれない。


　ミラーがテングロン侯爵を潰す。


　するとおそらくは、そのテングロン侯爵を従えていたケスタリウス皇子が出てくる。


　シオンと同じ、この国の王の血を引く皇子。


　この国の、呪のろわれた血に連なる皇子。


『堕おちて狂くるった勇者』の血に毒された、化物。


　アスルード・ローランドの血が目覚めたいま、この国の王族たちはみな、人ではなくなってしまっているはずだった。


　強大な力に呑のみ込まれ、狂ってしまい、もう、その内側は人の形をしていないはずだった。


　普ふ通つうの人間では対処できない化物に成り下がってしまっているはずだった。


　だからこそシオンはいま、ここにいるのだ。


　ミラーや、クラウや、カルネや、ルークたちが、あの化物に殺されてしまわないように、彼はここにいるのだ。


　そこで、


「……ここに、ケスタリウス皇子はほんとに現れるのかい？」


　シオンはそう、呟いた。


　するとそれに、どこからともなく澄すんだ、冷たい声がする。


「ああ。奴やつは君の肉を求めてるからね。君の臭においにつられて、出てくる。いや、もうすぐそばにいるよ。君も感じるだろう？」


　その声の主の姿を、シオンはもう、探さない。ただ、ずっと自分のそばにいる化物の名前を呼ぶ。


「なあルシル」


「うん？」


「今度は勝てるかな？　前は……半年前は仮面の男に──リューラ・リュートルーに助けられたけど」


「勝てるかどうかは、君次第だよ」


「そりゃ、困るなぁ。俺がどれくらい民たみに信望されてるか、とか、明確な数字で見れるわけじゃないしなぁ。ま、ミラーの助けも借りてこの半年、ずいぶんと名前は売ったつもりだけど……」


　と、彼は一いつ瞬しゆんだけ、この半年間のことを思いだす。


　このたった半年で、彼はローランド軍の中で、中ちゆう佐さから少将の地位にまで登のぼり詰つめていた。


　なるべく誰とも争わず、ただ、自分の名声を世に広めることだけに、彼は努めた。


　それはひどく、地味な作業だった。


　来る日も来る日も、彼は笑顔で、このローランドに、自分を宣伝して回った。


　平民の女が生んだ、親しみのある皇子。


　エスタブールとの戦争を終結させた、英えい雄ゆう。


　その名声を利用してくれと、自分から貴族どもに頭を下げた。


　そしてその貴族どもの力を借りて、さらに彼はその名をこのローランド帝国内に轟とどろかせていく。


　貴族たちはこう言っていた。どんなに馬ば鹿かにして、貶さげすんでも、ずっとへらへら笑っているシオンを見下して、こう言っていた。


　所しよ詮せんは下げ賤せんな犬の息子むすこなのだ。


　我ら貴族の者と話をすることができるだけで、ちぎれんばかりに尻尾しつぽを振ふる、クズなのだ。


　なら利用してやろう。


　邪魔にならないのなら、殺す必要はない。


　貴族たちは、そう言った。


　もちろん、シオンを嫌きらう勢力もいた。


　他の皇子たちを擁よう立りつしている貴族たちだ。だがそいつらからの横よこ槍やりをかわしながら、誰だれとも揉もめず、野心を見せず、自分の名前だけを国中に広め続けた。


　すると少しずつ、少しずつ、自分の中にある『勇者』の力が増大していくのが、わかった。


　増すのだ。


　痛みが。


　自分の体の中にある、苦痛が、日を追うごとに、増していくのだ。


　だがそれでもやはり、不安だった。


　この国はずっと、貴族や、王族たちのものだったから、いくら必死に自分の名前を広めたとしても、民の心は王族へと屈くつしたままなんじゃないかと、不安だった。


　とそこでルシルが、


「……不安ならやめるかい？」


　なんて言ってきて、それにシオンは笑った。


「冗じよう談だん言えよ。もう、始まったんだ。昨日までとは違ちがう。貴族を陥れ、その黒幕が自分だと、俺は名乗り出ることになる。いまさら後戻りは……」


　が、そこでシオンは言葉を止める。


　もう、すぐそばに、ケスタリウス皇子が近付いてきたのを感じたから。


　だからその方向へと、彼は目を向ける。


　強い意志が込められた、金の瞳ひとみをそちらへ向け、


「……やぁ兄さん。久ひさし振ぶり」


　と、言った。


　すると闇やみの向こう側に、一人の男が立っているのが見えた。年ねん齢れいはシオンより、十以上上だろう。二十代後半か、すでに三十を超こえているか。


　茶色い髪かみに、金の瞳。


　シオンと同じ、金の瞳。


　そういえば遠い記き憶おくの中にある父親の瞳も、金色だったような気がする。この瞳はどうやら、あの狂った父親から譲ゆずり受けたもののようだった。


　その、瞳で、シオンは母親の違う兄をにらみつける。


　すると兄はこちらを見つめ、


「なぜ、おまえがここにいる」


　と、言う。


「下賤な犬の息子が、なぜ、私の前に立ちはだかる」


　と、言う。


　そしてそのセリフをもう、彼は何度も聞いていた。兄弟たちから。そして兄弟たちの息がかかった、貴族どもから、何度も、何度も、聞かされてきた。


　母親が死んだ日も、犬の息子と呼ばれた。


　友達を、恋こい人びとを、仲間をこいつらに殺された日も、身分の低い、汚きたならしい犬が生んだ犬の息子──と呼ばれた。


　そしてこいつらのせいでいま、ライナは牢ろう獄ごくの中にいる。


　キファは家族を殺され、すべてを失って国を出てしまった。


　シオンを信じてついてきた仲間たちはみな、あの戦場で死んでしまった。


　なのにこいつらはまるで、自分たちが被ひ害がいをこうむっているかのように、こちらを貶さげすむように見つめてくる。


　下賤の犬の息子と、シオンのことを呼んでくる。


　そしてそれにシオンは笑って、


「なぜ僕がここにいるかって？　それは簡単だよ。僕は犬だからね。兄さんを、咬かみにきたんだ」


　と、答えた。


　するとそれに兄は笑う。


「はは、ははは、私を咬む？　おまえが？　おまえが私を咬むだと？　はは、ははは、ははははは」


　狂ったように笑う。


　いや、実際に狂ってしまっているのだ。


　半年前、シオンがこの国の闇の底に眠ねむっていた扉とびらを開いた瞬しゆん間かんから、この国の王族に連なる者はみな、狂ってしまっているのだ。


　なのにこの国は変わらない。


　王も、皇子たちもみな狂ってしまっているのに、この国は変わらない。


　貴族どもがすべてを支配しているから、なにも変わらない。


　テングロン侯こう爵しやくは、このケスタリウス皇子を利用してその力を拡大し続けている。おそらく半年前、シオンが『あの扉』を開いたときにケスタリウス皇子の人格は崩ほう壊かいしてしまっていたはずなのだが、しかし、テングロン侯爵にとってそれは、なんの意味もないことだった。


　利用している操り人形から人格がなくなったところで、やることはなにも変わらない。


　いや、この国は王からして狂ってしまっているのだ。そんな狂きよう人じんを相手にする術すべを、貴族どもは熟知しているのだろう。


　だからもしかしたら、このケスタリウス皇子も貴族たちに利用される、憐あわれな被ひ害がい者しやといってもいいのかもしれない。


　自分の意志がない、ただの操り人形。


　狂った操り人形。


　しかしそれでも、


「…………」


　それでも、


「……おまえを見てると、怒いかりが抑おさえられないな」


　と、シオンはうめくように呟つぶやいた。


　こいつはシオンの初めての恋人を、目の前で犯して殺した男だった。


　母親が死んだ日に、犬の首を送り付けてきた男だった。


　そいつをシオンは、にらみつける。


「なぜ私はいま、ここにいる？　は、ははは、テングロンはどこだ？　私は、私はどこにいる？　は、ははは」


　そう言って笑う、兄の姿を彼はにらみつけ、


「……ルシル」


　と、シオンは言った。


　するとルシルが答える。


「なんだい」


「殺せ」


「ああ、そうしよう」


　刹せつ那な、ルシルが兄の後ろに姿を現した。


　艶つややかな金色の髪に、異常なまでに整った顔。白い肌はだ。閉じたままの瞳。


　ルシルの手が伸のびる。しなやかな指が、兄の首に触ふれる。するとそれだけで、兄の首が飛ぶ。


　普ふ通つうならそれで、終わりのはずだった。


　首をはねられ、生きていられる人間などいない。


　だが兄は死んだ瞬間、


「…………」


　本性を現した。


　頭を失った体の、首のつけ根から、黒い刃やいばが伸びてくる。その刃が宙を舞まう首へと伸び、それを貫つらぬく。


　するとその、首の口が再び開き、





《あ、アア、アアアア、め、目覚めた、ワレ……ワレは……》





　その声は、空から降ってくるようだった。


　頭の中に、直接響ひびくような声だった。


　その声には強きよう烈れつな呪じゆ詛その念がこめられており、以前のシオンなら、その声を聞いただけで動けなくなってしまったかもしれない。


　だが、いまは、


「……この程度か……じゃあ、もう終わろう、兄さん。あなたの醜みにくい一生の、幕を閉じてあげるよ」


　と、シオンは言った。


　そこでルシルがさらに手を振るう。


　兄の四し肢しを切り刻む。


　兄の胴どう体たいを切り刻む。


　するとその、兄の傷口すべてから、黒い刃が飛びだしてくる。


　兄の中に眠る呪われた血が──アスルード・ローランドの血が、剣けんとなって弱い器うつわからはみだしてきて。


　そしてその剣が、他の血族を見つける。


　シオンの姿を見つける。





《オマエは……俺、か……》





　と、声が響く。


　それにシオンは笑う。


「ああ、そうだ。こっちにくるか？」





《オマエを乗っ取ってヤる》





「やってみろよ」


　するとそれに、剣が応える。兄の体を切り裂さき、黒い刃が一直線にこちらに伸びてくる。


　その剣は、あっさりシオンの胸に突つき刺ささり、彼の中に入ってこようとする。彼の体に、同化してこようとする。


　だがそれを、シオンは拒こばむ。


　胸に刺さった黒い刃をつかみ、


「……だが、乗っ取るのは……おまえを喰くらい潰つぶすのは、俺だ、化物」


　その刃を、強く握にぎる。手が、千切れてしまいそうなほどに強く握る。するとその手は、黒い刃を侵しん蝕しよくし始める。黒い剣を、喰らい始める。


　そしてそれに、ひどい苦痛を感じる。


　全身の細さい胞ぼうが沸ふつ騰とうし、内臓が溶とけだしてしまいそうなほどの痛みを感じる。


　だがシオンはそれを気にしない。


　下げ賤せんな犬はもう、痛みを気にしない。


　だって、痛みには慣れているのだ。


　生まれてきたときからずっと、見るものすべてが痛くて、痛くて、もう、痛みには慣れてしまったのだ。


　目の前で大切な人を殺され、どれだけ叫さけんでも誰だれも守ることができない。


　母親が死ぬ。


　恋人が死ぬ。


　友達が死ぬ。


　仲間が死ぬ。


　そして自分だけ生き残る。


　誰も守ることができない、クズだけが生き残る。


　その痛みに比べたら、怖こわいものなどもう、なにもなかった。


　声が降ってくる。


　化物の声が降ってくる。


　その声が、言う。





《な、ナンダ、これは》





　その声が、言う。





《なぜワレが……喰わ……》





　しかし声はそこで止まる。


　再びルシルが手を振ふるい、ケスタリウス皇子の体ごと、黒い刃を粉々に砕くだいてしまう。


　それで、化物の意識が消えてしまったのを、感じた。シオンに吸収されることに、抵てい抗こうできなくなったのを感じた。黒い破片が、一気にシオンの体に入り込み、そして同化する。彼の力の一部に変わる。


　すると、全身を覆おおう痛みがさらに大きくなったのを感じる。


　アスルード・ローランドの力を受け入れて以来、感じ続けている痛みが、さらに大きくなったのを感じる。


　死を意識してしまうほどに、体中を痛みと不快感が駆かけ巡めぐる。


　だがそれに、


「…………」


　シオンはやはり、笑う。


　痛みを無視して、彼は笑う。


「……意外とあっさり、勝てたな」


　と言うと、ルシルがこちらを見つめ、


「頑がん張ばったね……と、褒ほめてほしいかい？」


　なんて言ってくるので、シオンはあきれたような顔でルシルをにらむ。


　すると彼は笑って、


「それだけ、君を主にしたいと願う人間が増えた証しよう拠こだ。まだ、王にはまるで及およばないけどね」


　などと言う。


　そしてそれが、彼の中の力を大きくするための条件だった。


　自分に心しん酔すいする『ニンゲン』を増やす。


　そうするとシオンの中の、『堕ちて狂った勇者アスルード・ローランド』の力が増大していく。


　それがどういう仕組みなのかはわからない。


　なぜ、そんなことが起こるのかもわからない。


　だがこの国は。


　このローランド帝てい国こくという国は、ただ、それだけのために存在している国のようだった。


『勇者』という名の化物に、食い物にされている国。


　その力に振り回されて、シオンの兄弟たちは化物になってしまっている。


　その力に振り回されて、父親は狂ってしまったのだという。


　そしてその力に振り回されて、俺も……


「…………」


　と、シオンはその、なにか得体の知れないモノに支配されている不気味な国の夜よ闇やみを眺ながめやりながら、


「それじゃ、カルネとの会話じゃないけど……もっとモテモテにならないといけないね」


　そう言って笑うと、ルシルがあっさりうなずいて、


「でも君は兄弟の中じゃ顔がいいから、簡単じゃないか？」


　なんてことを言ってきて、シオンはルシルを見る。


「……それ、もしかして冗じよう談だんのつもりか？」


　と聞く。


　しかしルシルはただ、薄うすく微笑ほほえむだけで、


「……さてね。でも、実際にはまだまだ足りないよ。君はこの国のニンゲンをすべて、心から屈くつ伏ぷくさせる必要がある。でなければ君の力は、この国の王には届かない」


「父さんの力はそれほど大きい？」


「ああ。触れることすらできないほどに、ね」


「…………」


　それにシオンは、王城のほうへと、目を向ける。闇の中にそびえる巨きよ大だいなローランド城を見上げ、言った。


「すべての民たみの心を……っていうのは、結構大変だと思うけど……」


「できないなら、君はいらない」


「だよな。だからまあ、ちょっと頑張るよ」


「そう？」


「ああ」


「なら、期待していようか」


　と、言った次の瞬しゆん間かんにはもう、ルシルの姿は消えていた。


　だがもう、そちらは見ない。


　ただ、ゆっくりと視線を移動させて、再び黒い壁かべのほうを見る。闇の中でもさらに、暗く沈しずむ、黒い壁のほうを見つめ、


「……どちらにせよ、始まったよ、ライナ」


　と、呟つぶやく。


「俺たちは革命を始める。だからもう少し、待ってろ」


　と、呟く。


　そして踵きびすを返す。


　彼の進む道は相変わらず暗い。おまけに今日は月明かりのない曇くもり空で、このローランドには闇ばかりが広がっているが。


　でも、それなら、


「……それなら俺が、光を灯ともしてやる」


　そう言って、彼は歩き始めた。








　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆


　　　　◆





　翌日にはもう、すでに世界は変わり始めていた。


　クラウたちがテングロン侯こう爵しやくの屋や敷しきに突とつ入にゆうし、貴族たちの連続失しつ踪そう事件の犯人として、捕ほ縛ばくしたのだ。


　こんなことは初めてだった。有力な貴族が犯罪の罪によって拘こう束そくされる、などということは、シオンの知る限りいままで一度もなかった。


　当然、テングロン侯爵の息がかかっている貴族たちは、猛もう烈れつな反発を始めた。


『これは罠わなだ』


『貴族を捕縛するとはなにごとだ』


『即そく時じテングロン侯爵の釈しやく放ほうを要求する』


　と、いうようなことを叫び、軍部へと圧力をかけてきていた。


　その、書面による抗こう議ぎ書に目を通し、そしてシオンは顔を上げた。


　場所は、少将であるシオンが軍から与あたえられている、官舎の一室。


　そこに彼の仲間がいま、集まってきている。いや、仲間と言ってしまうのはおかしいかもしれない。


　ラッヘル・ミラーという革命家の名のもとに集められた人材が、そこには揃そろっていた。





　ラッヘル・ミラー大たい尉い。


　ルーク・スタッカート軍ぐん曹そう。


　カルネ・カイウェル少しよう佐さ


　クラウ・クロム中ちゆう佐さ


　シュス・シラーズ軍曹。





　階級もバラバラ。


　役職もバラバラのそいつらを見つめ、


「で？」


　と、シオンは聞く。


　するとそれにクラウが、


「なに偉えらそうにおまえだけ椅い子すにふんぞり返ってんだよ？」


　なんて言ってくる。


　燃えるように赤い髪かみに、それと同色の、赤い瞳ひとみ。鋼はがねのように鍛きたえあげられた体たい軀くを持つ男だった。


　そのクラウが鋭するどい瞳でこちらをにらみ、


「偉そうにすんな」


　などと言ってくるので、シオンは笑う。


「だってこの中じゃ俺が階級は一番上なんだぞ？」


「だから？」


「敬礼しろ敬礼」


「ああ？　てめぇぶっ飛ばすぞ？」


　という言葉に、シオンはまた笑う。


「なんてな。だがこれからはあれだろう？　この貴族どもの抗議書に、俺が代表になって反論するんだろ？　ミラー」


　するとそれに、ミラーがいつもの渋しぶい顔をこちらに向ける。ぴんと伸のばした背筋に、落ちついた瞳。


　その瞳をこちらへ向け、


「そうだ。表立って貴族に逆らったのは今回が初めてだからな。おまえの、王族としての肩かた書がきを使わせてもらう」


　それにシオンは椅子から立ち上がりながら、うなずく。


「じゃあ、ずいぶんと風当たりが強くなりそうだな。おまけに野心を剝むき出しにするとなると、今後は本格的に護衛がいるな。それもいるだけで脅おどしになるような、化物が横に立ってる必要があるんだが……」


　するとそれに、カルネが横から言ってくる。


「それ、クラウ先せん輩ぱいがぴったりじゃないですか～。戦場の死神。脳みそ筋肉の化物といえば、クラウ先輩が有名……」


　が、そこでクラウに顔面を殴なぐり飛とばされてカルネが吹ふっ飛ぶ。


　そのままクラウがこちらを見て、


「で、対外交こう渉しようの場に出るから、俺におまえを敬うフリをしろって？」


　それにシオンはうなずく。


「苦手だろうけど、頼たのむよ」


「…………」


「もしくは、ほんとに敬ってくれても……」


「黙だまれ」


「はは。ま、様はつけなくていいよ。カルネみたいにシオンさん、くらいにしたらどうかな？」


「…………」


　しかしそれにもクラウは嫌いやそうな顔になって、シオンは苦笑する。


「まあ別に、呼び捨てでもいいけどさぁ」


　とそこで、今度はルークが言ってくる。クラウと同じくらい長身なのだが、それを感じさせないにこにこと穏おだやかな表情。まだ二十代中ごろくらいの年ねん齢れいなのに、真っ白になってしまっている髪。


　そのルークが、


「ですがそのクラウに、追手がかかっているそうですよ。下民あがりの分際で、シオンさんに取りたてられて中佐になっていい気になっている脳みそ筋肉男が……」


「だぁから誰だれが脳みそ筋肉だよ。これでも俺は魔導学の評定でも首席なんだぞ？」


　というクラウの突つっこみに、一度ルークは言葉を止めてそちらを見つめ、それから再びシオンのほうを向くと、


「人の話を最後まで聞けない脳みそ筋肉の幼よう稚ち園えん児じが……」


「おおい！」


　が、無視でルークは続ける。


「貴族を拉ら致ちしやがった。殺して思いしらせろ──という話になっているようです。ま、思い通りですけどね。クラウ・クロムはシオンさんに重用されている、という印象を、きちんと貴族たちに植えつけることができている。怒いかりの矛ほこ先さきはすべて、クラウさんに向きました」


　するとそれにクラウが笑みを浮うかべ、


「んじゃあとは、俺が全員返り討うちにすりゃ、話は終わりか？」


　なんて言うのに、クラウ直属の部下である、シュス・シラーズが笑って言った。


「またまた、そんな簡単にいかないとクラウさんはわかってるくせに。まあ、クラウさんなら貴族どもからの刺し客かくを返り討ちにするのは簡単でしょうが、しかし、それをしてしまうと我々は賊ぞく軍ぐんになってしまう。あくまで今回の件は、テングロン侯爵と、その周辺貴族たちを悪者にする必要があるんですよね？」


　するとミラーがうなずいた。


「殺された貴族たちの家族をこちらの味方につけて、動く。当然向こうはテングロン侯爵が擁よう立りつしようとしていたケスタリウス皇子を前に出して抗議してくるだろうが……」


　が、それを遮さえぎって、


「いや、ケスタリウス皇子は昨日、死んだよ」


　そう、シオンは言った。


　そしてそれに、その場にいた者たち全員がこちらを見た。


　ミラーが、言う。


「どういう意味だ？」


　それにシオンは肩かたをすくめる。


「言葉通りだよ」


「殺したのか？」


「ああ」


　と、うなずくシオンにミラーは、


「…………」


　しかし、なにも言わなかった。


　普通なら、勝手な行動をするな、と罵ののしられてもおかしくないような発言のはずなのに、ミラーはなにも言わない。


　ミラーはここにくるまでに、普通では考えられないような綿密な計画を張はり巡めぐらせてきたのだ。一つの歯車のズレは、大きなミスに繫つながる可能性があるはずなのだが、彼はこちらを射い抜ぬくように見つめる。


　まるでシオンが抱かかえている闇やみに、すでに気づいているかのような目でこちらを見つめ、


「……なら、貴族どもは強く出てこれないな。大義名分はこちらにある。王族との繫がりも、こちらのほうが上だ。なにより、テングロン侯爵が殺した貴族の中には、フェリプ公こう爵しやくの娘むすめがいるからな。フェリプの後うしろ盾だてがあれば、当面は貴族どもを黙らせることができるだろう」


　という言葉に、シオンは言う。


「その娘を実際に殺したのは、俺たちだけどな」


「…………」


「ミラー。いまはまだ、俺の力はおまえには及およばないが、こんなやり方で前に進むことを、俺はよしとしていない」


　と、シオンは言った。


　するとミラーはこちらを見つめ、


「そうか」


　とだけ、言う。


　それにシオンも、ミラーの目をにらみ返してうなずく。


「そうだ」


「なら、いつかおまえに力がついたら、好きな世界を作ればいい」


「そうするよ」


「だがいまは俺の駒こまだ。俺の言葉通り動いてもらう」


　と、ミラーが言う。別段強い感情が込められているわけではない、事実だけを述べているような口調で、そう言う。


　だがそれに、シオンはミラーをにらみつけて、答える。


「いまだけだ」


　するとミラーはうなずき、


「それで十分だ」


　と、言った。


　そして彼は、こちらから目をそらし、部屋にある机の上に置かれていた書類を数枚めくる。するとそこにはこの、ローランド帝てい国こく軍の組織図が描えがかれている。


　いくつかある、元げん帥すいの座の一つが空席になっていて、そこを彼は指差す。


「さて、軍部を再編するぞ。テングロンを元帥の座から追いやり、そこに俺たちの組織がそのまま取って代わる。すでにテングロンの部下も何人かはこちらに寝ね返がえっている。一気に軍のすべてを掌しよう握あくし、そのままこの国を……」


　が、そこでミラーの言葉が止まった。


　そして再び顔を上げ、こちらを見る。


　ミラーの顔は、なぜか笑っている。いつも苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような、渋い顔をしているミラーが、珍めずらしく楽しげに笑みを浮かべてこちらを見つめ、


「……ああ、始まった。それも思ってたより敵の動きが早い。おまえが勝手にケスタリウス皇子を殺したせいだ。貴族どもが、俺が予想していたよりも、早く追おい詰つめられた」


　なんてことを、呟つぶやく。


　そしてその次の瞬しゆん間かん、背後で轟ごう音おんが響ひびいた。


　それにシオンが振ふり返ろうとしたのを、ルークが止める。


　強く腕うでをつかまれ、


「こちらへ」


　と、引っ張られる。


　直後、シオンの背後の壁かべが、なにかに破は壊かいされて吹っ飛ぶ。


　おそらくは、魔ま法ほうだ。なんらかの魔法で、軍の官舎が攻こう撃げきされた。そしてその攻撃に、シオンを除いた全員が反応している。


　クラウが言う。


　楽しげに笑い、


「おー、すげぇすげぇ。街中で大規模攻こう撃げき魔法使いやがった。んな馬ば鹿かなことすんのはいったい、どこの部隊だ？」


　それに、シュスが答える。


「……当然、身分は隠かくしてるでしょう。市街で戦争用の魔法を使うのは禁止されてますから」


　しかしシオンをかばうように後ろに押しさげていたルークがそれに、答える。


「ですがもう、正体は割れています。エッケル伯はく爵しやくの私設兵でしょう。エッケルはテングロン侯こう爵しやくとともに、ケスタリウス皇子を担かつぎあげていたはずです。おそらくはテングロン侯爵の救出……それに、シオンさんの言ってることが確かなら、行方ゆくえ不明になっている皇子も捕とらわれていると思ったのでしょう。奴やつらは皇子がいなければ、私たちに対たい抗こうする術すべがない。ならきっと、死ぬ気できますよ」


　それにミラーがやはり嬉うれしげに、


「それでいい。エッケルの私設兵は、皆みな殺ごろしにしろ。先に手を出したのはあっちだ。ケスタリウス皇子殺しまでなすりつけてやれ」


　その言葉にクラウが、


「皆殺しでいいのか？」


　と、聞く。


　それにミラーがうなずき、


「ここでの戦せん闘とうは、計算外だ。貴族どもは弱くない。おまえにできるか？」


　するとそれにクラウは笑い、


「吐ぬかせ」


　と言って、一気に穴が空いた壁から、外へと飛びだす。


　そして飛びだしながら、部下へ命じる。


「シュス。俺の部隊を集めろ。官舎を守るぞ。それから俺たちに手を出したことを、奴らに後こう悔かいさせてやる」


　それにシュスがうなずいて、走りだす。しかしそれは、クラウとは反対へ。彼は部隊を集めにいくのだ。


　続いてクラウに殴なぐられたっきり、部屋の隅すみで成りゆきを見守っていたカルネがひょいっと起き上がり、


「なーんか、思ってたより派手に始まっちゃいましたねぇ。エッケル伯爵の私設兵って、そんなに弱かったですっけ？」


　が、それにルークが首を振って、


「いいえ。あなたやクラウが所属していた、エーミレル私設兵団よりも、優ゆう秀しゆうな兵が多い、と噂うわさですよ？」


　なんてことを言う。


　するとカルネの表情が少し、変わる。いつもの軽けい薄はくな表情から、


「えー、それはちょっと、むかつくなぁ。別にエーミレルに誇ほこりを持ってるわけじゃないけれど……」


　とそこで、クラウが飛びだしていった穴から、黒装しよう束ぞくの男たちが二人、入りこんでくる。


　シオンではとても反応ができないほどの速さでそいつらは近付いてきて、ナイフをシオンに突つき立てようとする。


　だがその前に、別の場所から放たれたナイフが黒装束の男たちの首に刺ささる。


　それで二人の刺客は、あっさり死ぬ。


　その死体を見下ろして、カルネが言った。


　二人の首に刺さったナイフを抜きながら、


「ほらぁ。全然僕のほうが強いじゃないですか～。なのに偉えらそうにするなんて、むかつくなぁ～」


　なんて言ってまた、にこやかに笑う。それから壁の穴へと目を向ける。すると外ではもう、魔法と魔法がぶつかりあう、轟音が何度も響き渡わたっていて。


「クラウ先せん輩ぱいってば、はりきってるなぁ。まあこの半年、全然暴れてなかったですしね。で、僕はどうしたらいいですかね、ミラー先輩」


　と、振り返る。


　それにミラーが言う。


「おまえは残れ。皇子の護衛につける」


「えー、皇子って、シオンさんのことですか？」


　その問いに答えず、ミラーがこちらを向いて、言った。


「さて、そろそろおまえに役に立ってもらう番だ」


　それにシオンは、うなずく。


「この混乱の中、こちらになびく貴族どもをまとめるんだろう？」


「ああ」


「もうすでに何人か、俺になびいている貴族が……」


　しかしそれを遮さえぎり、ミラーが言う。


「知ってる。おまえの手て駒ごまの状じよう況きようも、ほとんど把は握あくしている」


「そうか」
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「そうだ。それを利用して、進め。エッケル伯爵やテングロン侯爵とは利害が一いつ致ちしていない貴族どもを集めて、味方につけろ」


「わかった」


「せっかくここまで御お膳ぜん立だてしてやったんだ。しくじるなよ？」


　という、ミラーの言葉にシオンは笑みを浮うかべ、


「まあ、頑がん張ばってみるさ」


　と、彼はミラーに背を向け、部屋を出ていこうとする。


　するとその背中に、ルークが言った。ずっと糸目の、穏おだやかな顔のまま、


「あー、シオンさん、ちょっと」


「ん？」


「ワティ侯爵の息がかかっている方たちは、無視して結構です。私の部隊で、全員殺しますから」


　なんてことを、言ってくる。


　ちなみにワティ侯爵というのは、テングロン侯爵と同じぐらい大きな勢力を持っている貴族だった。


　その、全員を殺すとなると、それは信じられない数になるはずなのだが。


　それにシオンは、


「……わかった」


　と、うなずく。


　殺して前に進む。


　すべてを殺して前に進む。


　それを正しいとは思えないが、しかしいま、それ以上の選せん択たく肢しをシオンは持っていなかった。


　この腐くさった国を変えるためにミラーが作り上げた設計図よりもいい案を、彼は持っていなかった。


　だからいまは、それに従う。


　彼にできるのは、出来る限り被ひ害がいを少なくすることなのだが──


「…………」


　また、轟音が響いた。


　破壊のために生みだされた魔法の音が響いた。


　敵も必死だった。


　そして敵のほうがまだ、遥はるかに規模が大きいのだ。敵の貴族たちが結束してしまえば、とてもじゃないが太た刀ち打ちできない。


　だからそうなる前に、すべての状況をこちらに優位に持っていく必要があった。


　時間はない。


　一分一秒の遅おくれが、計画の失敗を招く。


　もう、革命の狼煙のろしは上がってしまったのだ。


　ミラーが長い時間をかけて張はり巡めぐらせていた計画が。


　シオンが長い時間をかけて隠し続けていた野心が、表おもて舞ぶ台たいへと姿を現してしまったのだ。


　ならもう、止まることはできない。


　貴族たちが、敵が誰だれなのかを認識する前に。


　貴族たちが、なにと戦っているのかを認識する前に。


　貴族たちが、お互たがいの権力の奪うばいあいを続けているうちに、シオンたちはすべての局面で勝利する必要があった。


　貴族どもの欲よく望ぼうを利用して、お互い潰つぶしあいをさせる。そしてその隙すき間まを縫ぬって、シオンはこの国の実権を握にぎる。


「…………」


　外ではいまも、敵が死ぬ音が響ひびいている。


　仲間が死ぬ音が響いている。


　人が死ぬ。


　当然のことのように死んでいく。


　その音の中で、彼は思考を巡らせる。


　この世界を変えるための設計図を、頭の中に必死に描えがき続ける。


　今回の勝利条件は、有力な貴族たちに、他の皇子たちよりもシオンを担いだほうがメリットがある、と思わせることだった。そして軍のトップ──元げん帥すいの地位を手に入れ、その次に王の座を狙ねらう。


　しかしそのすべてに成功してさえ、まだ、貴族たちを潰すことはとてもできない。


　ミラーとシオン、二人が持っている兵の数だけでは、貴族たちにはとても太刀打ちができないのだ。


　だから出世する必要がある。混乱に乗じて出世して、いまよりもさらに、貴族たちにとって便利な駒こまだと思われる必要がある。


　貴族ども自身の力を利用して、この国を引っ繰くり返すために。


　そのために陥おとしいれるべき貴族は、


「…………」


　と、考えを巡らし、そして彼は、自分の執しつ務む室を出た。





　　　　◆





　そこはまるで、戦場だった。


　ローランドの、それも軍の本ほん拠きよ地ちがある場所で、いくつもの魔ま法ほうの光が輝かがやき、破は壊かいが周囲に撒まき散ちらされている。


　クラウ・クロムはそれを見つめる。


　燃えるような真っ赤な瞳ひとみでその光景をにらみつける。


「…………」


　敵の部隊は、強かった。動きもいい。おまけに数も多い。あきらかにこちらは劣れつ勢せいだ。次々と仲間が死んでいく。『稲光いづち』に焼かれ、『光燐くうり』に貫つらぬかれ、仲間たちが殺されていく。


　すでに何人もの刺し客かくが、官舎への侵しん入にゆうに成功してしまっている。


　それをクラウは見つめ、


「……こーりゃ、思ってたよりも厳しいなぁ。ミラーのおっさんは『できるか？』なんて言ったが、さっすがにこれは……」


　と、少しミラーの渋しぶい顔を真ま似ねしながらクラウは言い、それから襲おそいかかってくる刺客の一人の首をつかむ。折る。そのままその体を振ふり回して、横から襲いかかってきたもう一人の刺客にぶつける。


　そして彼は、少し声を張りあげて、言う。


「よし、官舎を守ってるシオンの部下ども、俺の話を聞け！　俺はクラウ・クロム中ちゆう佐さだ！　いまからおまえらは、俺の指揮下に入る。すぐに援えん軍ぐんがくるから、それまで踏ふみ留とどま……」


　が、それを遮って、


「降こう伏ふくしろ、賊ぞく軍ぐんが！　我らはケスタリウス皇子の直属の部隊である！　シオン・アスタールによるテングロン侯こう爵しやくの誘ゆう拐かいを……」


　なんてことを、敵の部隊長のような奴やつが言いだし、それにクラウは言葉を止める。


　そのまま地面を蹴けって、その、部隊長のほうへと向かう。その動きに、ほとんどの敵はついてこれない。いや、クラウが動いたことさえ、気づいていないかもしれない。


　彼は右手に、手刀を作る。そしてそれを、部隊長の胸へと突つきこもうとする。


　だがそれに、


「させないよ」


　という声がする。


　部隊長の横から、一人の男が飛びだしてきて、クラウの腕うでをつかむ。その力が強い。そちらにクラウは目を向ける。


　するとそこにいたのは、知った顔だった。


　ざんばらの黒く長い髪かみに、褐かつ色しよくの肌はだ。


　オード・セエル大たい佐さ。


　確かそいつは、まだ十代のころにいくつもの戦場で功績をあげたことによって貴族どものお気に入りになった男だった。


　つまり力で、貴族たちに取りいった男だ。


　そいつが言う。


　その細い腕にはそぐわない、強い力でクラウの腕を握りながら、


「……いやー、戦場の悪あく魔ま……紅こう指しのクラウ・クロム……君とは一度、手合わせしてみたかったんだよねぇ。俺とおまえ、いったいどっちが化物か、比べてみようじゃないか」


　なんてことを言ってくる。


　それにクラウは、


「比べるまでもなく、てめぇは俺の敵じゃねぇよ」


　と、セエルの腕を払はらう。そしてそいつを無視して、部隊長を殺そうとする。


　だがさらにセエルがしつこく攻こう撃げきしてくる。懐ふところからナイフを出し、それをこちらに突きだしてくる。その動きは、速い。おまけにナイフには毒がたっぷり塗ぬり付けられており、


「ああ、うぜぇなてめぇ」


　と、クラウは一歩後ろに下がる。


　しかしその間にも、部隊長らしき男が後ろのクラウの仲間たちに命じている。


「降伏しろ！　貴様らがやっていることは、反乱以外のなにものでもない！　このまま抵てい抗こうを続ければ、貴様ら全員、皆みな殺ごろしに……」


　と、そこまででしかし、部隊長の声は止まる。


　いつの間にか白髪しらがの男が部隊長の背後に立っていて、そいつが後ろからそっと、部隊長の首に触ふれたのだ。


　白髪の、にこにこと穏おだやかに笑う男──ルーク・スタッカートが、やはり笑いながら男の喉のどを、潰す。さらに首の血管を引きちぎって、


「手伝いましょうか？　クラウ」


　なんて言ってきて、それにクラウは顔をしかめる。


「いらねぇよ」


「またまた、クラウはいつもすぐに虚きよ勢せいを張る。エッケル伯はく爵しやくの私設兵は強いですよ。おまけに、軍の部隊まで動かしてきている。さらにそこのオード・セエル大佐。彼はたぶん、クラウとほとんど同じくらいの力量を……」


　が、その言葉が終わる前に、クラウは動く。全力で動く。体中の力を右拳こぶしに集め、それを振るう。


　拳はナイフを持った、セエルのほうへと真まっ直すぐに伸のびる。


　セエルはそれに、しっかり反応する。こちらをにらみ、


「遅おそいよ。おまえの動きは、ちゃんと見え……」


　だがそれも遮さえぎって、


「うるせぇよ、雑ざ魚こが」


　クラウはさらに一歩、前に踏みだす。クラウの動きに反応して下がろうとしたセエルに、追い付く。ナイフを持った腕をつかむ。強く握って、骨を砕くだく。


「ぐぁ」


　と、顔をしかめたセエルの顔をつかむ。親指を眼球に押しこみ、そのまま首をひねる。


　それでセエルは、あっさり沈ちん黙もくした。


　そのセエルの死体を地面に捨て、ルークのほうを振り返って、


「んで、誰と誰の力量が同じくらいだって？」


　と、聞こうとしたが、


「…………」


　もうルークはいなかった。


　あの野や郎ろうは、はなから助けるつもりなどなかったようで、すでにどこかに消えてしまっていて。


　それにクラウは、


「……あんの野郎……ほんと、いつかぶん殴なぐってやる」


　と言いながら、一度後ろを振り向く。敵の部隊長の言葉によって士気を落とし始めた仲間たちのほうへと向かい、あらためて声をあげようとするが、その彼の回りを敵の部隊が囲む。


　そして一いつ斉せいに光の魔ま方ほう陣じんを描き始める。


　全員が、『光燐くうり』の魔方陣を描いている。


『光燐くうり』は高度な魔法で、使える兵士の数は少ないはずだった。


　だがいま、彼の回りを囲んでいる兵士二十人は、全員が『光燐くうり』を展開していて。


「……やべぇなおい」


　と、彼は少しだけ引きつった笑みを浮うかべる。さすがの彼も、『光燐くうり』を使える兵士二十人を、一人で相手にすることはできない。


　そしておそらくいま、軍の官舎を守っているシオンの部下たちの中に、『光燐くうり』を使える兵は三人もいないだろう。


　それはクラウの部下でもそうだ。おそらくシュスが連れてくる援軍が到とう着ちやくしても、敵の兵のほうが強いだろう。


　暗殺や闇やみ討うちではなく、貴族と面と向かって殺しあう、というのは、こういうことだ。


　絶大な権力の下もとに、強力な兵士をたくさん飼っている。


　一人や二人優ゆう秀しゆうな奴がいきがったところで、この国の権力を引っ繰り返すことはとてもできない。


　だからこそ、あれほど頭の切れるミラーでさえ、長い時間をかけてきたのだ。


　そして今日、ここで初めて、彼らは名乗りをあげた。


　いままでずっと地べたを這はいずりまわり、誰だれにも見つからないように計画を進めていたミラーが、ここで革命の狼煙のろしを上げた。


　一度始めてしまえばもう、止まることはできない。


　革命を成功させるか、もしくは死ぬまで、止まることはできない。


　そしてクラウが知る限り、この国を変えることに成功した奴は、いまだかつていなかった。


　誰だれ一人、うまくやった奴はいなかった。


　でも、ミラーとかいう馬ば鹿かはそれをやるためにもう、十数年も時間をかけているのだという。


　シオンとかいう馬鹿は、そのためなら自分の命を顧かえりみないのだという。


　真顔でこの腐くさった国を変えてやる～、なんてことを、別にそんなこと誰も頼たのんでねぇのにあいつらはやろうとしていて。


　命いのち懸がけでそんな馬鹿げたことをやると言いやがって。


「…………」


　とそこで、クラウは背後を振り返る。すると軍の官舎から、カルネと、そしてシオンが出ていくのが見える。


　あいつらはこれから、軍の貴族どもに取り入るのだ。


　革命を為なすために、前に進むのだ。


　だからここで、敵を食い止める必要がある。


　とそこで、敵の兵士の一人が言ってきた。


「降参しろ、クラウ・クロム。おまえの主のシオン・アスタールは、終わりだ。テングロン侯爵を敵に回して、生き残れるはずがない」


　なんてことを言ってくる。


　それにクラウは顔をあげる。やはりいまも、『光燐くうり』を生みだす二十もの魔方陣に囲まれている。


　さらに敵の兵も増え続けている。それは私設兵だけではなく、テングロン侯爵が率いるローランド軍の兵まで投入されているようで。


　その中の兵の一人が続ける。


「テングロン侯爵とケスタリウス皇子をこちらに引き渡わたせば、おまえの命の安全だけは、保証してやる」


　なんてことを言ってくる。


　おまけにそいつも、強い。


　もう、見ただけでわかる、さっきの、名前ばかりが有名な、オード・セエルよりも強い。


　そいつがこちらを見つめ、


「いや、おまえならきっと、テングロン侯爵は幹部として迎むかえてくれるぞ。俺からもテングロン侯爵に口くち添ぞえしてやる。だから俺たちの仲間になれ。侯爵なら、シオン・アスタールよりもいい条件で、おまえを受け入れて……」


　が、それを遮ってクラウは言った。


「……それ、おもしれぇのか？」


　そんなことを、言った。


　それに男は言葉を止める。こちらをにらむ。


　その男に向かって、


「いつまでも貴族の足下でへらへら笑ってて、てめぇはおもしれぇのか？」


「…………」


「仲間になれ？　はっ。そりゃこっちのセリフだ。いつまでもクズみたいに這いつくばってないで、俺らとおもしれぇ祭りに参加しようぜ？　負けりゃ死ぬが、もしかしたらいままで見たことがない景色が見れるかも……」


　しかしその途と中ちゆうで、男が言った。


「勘かん違ちがいだったようだ。ただの馬鹿か」


「ああ馬鹿だなぁ。俺の仲間はみんな馬鹿ばっかだ。おもしれぇだろ？」


「もういい。殺せ」


　そう命じる。


　それにクラウは、笑う。


　周囲にある、絶対的な死を見つめ、


「こーいうの、得意なんだよなぁ。いいぜ、やろう。だが、一発で俺を殺せなきゃ、おまえら全員、後こう悔かいするぞ」


　と、彼は軍服の、右みぎ腕うでの部分をめくり始める。その腕には紅あかい魔方陣の刺いれ青ずみが入っている。その刺青には呪のろいがかけられており、その呪いを発動する。


　戦場の悪魔。


　紅こう指しのクラウ・クロム。


　その腕は、常に敵の血によって紅く染まり──


「クラウさん！」


　遠くで、声がする。


　シュスの声だ。


　援えん軍ぐんがきた。


　だが、少し遅い。


「殺せ」


　と、男が言う。


　それで一斉に『光燐くうり』が発動する。二十もの魔方陣が一斉にきらめき始める。


　それにクラウは叫さけぶ。楽しげに叫ぶ。


「死ぬのは、てめぇらだ！」


『光燐くうり』により生みだされた光の筋が、クラウに向かって放たれる。


　それをクラウはよける。信じられないほどの身体能力でさける。だが、すべてよけることはできない。


　一つはクラウの、肩かたを貫つらぬいた。


　一つは彼の、わき腹を削けずった。


　一つは彼の、ふとももえぐった。


　だが、殺すことはできなかった。彼は腕を振ふるう。呪いがこめられた腕を振るう。するとその腕の周囲を、魔方陣が巡めぐる。その魔方陣が周囲に真空の竜たつ巻まきを生みだし、敵を巻き込む。腕の周囲にいた人間が、細切れに切り刻まれて、周囲に飛び散る。


　そしてクラウの腕が真っ赤に染まって、その、紅い腕でいま、この兵たちの指揮をとっていた男の顔をつかもうとする。


　男はそれに反応する。クラウの動きに、きちんと反応する。思った通り、さっきのオード・セエルよりも、強い。


　その、男がこちらを見つめて言った。


「……はっ、化物だな。だが、しょせんは個人だ」


　そしてそのまま、後ろに下がる。その男を守るように、周囲の兵たちが今度は、『稲光いづち』の魔ま法ほうを展開する。


　さらに男も『光燐くうり』を展開しようとして──


　しかしそこで、自分の背後が明るく輝かがやくのがわかる。それは『稲光いづち』の光だ。シュスが率いてきた部隊が展開している『稲光いづち』が一斉にクラウの周囲の敵に襲おそいかかり始めて。


「誰が個人だって？」


　と、言ったときには、男の『光燐くうり』が完成している。光の槍やりがクラウに向かって放たれる。だがそれを、クラウは隣となりにいた敵の体をつかんで、盾たてにして防ぐ。


　と同時に、彼も左手の指を躍おどらせる。光の魔方陣を描えがく。『光燐くうり』だ。それもその『光くう燐り』の完成は、男よりも遥はるかに速い。


「求めるは殲せん虹こう〉〉〉・光燐くうり！」


　と、クラウは魔法を発動する。


　男は狙ねらわない。このタイミングではきっと、よけるだろうから。だから、男の足下を狙う。それに男は驚おどろく。視線が下がる。


　その、一いつ瞬しゆんの隙すきを狙って、クラウは懐ふところから取り出したナイフを投げる。


　そのナイフが男の首に刺ささる。男は驚いた顔でこちらを見るが、もう、手後れだった。


　その傷は致ち命めい傷しようで、クラウはもう、そちらは見ない。


　敵と交戦しながら、後退していく。するとシュスがすぐに、クラウの横に並ぶ。


「傷だらけじゃないですか！」


　と、怒ったように言ってくるので、それにクラウは笑って、


「おまえが遅おそいからだよ」


「すみません」


「んで、こっちの数は？」


「四百です」


「向こうは？」


「二千です」


「へっへ～」


　と、クラウはまた笑う。


「そりゃ楽しそうだな～」


「えー」


「ま、少し我が慢まんしてりゃ、ミラーのおっさんやシオンの奴やつが、他の貴族たちをけしかけて援軍を寄こしてくれんだろ。だからそれまで、なるべく注意を俺たちに引き付ける」


　と、さらに後退しながら、クラウは直属の部下たちのほうへと目を向け、こっからどう敵の部隊と戦うかを、考える。


　今回の戦いの勝利条件は、極力仲間を殺されずに長くここを維い持じできるか、ということだった。


　その間にシオンやミラーが、情報操作で敵を内部から崩ほう壊かいさせる。


　もしそれに失敗すれば、


「……こりゃ、全ぜん滅めつだな」


　と言いながら彼は、やはり楽しげに笑う。


「なーんか、祭りらしくなってきた」


　それにシュスもうなずき、


「ですねぇ。クラウさんはここで死んじゃだめですよ？」


「おまえもな」


「頑がん張ばります」


「ほいじゃシュス」


「はい」


「やろうか」


　と言って、クラウは足を止める。


　それにシュスがもう一度うなずき、手を挙げる。


　すると四百からの彼の仲間たちが、一いつ斉せいに止まる。そのままシュスが手を横に伸のばすと、その兵たちが一斉に魔ま方ほう陣じんを描き始めて。


「……さあ、クロム中ちゆう佐さ殿どの──ご指示を」


　その言葉にクラウはうなずいて、言った。


　自分たちよりも遥かに強大な敵を。


　遥かに強大な権力の群れをにらみつけて──


「てめぇら、きばれよ！　クズどもを皆殺しするぞコラぁ！」


　と、怒ど鳴なった。


　すると目の前でも、敵が魔方陣を展開し始めている。それも、こちらの何倍もの数の魔方陣を展開し始めている。


　それをクラウはにらみつけながら、


「魔法を、放て！」


　そう命令した。


　刹せつ那な、世界が真っ白な光に包まれる。





　そしてその革命は──





　その殺し合いは、始まったのだった。





　　　　◆





　時間と場所は、少し移る。


　そこは、貴族たちが住まう区画の中でも、一際大きな建物の中。


「動きだしたか？」


　その言葉に、ラッヘル・ミラー大たい尉いはうなずいた。ぴんと伸ばした背筋に、楽しいことなどなにもないと言わんばかりにいつも憮ぶ然ぜんとした顔。


　その顔をあげて、


「……はい」


　と、応える。


　ミラーがいるのは、アノリタ・アバーズ公こう爵しやくの屋や敷しきだった。


　その広間に、彼は直立不動の姿勢で立っている。


　そしてその彼を囲むように、数人の貴族たちが座っていた。すべて、アノリタ・アバーズ公爵の名の下もとに集まった、子飼いの貴族たちだった。


　その貴族たちが口々に言う。


「ふふ、これでテングロン侯爵も終わりだな」


「軍の中ちゆう枢すうを押さえたことで、奴はいい気になりすぎた」


「誰だれがこの国を動かしているか、そろそろそれを教えてやる必要がある」


　それに、中央の座に座っているアバーズ公爵が言った。


「……それで？　テングロン伯爵の身み柄がらはどうした？」


　アバーズは四十がらみの、初老の男だった。狡こう猾かつそうな細い瞳ひとみに、細身の体。いま、このローランド帝てい国こくにいる貴族たちの中にある、七大派は閥ばつの中でも、最も大きな勢力を持っているのがこのアバーズ公爵だった。


　ローランド帝国王の長子である、トリーフア皇子を擁よう立りつし、多くの貴族を取り込んでその勢力を伸ばし続けている。


　そのアバーズ公爵が、こちらをにらむように見つめ、言った。


「もう、テングロンを殺したのか？」


　それにミラーは首を振り、答える。


「こちらに連れてきています。さすがに下民あがりの私が、貴族の方に手を出すことはできませんので」


　するとアバーズ公爵はうなずく。


「ふむ。その、おまえの分をわきまえた態度を、私は好ましく思っている」


「光栄です」


「だがここに連れてくるのは間ま違ちがいだな。今回の件の黒幕が私だと、王族の方々にバレるのはまずい。おまえともあろうものが、それを考えなかったのか？」


「……申しわけありません」


　と、ミラーは頭を下げるが、それにアバーズは微笑ほほえみ、


「ふふ、抗こう弁べんしないか。おまえはここにくるまでの間に、何度も道を変えて、誰にも尾つけられずにここにきたことはもうわかっている。それでもまあ、私の部下には尾けられたが……」


　なんてことを言ってきて、そして目を、ミラーの背後へと向ける。


　するとそこで初めて、自分の後ろにかすかな気配を感じた。それにミラーが後ろを振ふり返ると、いつの間にか、そこには六人の女が立っている。


　どの女も美しい。黒や金の髪かみをした、それぞれ印象の違ちがう美人が揃そろっていて。


　だがしかし、その女たちの美しさなどは、どうでもよかった。いま、気にしなければならない問題は、その女たちの気配をミラーはまるで気づくことができなかった、ということだ。


　つまりこの女たちは全員、それだけの実力を持っているということになる。


　全員が、ミラーを殺すことができるだけの力を持っている、ということになる。


　そんな兵士たちを、アバーズ公爵は配下に持っていて。


「…………」


　ミラーは、再びアバーズ公爵のほうへと目を向けて、


「私に監かん視しをつけていたのですか？」


　と、聞いた。


　するとアバーズは笑い、


「気に障さわったか？」


　しかしミラーは首を振り、


「……いいえ。当然のことだと思います。そう簡単に、公爵様の信しん頼らいを得られるとは思っておりません」


　そう、言う。


　するとアバーズは、やはり狡猾そうな鋭するどい目のまま口許に笑みを浮うかべて、こちらを見つめた。


「いやいや、君のことはもう、信頼しているよ。今回のテングロン侯爵潰つぶしの計画は、なかなかによかった。君の手並みは素晴らしかったよ」


　なんて言葉に、ミラーは頭を下げて、


「お褒ほめいただき……」


　が、その言葉を遮さえぎって、アバーズはさらに言う。


「だが君の計画は、綺き麗れいすぎる。あまりに粗あらがなさすぎて、怖こわいくらいだ。私はそういうのはあまり、好きじゃないんだよねぇ。あまりに頭が切れすぎる部下はあまり好きじゃない。そういう人間は、私をも陥おとしいれようとするからね……だからいま、君に私との付きあい方を教えておこうと思う。ギナ」


　と、また、ミラーの背後へと目を向ける。


　その瞬しゆん間かん、背後に大きな殺気が生まれる。それにミラーは、反応できない。いや、反応するべきタイミングでは、なかった。


　だから彼は、動かない。


　すると背後からなにかが、肩かたに突つき立てられたのがわかった。


　おそらくはナイフだろう。肩に、初めは熱さを感じ、それから強きよう烈れつな痛みを感じた。


　だがミラーはやはり、アバーズ公爵から目をそらさない。


　するとアバーズは笑い、


「君の精神力には感心するな。君のような優ゆう秀しゆうな部下は、欲しいよ」


「……ですが、頭が切れすぎるので、殺す、と？」


「いや、殺したりはしない。ただ、私の下につく、というのがどういうことかを、教えておこうと思っただけだ。いや、君のような輩やからはよく、私のところにくるんだよ。頭が切れ、人望もあり、さらにこの国を変えよう、というような野心を持った人間が。そして私に会うまでは一度も失敗してこなかった。すべての計画をうまく回して、そのままどこまでもいけると勘かん違ちがいした人間が」


　それにミラーは聞いた。


「それが私だと？」


　するとアバーズは首を振った。


「そうは言ってないよ。君のことはすでに調べさせてもらったが、君の経歴は驚おどろくほど綺麗だ。ずっと貴族に媚こびへつらってきた、嫌きらわれ者もの。下民の出のくせに、貴族たちの顔色をうかがうことによって大たい尉いまでのし上がった、秀しゆう才さい──まるで疑うところがない。君の経歴はあまりにも綺麗過ぎて、疑う場所などまるでない。だがそれでも……」


　そう言って、アバーズはまた、ミラーの背後に目をやる。すると今度は背中に、ナイフが突き立てられる。


　急所は外されている。


　どうやら本当に、殺すつもりはないようだった。


　アバーズはナイフが刺ささったのを確認してから、言った。


「私は、完かん璧ぺき主義者でね。そう簡単には人を信じない主義なんだ」


「…………」


「今回のテングロン侯爵潰つぶしの計画も、素晴らしかったと思うよ。国内で兵を動かし、暴走したテングロンの兵を、私の兵で潰す。それで私の力を、国中に知らしめることができる。誰がいま、このローランドの中枢を握にぎっているのか、この国の民たみに知らしめることができる。おまけにケスタリウス皇子を擁立して、無む駄だな抵てい抗こうをしようとしたテングロンを殺したことによって、他の貴族たちへの牽けん制せいもできるしね。それはおもしろい。君の計画は、とてもおもしろい。でもそれでも……」


　そこでまた、アバーズは合図を送る。ナイフがわき腹に刺さる。


「それでも私は、人の計画の上で踊おどるのは嫌いやなんだよ。だから少し、計画を変えよう。私はテングロン侯爵を殺さない。むしろ助けようと思う。だから……君の部隊は全ぜん滅めつすることになるな。クラウ・クロム中ちゆう佐さだったか？　あの、戦場の悪あく魔まと呼ばれる化物──あれは君の部下だろう？　君が、彼と秘密裏に何度も会っていることはもう、調べがついている」


「…………」


「だがその、君の部下には、今回は死んでもらおう。そしてクロム中佐が率いる兵にもみな、死んでもらおう。そうすればきっと、君の計画は君のものから、私のものへと変わる。君も仲間と力を失えば、よからぬことを考えなくなるかもしれない」


「…………」


「もちろん、悪いことなんて考えていなかったかもしれないが、それはそれでいい。君が仲間を殺されたあと、それでも私からの寵ちよう愛あいが欲しい、というのなら、私は今後、喜んで君を信頼しようじゃないか。だがいまはだめだ。中ちゆう途と半はん端ぱに力を持っている君を、受け入れるわけにはいかない」


「…………」


「さて、じゃあ聞かせてもらおうか、ラッヘル・ミラー」


「…………」


「君は仲間を見殺しにしてまで、私からの寵愛が受けたいか？」


「…………」


「それとも、ここで死ぬか？　選べ、ラッヘル・ミラー」


　と、言う。


　アバーズは、そんなことを言う。


　それにミラーは目の前の、ひどく慎しん重ちようで、疑り深い貴族をにらみつけた。公爵はミラーに対して、あきらかに知ち恵え比くらべを挑いどんできていた。


　主導権を取っているのはどちらなのか？


　それを見せ付けようと、必死になっていた。


　そしていま、主導権を握っているのはどちらか──


　ミラーは言った。


「……ではクロム中佐には死んでもらいましょう。それで公爵様の信頼が得られるなら」


　するとアバーズはにやりと笑い、


「辛つらそうだな」


「当然です。彼は仲間ですから」


「だが、その仲間を売ると？」


「はい」


「はっ、噂通りの男だな。貴族にへつらう、裏切り者」


「それが私です。ですが私は、信頼をいただいた貴族の方々を裏切ったことは、一度もありません」


　そう言って、ミラーは床ゆかに膝ひざをつく。


「ですからもし、私を信頼していただけるのなら、公爵様にそのご恩をお返しできるよう必死に働かせていただきます」


　それにアバーズは、ミラーのことを見下ろす。まるで汚きたないゴミを見るかのような目で見下して、


「……いいだろう。おまえを使ってやる」


　と、言った。


　それにミラーは顔をあげ、


「ありがとうございます。ではさっそく一つ、公爵様のために働かせてください」


「なんだ？」


「もし、テングロン侯爵を生かすのなら、別の犯人を立てるべきかと……せっかくこれだけの労力をさいて敵対勢力を減らすための計画を立てたのです。もしもテングロン侯爵を生かすのなら、そのついでに他の敵を潰しておくべきかと」


「誰だれがいいと思う？」


「ステアリード公爵はいかがでしょうか？」


　そう言った。


　ステアリードはアバーズの次に大きな勢力を持っており、アバーズにとっては潰したい相手のはずだった。


　するとそれに、アバーズはこちらを見つめ、


「……いいだろう。やってみろ」


　と、言った。


　それにうなずき、ミラーは立ち上がる。そしてもう一度頭を上げ、アバーズに背を向ける。


　すると背後にはやはり、六人の女がいる。そのどいつも、その気になれば、ミラーだけじゃなく、アバーズ公爵を殺せるはずだった。


　だが、こいつらはそれをしない。


　アバーズから得られる権力を欲ほつしているのか、それともなにか他の理由があるのか、それはわからないが、こいつらはそれをしない。


　その、女たちの顔を見る。


　だが、女たちの目には、ミラーは映っていないようだった。まるで興味なさそうに、ただ、そこにいて。


　その、女たちの間を彼は抜ぬける。


　そして屋や敷しきを出る。


　外に馬車と共に待たせていた部下が、ミラーの背中に突き立つナイフを見て、いったいなにがあったのかと聞いてくるが、彼は答えない。


　ただ、シオンが与あたえられている官舎のほうへと目を向ける。いまあそこで、必死になって主を取りかえそうとしているテングロン侯爵の部隊と、クラウが交戦している。


　本当ならアバーズからの援えん軍ぐんがあの場を治めるはずだったのだが、しかし、アバーズは援軍を出さないという。


　おまけにテングロン侯爵は、殺されずに解放され、アバーズに取り込まれるだろう。


　しかしそうなる可能性も、すでにミラーは考えていた。だからこそ、すぐに別の案を提案できたのだ。テングロンを潰せないのなら、これを火種に、アバーズとステアリードの抗こう争そうへと発展させる。


　だがそのためには、


「…………」


　と、ミラーは部下の馬車に乗りこむ。


　それに部下が、


「傷の手当てを」


「あとだ。御ぎよ者しやに命じろ。ステアリード公爵に会いにいく」


「ステアリー……あの、クラウ・クロム中佐への援軍は」


「なくなった。テングロン侯爵も解放しろ。丁重にな」


「なっ、いえ……しかしそれでは……」


　それに、ミラーは言う。やはり部下を見ないまま、


「クラウは切り捨てる。そして次の計画を始める」


「それは……」


「黙だまれ。もう狼煙のろしはあがったんだ。なにがあってももう、止まるわけにはいかない」


　そう言って、背中のナイフを抜く。血の付いたそれを、床に放る。


　それに、部下が黙りこんでしまう。


　その部下に向かって、
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「さっさと馬車をだせ」


　と命じると、部下はうなずいて御者に命じる。


　すると馬車は、走り始めた。





　　　　◆





　さらに場所は少し移る。


　馬車から下りたち、シオンは背後へと目を向ける。


　あの戦場からはもう、少し離はなれてしまって、戦せん闘とうによる音や光などは見えない。


　だがいまも殺し合いは続いているだろう。


　なにせあそこには、敵が欲しているものが、ないのだ。


　テングロン侯爵の身み柄がらも、シオンもいない。


　なら、クラウが率いる部隊が壊かい滅めつするまで、戦闘は終わらない。


　いや、もしもクラウが負けてしまえば、あそこにいた数千の兵たちが、一いつ斉せいにシオンを探し始めるだろう。


　そうなる前に、すべての決着をつける必要があった。


　少なくとも、テングロン侯爵の権力に対たい抗こうできるだけの勢力を作る必要があった。


　そしていま、シオンにはそれだけの人脈はなかった。


　ミラーはどうかわからないが、いま、シオンに力を貸そう、と言ってくれている貴族の数は、そう多くはない。


　だが今回の事件をきっかけにして、貴族たちの目を、自分に向けることはできる。他の皇子たちを利用するよりも、もっと勢いのある人材がいる、と、印象付けることはできる。


　そしてそのために彼はいま、ここにきていた。


　シオンの後ろからカルネも出てきて周囲を見回し、


「……うーわ、ここってもしかして、あれですか？」


　なんて言ってくるので、シオンはそちらを振ふり返り、うなずく。


「あれだよ」


「まさかここに突とつ入にゆうするつもりじゃないですよね？」


　その問いに、しかしシオンは笑って、


「いや、ここにいく。俺の力が大きくなっているのを知らしめるには、ここが一番だろう？」


　なんて言ってから、シオンも顔をあげる。


　そしていま、目の前にそびえている、この国の中で、もっとも巨きよ大だいな建物を、見上げる。


　その建物の中には、この国でもっとも大きな権力を持っている男がいるという。


　このローランド帝てい国こくの王が。


　シオンの、父親がいるのだという。


　シオンはその男の顔を、一度も見たことがなかった。彼が生まれたころにはもう、母親は捨てられており、ひどく貧しい生活を送っていたのだ。


　それに、会いたいと思ったこともなかった。殺してやりたいとは思っていたが、会いたいと思ったことはなかった。


　だがそれでも、


「……いま、俺が父との面会に成功すれば、貴族たちからの見方はかわるだろう。そうなれば……」


　貴族を仲間に引きいれる仕事が、一気に進むはずだった。


　だから彼はここにきた。


　この世の中で、もっとも会いたくない男に会いにきた。


　おまけにそいつはもう、人間じゃないはずだった。


　この国の民に王と崇あがめられ、最も大きな権力と、そして『勇者』の力を体内に宿している、化物。


　その化物に、


「……父親に、会ってくる」


　と、シオンが言うと、カルネがこちらを不思議そうな顔で見て、


「シオンさんはお父さんと仲がよかったんでしたっけ？」


　なんて聞いてくるので、シオンは首を振る。


「会ったことない」


「えー」


「でも、いま会えば、会った、という事実だけで状じよう況きようはずいぶんとよくなるはずだ。だからいってくる」


「殺されませんかね？」


　それにシオンは肩かたをすくめて、


「どうかな。なんだかんだ言ってこの歳としまで殺されなかったんだから、大だい丈じよう夫ぶじゃないかとは思うんだけど……まあやってみるよ」


「護衛は？」


「いや、いらない。親子の微び妙みような問題だから、ここで待っててくれる？」


　と言うと、カルネはうなずく。


　それにシオンもうなずいて、彼は王城へと進み始める。


　入るのは、容易たやすかった。


　彼はローランド軍の少将の地位にあり、おまけにエスタブールとの戦役で活かつ躍やくした、英えい雄ゆうとして顔を知られている。


　それどころか、この国の王の、実の息子むすこなのだ。


　一度も自分からここを訪おとずれなかっただけで、入ることはとても容易かった。


　だが、その王城の中へと続く道で、声が響ひびいた。


　彼のすぐ横で、ルシルの声が、


「……親子の微妙な問題？」


　なんて言ってきて、それにシオンは振り返らないまま、答える。


「真実だろう？」


「化物同士の、力の奪うばいあいだよ。それもまだ、君は勝てない」


「そう？」


「わかってるだろう？」


「でも、いま会いにいく必要がある」


「殺されるよ？」


　それにシオンは足を止める。振り返る。するとやはりそこには、ルシルが立っている。


　そのルシルを見つめて、


「じゃあ守れよ」


　と言うと、彼は首を振る。


「いまはまだ、『勇者』に選ばれているのは、王だ。なら私は、君ではなく、王を守る」


「そういうルールでもあるのか？」


「…………」


「そうか。なら、一人で頑がん張ばらなきゃな」


　と言って、再び歩きだす。


　それにルシルが言う。


「止まれ。これは自殺行こう為いだ」


「かもな」


「王はもう、人の意識を残していない」


「そうか」


「会えば必ず、力を奪われて殺されるぞ？」


　と言われるが、シオンは聞かない。


　ただ、真まっ直すぐ前へと進みながら、


「会うだけでいいんだ。王と面会をした、皇子──という事実だけがあればいい。殺される前に、逃にげるよ」


「無理だ」


「そうかな」


「ああ」


「なら……」


　と、シオンは言った。


　やはり振り返らないし、歩みを止めない。


　ただ、ルシルに向かって、


「なら、もし生き残ったら、俺を尊敬しろよ？」


　なんて言って、シオンは案内された道を進む。すると王の間に、あっさりたどりついてしまう。


　この国の王は、刺し客かくを警けい戒かいする必要がないのだ。


　なぜならルシルが守るから。


　なぜなら最初から、人ではないから。


　だから王の間にくるのは、ひどく容易かった。


「…………」


　その、王の間の扉とびらを見つめる。


　この国の王が棲すむ、場所を見つめる。


　そしてその扉にシオンが手をかけようとしたところで、


「……忠告はした」


　とルシルが言った。


　しかしそれを無視して、シオンは扉を開く。 そのときにはもう、ルシルは消えてしまっている。


　それはここでいまから起きる惨さん劇げきを見たくないからか、もしくは本当に、王を守るために移動したのかもしれない。


　だが別に、どうでもいい。


　シオンはゆっくりと扉を押し開く。


　この国の王がいる場所へと、扉を開く。


　するとその、扉の向こう側に──


「…………」











　その、扉の向こうにいたのは──。











　あうとろー・ぶるーす










「よーよーにいちゃんよー。ここが俺らのシマだとわかっててこの道通ろうとしてんのかよ、[image: ][image: ]っ!?」


　なんて荒あらい口調で突とつ然ぜん怒ど鳴なられて、ライナ・リュートは顔を上げた。


　いつもの寝ね癖ぐせ放題の黒くろ髪かみに、たとえ世界が爆ばく裂れつ崩ほう壊かいしようとも緩ゆるんだままの眠ねむそうな瞳ひとみ。その瞳を目の前の男に向けて、


「……え？」


　と、そんな間ま抜ぬけな声を上げてしまう。


　すると男はライナがびびったと思ったのか、調子づいてさらに怒鳴ってくる。


「ははっ！　なんだてめぇ、俺様にびびりこいてんのかよああん？　あああ～ん？　おっとぉ？　おまえ震ふるえてんの？　怖こわくて動けませ～んてか～？　はは。だっさ。まじだっさ。そんなあっさりびびんなら、さっさと帰ってママのおっぱいでもしゃぶってろっての」


　そんな罵ば声せいに、ライナはまじまじと目の前の男を見つめる。


「いやあの、だからいったいなんの……」


「なんのじゃねぇんだよ！　てめえの顔がムカツクって言ってんだよ！　耳が聞こえねぇーのかよこのダボがよっ！」


　なんて怒鳴られまくるが、ライナは相変わらずわからないという顔で、目の前の男を見すえた。


「…………」


　目の前の、やくざっぽくもなく、不良っぽくもなく──というよりむしろ気高さを感じさせる銀色の長い髪かみと、意志の強そうな金の瞳を持った男を。そして。


「……えーと、いったいおまえは、なにがしたいのかな？　シオン」


　ライナは、この国の若き帝てい王おう、シオン・アスタールにそう聞いた。


　ちなみに二人がいるのは王城にある、いつもの質素な執しつ務む室だった。


　二人でついさっきまで書類仕事に殺されそうになっていたはずなのだが、なにをとち狂くるったのか、シオンが突とつ然ぜん、


「はぁ!?　俺はシオンじゃねぇよ！　なれなれしく話しかけてんじゃねぇよ！　俺を誰だれだと思ってんだコラ！　泣く子も黙だまる、赤まむしのザブロ様とは俺のこと……」


　と、その言葉の途と中ちゆうで、


「えい」


　ライナは机にあったインク壺つぼを手に取り、シオンに思いっきり投げてみた。


　瞬しゆん間かん。


「うおわ!?」


　シオンは叫さけんで、とっさによける。インク壺は壁かべにあたり、ガシャンと音を立てて割れる。インクが周囲に舞まい散ちって、壁と床ゆかが真っ黒に汚よごれる。


　シオンはそれを見てから、言った。


「ちょっとひどくない？」


「てめぇがふざけてばっかで話進めねーからだろ！」


　するとシオンがふてくされたような顔になって、


「えーもうちょっと不良語でしゃべりたかったのにぃ」


「だぁからなんで突然ツッパリ語をしゃべりだすんだよ？　意味わかんねぇだろが。徹てつ夜や五日目で脳みそとろけたか？」


「え!?　徹夜すると脳みそとろけんの？」


「ったりまえだろ。俺の脳みそはもう三日前にとろけて、『こんな働かせやがってシオンの馬ば鹿かあとで絶対ぶっ殺したらぁ!!』とかそんなこと以外は考えられなくなってるよ」


「ほう。そうなんだ。あ、じゃああれか。最近俺が『ライナをもっと働かせてあげなきゃ～ん[image: ]』しか考えられなくなってるのは、俺の脳みそがとろけ……」


「えい」


　ライナはまた、机にあった消しゴムを投げる。それをシオンはひょいっと受け止め、


「いや、物投げるのやめよーよ」


「次はナイフいきます」


「噓うそ～ん？」


「いや、俺はマジだぜ」


「あ、そのセリフちょっとツッパリっぽくない？」


「ってだから！　なんでなんでもツッパリの話になんだよ。なにしたいのか早く言えよ」


　その問いに、シオンはうなずいた。そして話し始める。


「いや、実はちょっとおもしろい話があってさ」


　が、それにライナは急に怯おびえた表情になった。


「あ、ちょっと待て。ちなみにそのおもしろい話ってのがもしまた新しい仕事の話に繫つながってくなら、俺聞かないぞ？　もうさすがに徹夜五日目から仕事押しつけられても、俺ってば普ふ通つうに泣くかんな？」


　しかしそれに、シオンはにこやかに笑って、


「いやいや、安心しろって。ただの雑談だよ。いま俺がやってた書類が一段落ついたから、ちょっと小休止しようと思ってさ」


「いや、俺ら五日徹夜してんのよ？　仕事一段落したら小休止じゃなくて帰宅にしようよ……」


　というライナの言葉は、


「で、息いき抜ぬきのおもしろい話ってのは街でたむろしてるツッパリの話なんだけど……」


「あ、やっぱ俺の言葉は無視されんのね」


「まあ聞けって」


「う～ん」


　と、いまいち納得できない顔をするライナの前で、シオンは続ける。


「そんなツッパリの中に、赤まむしのザブロっていう男がいるらしくてさ、そいつがとんでもなく強いらしいんだよ」


「ほう」


「どれくらい強いかっていうと、たった一人でいくつもの不良グループをたたきのめして、全員自分の部下にしちゃったくらい」


「ふむ」


「で、街ではもうやりたい放題。あげくに貴族の娘むすめまで誘ゆう拐かいしてさ」


「おっと、そりゃまじでけっこう気合いの入った不良だな……」


　それにライナは、少しだけ驚おどろいた。このローランドでは、シオンが王になったいまではだいぶ状じよう況きようが違ちがうが、少し前までは貴族の機嫌が悪いだけでも村一つぐらいあっさり住人皆みな殺ごろしにされちゃうような、最悪の国だったのだ。その名残なごりはいまでもあって、貴族に逆らおうとするような奴やつはそうそういない。そんな中、貴族の娘をさらう不良なんてのは、


「そいつ、馬鹿なの？」


「どうかな」


「んで、どうなったんだ？　もしかしてもう殺されたり……」


　が、シオンは首を振ふった。


「いや、殺されるどころか、誘拐されたその貴族の娘ってのがザブロに惚ほれちゃってさ」


「へ？」


「あ、ちなみにその誘拐された貴族の娘ってのは、スコールド伯はく爵しやくの娘で、スーム嬢じようって言うんだけどね……」


「いやいや、名前なんかはどうでもいいんだけど……なんか、ちょっとだけおもしろい話になってきたな」


「でしょ？」


「ふむ。で、どうなったのよ？」


「二人は駆かけ落おちした」


「ほ～。貴族の追手とかは？」


「もちろん追手はかかったけど、誰も追いつけなかった」


　それにまた、ライナは驚く。伯爵ともなれば私兵をかなりの数持っているのだが、その追手を振り切って逃にげ切ったとなると、ザブロってのは本当にすごい奴だったのかもしれない。


　ライナは聞いた。


「で、じゃあ二人は駆け落ちしたまま、いまは行方ゆくえ不明ってことか？」


　が、シオンはそれにも首を振る。


「それが二人は、あっさり自分たちで戻もどってきたんだよ。駆け落ちして五日目のこと。スーム嬢が泣きながらザブロを背負って病院にやってきたらしくて」


「んぁ？　病院？」


「それもザブロは意識不明の状態」


「意識不明……」


「スーム嬢の話によると、二人で国外へ出ようと準備していたときに、ザブロが突とつ然ぜん倒たおれたらしい。そしてずっと眠ったまま、目を覚まさない。だから彼を背負って、病院に連れてきたんだという。で、病院ですぐにザブロは検査されたんだが……魔ま法ほうかなにかで眠らされているらしいということがわかった。だがその魔法が……なんなのかがまったくわからない」


　その、言葉に、ライナは目を細めた。


「……禁きん呪じゆか……？」


　禁呪。


　それはあまりの危険さゆえに、使用を禁じられた魔法や呪のろいのことだ。たいていは解呪法が確立されてないために、使用すると使用した術者のみならず、その国自体を滅ほろぼしてしまう可能性まであるので、禁止されているのだが……


「で、どうなったんだよ？」


　ライナが聞くと、シオンは笑う。


「実はここからが、おもしろいとこでね」


「ってことは、ちゃんと話、解決してんだよな？」


「もちろん」


「俺がその禁呪の謎なぞを探るとか、そんなめんどくせぇ話にはなんねぇよな？」


「だから大だい丈じよう夫ぶだって。ほんの息抜きの小話なんだから」


　それにライナは安心して、聞いた。


「で、じゃあどうなったんだよ」


　するとシオンは楽しげに笑って、


「それがさ、街にもう一人、とんでもなく凶きよう暴ぼうなツッパリが現れてさ」


「ほう」


「で、またザブロと同じように、街の不良どもの頭カシラになったんだよ。で、なぜかまた、そのスーム嬢と恋こいに落ちた……」


「はぁ？　なんだそりゃ？」


「というかスーム嬢って子は、ザブロに誘拐されて以来、どうも不良が好きになっちゃったらしくてさ、不良チームの頭とばっかり付き合うようになってたんだ。なんか、チームの頭なら誰でもいいみたいな感じに」


「ええ～なんかそれ、それ……どうなの？」


「ははは。まあ、人の好みはそれぞれってことで」


「いやそういうことじゃなくてさ、ザブロは？　まだそのとき意識不明のままだったんだろ？」


　が、それにシオンは肩かたをすくめた。


「飽あきたんだってさ。だって目、覚まさないんだも～んって言ったらしい」


「うあ、ひど……なんか、なんかザ・貴族って感じだなぁ……」


「まあ、貴族の娘がみんなそんな子ってわけじゃないと思うけどね……でもそのスーム嬢は、ザブロの後、付き合った男付き合った男みんな、意識不明で目を覚まさなくなるんだけど、気にしない」


「うお、まじ？」


「まじ」


「いやなんかそれ、えーと、すごい大事件なんじゃねぇの？」


　シオンはうなずく。


「もちろんすごい事件だ。それも禁呪がからんでるかもしれない大事件。だけど困ったことに、スコールド伯爵がいろいろ手を回してもみ消してたんだ。だから俺も、ついこの間まで知らなかったんだけど……まぁでも、娘が付き合う男みんな呪のろいにかかって意識不明になるなんて話をもみ消したくなる親心も、わからないではないけれどねぇ……」


「いや、そんな簡単な問題じゃないだろこれ」


「まあね」


「それで、だからどうなったんだよ？　もうこれ、解決してんだろ？」


　するとシオンは再び話し始めた。


「それでその、さっきの話に戻るんだよ。何人かの不良チームの頭が意識不明になった後……街にもう一人、とんでもなく凶暴なツッパリが現れて、瞬またたく間まにチームの頭になって、スーム嬢と恋に落ちた」


「お、じゃあその新しいツッパリが、事件を解決したのか？」


　シオンは、うなずく。


「そうなんだ。ちなみにその事件を解決した凶暴なツッパリ君の名前は、エロまむしのライナ・リュー……」


「ってちょっと待てやコラぁあああああ!?」


　とライナが不良顔負けの怒ど声せいを上げたが、シオンは完全に無視で執しつ務む室の出入り口の扉を指さすとあっさり、


「じゃ、禁呪の謎を探りに、いってきて～」


「いやいってきて～じゃなくて！　なに言ってんのおまえ!?　仕事の話じゃないって言ったじゃん!?　ただの雑談だって言ったじゃん!?」


　するとシオンはそれに、にこにこと好青年な表情のまま、


「あはは。あれ信じてたの？　ばっかじゃ～ん」


「死ね!!」


　と叫さけんで、ライナは机にあったペンをとりあえず思いっきり投げたが、シオンはそれを予測していたのか、あっさり防いでしまう。机の引き出しからなにやらぶ厚い、巨きよ大だいな本を取り出して、飛んできたペンをはたき落とすと、


「んじゃ、まずはこれを読んでもらうわけだけど」


　その言葉に、ライナは本のタイトルを見る。


　表紙にはこう書かれていた。


『最新ツッパリ用語辞典』


「っていらねぇよンなもん！」


「え、そう？　意外と役に立つよ？　ほらこの三百二十ページ目にある『なにガンくれてんだよクラァ』とか叫びながら街歩いてればさ、街の不良どもが集まってきて、エロまむしのライナの名が上がっていくと……」


「誰だれがエロまむしだよ！」


「ん？　じゃあ糞くそまむし？」


「殺すぞおまえ！」


　するとシオンはひどく嬉うれしそうに笑ってから、言った。


「まあま、じゃ、そろそろいってよ。街で不良どもぶっ飛ばして部下にして、チームの頭になってスーム嬢を口説く……簡単だろ？」


「簡単じゃねぇえええええええええ!?」


「ま、三日以内に全部終わらせてよ」


「はぁああああ!?　三日!?　いや、だからなに言ってんのおまえ？　あの、あれだぞ？　三日でできるわけねぇだろおおおおおっていう突つっ込みの前に、俺もう五日徹てつ夜やしてんだぞおおおおっていう突っ込みが入るよ？　とにかく無理！　死ぬ！　やりたくない！　ってなわけで俺は帰ります。止めても無む駄だだからな！　じゃね！」


　ライナはそう言って、立ち上がった。そしてそのまま執務室を出ようとしたところで、シオンが言ってくる。


「あ、ツッパリ用語辞典忘れてるよ？」


「だぁからこの仕事は受けねぇって言っ」


　が、そのライナの言葉を遮さえぎって、シオンはさらに続ける。


「あ、ちなみにおまえの宿のさ、簞たん笥すの一番下に入ってた……」


　とそこで、


「お、おまえなんで俺のへそくりの場所知ってんだぁあああああああああああああ!?」


　ライナは悲鳴を上げた。


　しかしシオンは相変わらず嬉しそうに、


「じゃ、頑がん張ばってね～ツッパリ君」


　なんて言葉に、


「……………………」


　ライナはもう、あまりの絶望と怒いかりで、シオンをギロリとにらんだ。するとシオンはそれに、本当に嬉しそうに笑って、


「あ、ここだろ！　ここがあの言葉使うとこだろ！　えーと、なんだっけ。そうそう、なにガンくれてんだよクラァ!!　ってね[image: ]　あはは☆」


　殺す。


　そう思った。あとで絶対殺してやると、ライナは誓ちかった。


　しかしそんなライナの気持ちはまったく無視で、シオンが扉を指さして言ってくる。


「じゃ、いってきてーん」


「…………」


　それにライナは、シオンに殺すぞオラァとばかりのガンを飛ばしながら、部屋を出ていった。





　　　　◆





　場所は変わって。夜の街を、ライナは死人のような足取りでふらふら徘はい徊かいしていた。


「……ああもうなんなのアレ、あのシオンってのはなんであんなにもああなのアレ、アレだねアレ、なんかあいつと付き合ってたらいつかアレになるねアレに」


　と、もうあまりの眠ねむ気けにアレアレしか言えなくなってきていた。


「ってかやばいって～……俺ってばまじで死に……あふわぁ～ううう、あくび止まんねぇ～。おまけにだるいし、眠いし、吐はきそうだし、帰りたいし、シオン殺したいし、ツッパリの奴やつら意外に見つかんねぇしさぁ……」


　グチグチ言いながら、ライナは歩き続ける。


　ちなみに城を出てからもう二時間、街を大分流しているのだが、ツッパリの奴らとはまだ、一度も遭そう遇ぐうできていなかった。


　最初に心当たりのある、不良がたむろってそうな路地裏にいってみたのだが、今日はもう夜遅おそいせいか誰もいなくて、


「不良が早はや寝ねしてんじゃねぇよ！」


　と怒ど鳴なりながら次の路地裏へ。


　しかしその路地裏では、リーダーがまじめに就職するんだー!!　とか馬ば鹿かなこと言い出してチームが解散したとかで、


「不良が就職してんじゃねぇよ！」


　とか愚ぐ痴ちりながら今度は飲み屋へ。


　しかし今日は八百屋の息子むすこが結けつ婚こんしたとかでその二次会パーティが開かれてて、不良なんかいませんよって、


「大根ばっか売ってんじゃねぇよ！」


　ともう、ひどい眠気も相まって、ライナはだんだん機嫌が悪くなってきていた。


「あああああもう、なんなんだよこりゃなんでこんなに不良がいねぇんだよコラこっちはすげぇええ眠ぃんだよふざけんじゃねぇよさっさと出てこいよだいたい不良ってのは路地裏ちょっとのぞいたら馬鹿みてぇにウンコ座りしてるもんじゃねぇのかよなにが就職だよてめぇら人間のカスどもがよぶっ殺すぞオラぁ！　隠かくれてねぇで出てこいやぁコラァ！　不良どもがびびってんじゃねぇぞオラァ！　俺はもう動きたくねぇんだよゴラァ！　もう俺は一歩も動かねぇぞメリァ！」


　と、繁はん華か街がいのど真ん中で怒鳴りまくった。


　もう完全にキレていた。というか五日徹夜したら誰だってキレると思うのだ。理性の限界とかもう三日ぐらい前から突とつ破ぱしてるのだ。


　しかし、そのキレて不良たちを馬鹿にしたのが功を奏したのか、やっと繁華街の路地裏から数人の男たちが飛び出してきて。


「お、やった、ついにきやがったな！　とりあえず一匹死ねぇえええええええ！」


　と、ライナが男を一人ぶん殴なぐったのと、その横にいた男が口を開いたのが同時で。


「おいおい君、相当酔よってるようだなぁ。そんな大きな声でわめいたらみんなに迷めい惑わくだろう？　ちょっと保安官室まできてもら……」


「ってきたのそっちかよおおおお！」


　と、ライナが叫んだときにはもう遅かった。


　ライナの拳こぶしをくらって宙を舞まい、そのまま地面を転がって、動かなくなる保安官。


　保安官！


「…………」


　ライナはそれをぼんやりと見つめてから、急になにかに納得するようにうなずいて、


「あの、うん。じゃ、そういうことで……」


　そのまま、こそこそ逃にげようとしたところで、


「な、なにをするんだ君はぁああああ!?」


「た、逮たい捕ほだ逮捕ぉおおお！」


「ってやっぱそうなるよねぇええええ!?」


　慌あわててライナは走りだした。


「待てコラぁああああああ！」


「事件だ！　事件発生!!　応おう援えんを呼べぇ！」


　と追いかけてくる保安官たちを振ふり切るように、ライナは走る。全力で走る。


　しかし徹夜五日目の全力疾しつ走そうは、


「ああもう内臓が飛び出しそ……あれ、ほんと吐きそ……吐き…………ゲロロロロロ!?」


「えええ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶか君ぃいいいい!?」


「だめなんです……もう僕だめなんです」


　そしてライナは、あっさり逮捕された……





　　　　◆





　その、さらに一時間後。なんとか誤解を解いて、さらにここらへんでは有名な夜よ弧こ死し魔ま団なんていうふざけた名前の奴らがいる場所も教えてもらって……


「長ぇ……不良に出会うまでからして長ぇ……俺寝ねてねぇのに、どんだけ仕事させりゃ気がすむんだよあの馬鹿シオンは……」


　彼は、さっきよりもさらに虚きよ脱だつした、疲つかれ切った足取りで夜の街をふらふら歩いていた。


　意外と優やさしかった保安官たちの話によると、確かこの辺の路地裏に夜弧死魔団のアジトがあるはずなのだが……


「これでもし誰もいなかったり、リーダーが就職してたり、息子が大根売ってたりしたら、俺もう泣くよ？　泣いちゃうよ？」


　とか言いながら、歩いていく。


　そして教えてもらった場所につく。薄うす暗ぐらい路地裏。そこをひょいっとのぞくと、


「…………」


　数人の男たちがいた。僕ら不良ですと言わんばかりの顔つき悪いヤツらが、うんこ座りをしていた。ライナはそれを見た瞬しゆん間かん、


「いたぁああああ見つけたぁああああ!?」


　ここまで大分苦労したので、思わずそんな歓かん喜きの声を上げてしまった。もちろん、そんな喜びは不良たちには伝わらないが……


　不良たちはギロリとこちらを見上げると、一人が立ち上がってライナに近づいてくる。


　ライナよりは背の低い不良の一人が、顔をぐにゃりと歪ゆがめながら彼を見上げ、


「[image: ]っ!?　テメ、なんだよ、[image: ]っ!?　ここがどこだかわかってんのか、[image: ]っ!?　てめぇみてぇなぼっちゃんがくるところじゃねぇんだよっ!!　[image: ]っ!?　[image: ]っ!?」


　なんて、とんでもなく迫はく力りよくたっぷりの、間ま違ちがいなく不良な口調で言ってくるので、ライナは震ふるえた。ぶるぶる震えた。ああもうやっと話が進むよ～という、歓喜に……


　すると不良が言ってくる。


「うひひ！　おまえ、震えてんの？　俺様にびびりこいてんのかよあああ～ん？　だっさ。まじだっさ。そんなあっさりびびんなら、さっさと帰ってママのおっぱいでもしゃぶってろっての」


　なんて、シオンがさっき言ってたのと同じようなセリフに、ライナはさらに嬉うれしくなる。


　それに不良が、


「おいおい、びびってないで、なんか言えよおら」


「…………」


　だがライナはにこにこ笑ってるだけで、何も言わない。


　すると不良の顔がますます歪んで、


「なにへらへらしてんだよっ！　なんか言えっつってんだから、早く喋しやべ……」


　とそこで、ライナの拳こぶしが不良の顔面にめり込んだ。


「ぎゃぁあああああああああああああ!?」


　という悲鳴とともに、不良がぶっ飛び、壁かべにぶつかって地面に落ちる。そしてそのまま気絶。それを見て、他の不良たちが驚おどろいた顔で言ってくる。


「て、てめぇいきなりなにしやが……」


「えい」


「ぎゃぁあああああああああああ!?」


　二人目昏こん倒とう。


　そして三人目が、


「ってちょっと待ってぇえええ！　ちょっと待てっておまえ！　て、てめぇここがどこだかわかってんのか！　ここらじゃ誰だれも手出しできない最大チーム、夜弧死魔団の縄なわ張ばりだと知っ……」


「えい」


「うぎゃぁあああああああああああ！」


　三人目も死亡。


　それを見た残りの不良たちが、


「やべぇええええええなんだこいつなんだこいつ、話がまるで通じねぇええええ!?」


「通とおり魔まか!?　通り魔なのか!?」


「いや違ー、こいつの目、よく見てみろ!?　この、半分夢の中にいるようなぼやけた目……こいつ、薬でラリってんだ」


「ら、ラリ男かよ!?」


「ああ、間違いねぇ……何日も寝てねぇような目の下のクマが証しよう拠こだ……くそ、やべーよ、薬やってんようなやべー奴、俺らじゃどうしようも……」


　が、そこでさらに、


「話長ーよ」


「ぎゃぁああああああああああああ!?」


　ライナに殴られて、また不良が吹ふっ飛ぶ。


　それに残りの不良たちが恐きよう怖ふの表情を浮うかべ、


「仲間だ！　仲間を集めろ!?　俺たちじゃどうにもなんねぇ!?」


　と、路地裏の奥へと一目散に逃げていく。


　それをライナはぼんやり見つめてから、


「……あ、また吐きそうになってきた……ああもう、早く寝たいなぁ……」


　胸をさすりさすり、路地裏へと入ってく。


　すると早くも仲間を集めたのか、何人もの不良が襲おそいかかってきて。


　しかしライナはそれに、


「ううう……胸焼けがするんだ……」


　ちょっと悲ひ愴そうな顔つきで、ふらふら進んでいく。それに不良の一人が、


「なめんじゃねぇえええええええ」


　と放ってきた拳をふわっとよける。その手をつかむ。ひねる。投げる。そしてその横にいた不良にぶつける。


「ぎゃぁあああああああああ!?」


　それだけで四人ぐらい同時に吹っ飛ぶ。


　さらに、


「し、死ねぇええええええええ！」


　とナイフを突つき出してきた不良の股こ間かんを蹴ける。ナイフを取り上げる。腕うでをひねる。投げる。そしてその後ろにいた不良にぶつける。


「ぎゃぁあああああああああ!?」


　やっぱり三人ぐらい吹っ飛ぶ。


　それに。


「な、なんだこいつ、なんなんだこいつはぁあああああああああああ!?」


　と叫さけんだ奴やつの腕をつかむ。ひねる。投げる。


「ぐぎゃぁあああやべっぇええええ、ば、ば、バケモンだ！　バケモンがきた!?」


　と叫んだ奴の腕を、以下略……


　そして次々襲いかかってくる不良たちを、千切っては投げ、千切っては投げしながら進んでいく。さっきまで鬼おにの形相だった不良たちの顔が、どんどん泣きそうに歪んでいく。


　当然だろう。三十人からいた不良たちが、たった一人の眠ねむそうな男にボコボコにされていくのだ。そしてやがて、ライナが路地裏を四十歩ほど進んだときにはもう、残っている不良は六人ぐらいしかいなかった。


　それに不良たちは恐怖に震えながら、言った。


「て、手がつけらんねぇぞおい……」


「なんなんだこのバケモノは……」


「ど、どうする。これじゃチーム壊かい滅めつだぞ……ここは、謝あやまって逃げるか？」


「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　天下の夜弧死魔団がたった一人にボコボコにされて謝ったなんて知れたら、明日から街歩けねぇぞ」


「じゃ、じゃあどうすんだよ」


　という会話に、ライナは口をはさんだ。


「いや謝っても許さねぇよ。てめぇら俺にガンくれたんだからよぉ。ま、てめぇらが俺の部下になるってんなら話は別だがね」


　と、これで、ここでの仕事は終わりのはずだった。さすがにこいつらはこっから抵てい抗こうしてきたりはしないだろうし、こんだけ強さの差を見せつければ、部下になれっていう命令も聞いてくれるだろう。あとは不良好きのスーム嬢じようを探して、口説いて、で、なんか意識不明になるかもしれない禁きん呪じゆの謎なぞを探っ…………ってなんか、先は長ぇなぁおい……と、頭の中でこれからの計画を考えて、独りげんなりした。ま、悩なやんでも仕方がないけど……


　彼は顔を上げて、言った。


「ま、好きなほうを選べよ。ここで死ぬか、俺の部下になるか。どっちだ？」


　すると思った通り、不良たちは怯おびえたような顔になってこちらを見つめ……


　たりはせず、不良の一人が言った。


「ば、馬鹿が……誰がてめぇなんかの部下になるかよ」


「え？」


　さらにもう一人も、


「まだこっちにゃ、頭カシラがいるんだ……頭カシラにかかりゃ、てめぇくらいのシャバ僧ぞうは、一発でぶっ殺されちまうよ」


　なんてことを威い勢せいよく言ってくる。


　もう、自信満々の表情。よっぽど頭カシラの強さに自信があるんだろう。


　だがそれに、ライナはあっさり、


「じゃ、そいつ早く呼べよ」


　やはりまるで緊きん張ちよう感かんのない声こわ音ねで言った。


　いや、緊張なんかするはずがなかった。そこらの不良の頭ぐらいが、彼にかなうはずがないのだ。


　かつては『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』とまで呼ばれた彼に……


　だがそんなことを知らない不良たちは、笑う。


「後こう悔かいしても知らねぇからな！」


「はいはい」


「頭カシラにぼこぼこにされちまえ！」


「……ああもういいから、早く呼べって」


　うんざりした声音でライナが言うと、不良がうなずいて、


「よ、よし、じゃあピール、おまえ呼んでこい」


　一番弱そうな男に言った。するとそいつがなぜか、急に怯えた顔になって、


「え!?　そ、そりゃないですよ先せん輩ぱい!?　頭はいま、あの貴族の娘むすめとお楽しみ中でしょう!?　じゃ、邪じや魔ましたら俺、命ないっすよ」


　その、言葉に、


「おっと？」


　ライナは反応した。いま、こいつら貴族の娘って言ったか？　それってあれだろ？　スーム嬢とかいうあれだろ？　ここにそいつがいるのか？　え、噓うそ、こりゃ俺ってば、ちょっとツイてきたんじゃねぇの？　ここでこいつらの頭カシラ簡単にぶっ飛ばして、スーム嬢を俺に惚ほれさせりゃ、話が一気に進んで……そしたらそしたらもしかして、シオンは三日でなんとかしてこいとか言ったけど、今日だけで終わっちゃえばあと二日休日!?　ってことは二日寝ね放ほう題だい!?　まじで!?　うわ、うわなんか、なんか俄が然ぜんやる気でてきたぞ!!


　と、急に元気になったライナは顔を上げ、拳こぶしを振ふり上げ、


「お──し、さくっと終わらせて一秒でも多く寝るぞ！　そうとなったら気合い入れててめぇらの頭とやらをぶっ飛ばしちゃおうかなぁ！」


　なんて言ったときにもまだ、不良たちは、


「いいから早く頭呼んでこいよ！」


「む、無理っすよ！　先輩一いつ緒しよにいってくださいよ!?」


「お、俺は無理だよ！　死にたくねぇよ！」


「俺も死にたくねぇっすよ！」


「じゃ、じゃあバム、おまえいけよ」


「はぁああああ？　なんで俺がいくんだよ！　俺だってやだよ！」


「じゃあどうすんだよ！　このバケモンに謝るってのかよ!?」


「お、俺、頭に殺されるぐらいなら、ここで謝りたいな……」


「俺も」


「俺も」


「えええ、じゃ、じゃあ、俺も……」


「みんなで謝るか!?」


『おう！』


　そして不良たちは一いつ斉せいにこちらに土下座して、


『あの、この度たびはどうもすみま……』


「ってどういう展開だぁあああああああ!?」


『ぎゃぁあああああああああああ!?』


　ライナは怒ど鳴なって不良たちを蹴け散ちらした。


「いいから早く呼んでこいよ！　全員で！　じゃなきゃここで殺す！　すぐ殺す!!」


『で、でも』


「でもじゃねぇ早くいけぇえええええ！」


『はいぃいいいいいいい』


　それでやっと、不良たちは頭を呼びに奥の、建物の裏口へと入っていった。それを確認してから、


「ったくなんなんだよあいつら。なんの恨うらみがあって俺の睡すい眠みん時間を削けずろうとしてんだよ」


　ライナはぼやくように言う。


　だが、あの不良たちの怯えようからすると、本当に頭とか言うのはそこそこの奴なのかもしれない。


「いったい、どんな奴がくんのかねぇ……」


　と、彼が呟つぶやいた、そのとき。


『ぎゃぁあああああああああああああ』


　頭を呼びに言った不良たちが悲鳴を上げて、建物裏口から吹っ飛んできた。


　そのまま地面を転がる。六人が全員ぶっ飛ばされていて。


　それにライナは笑みを浮かべ、


「おーおー、ずいぶん乱暴な頭だなぁ……そんなんじゃ部下に嫌きらわれるぜ？」


　そして裏口を見た。まだ、陰かげになっていて姿は見えないが、いるのはわかった。だからそいつに向かって、


「ま、おまえが頭の時代は今日で終わりだけどな。俺にさくっとやられて、おまえは俺の下僕だよ」


「…………」


　しかしやはりそいつは答えない。ただ、気配は近づいてきてる。かなり強い殺気。本当にけっこうやるようだ。まあ、それでも俺と戦えるレベルじゃないけれど……


　ライナは手招きして言った。


「ああ、もういいからもったいぶらねぇで出てこいよ。俺がぶっ飛ばして……」


　が、そこで。


「…………」


　彼の言葉は、止まってしまう。ゆっくりと建物から出てきた頭の姿。そいつが。


「…………あ」


　そいつが、ライナの想像を遥はるかに超こえたバケモノだったから。


　やばい……そう言おうとして、しかし、言葉にならなかった。


　やばい……殺される……


　ライナは震ふるえながら、目の前のバケモノを見つめた。そいつは不良の中の不良のような目つきの悪さに、異様に巨きよ大だいな筋肉を持った男──ではなく、女だった。


　異常なまでの美しさを持った女。


　輝かがやく長い金色の髪かみに、切れ長の澄すんだ青い瞳ひとみ。華きや奢しやな体に、腰こしにはその細い腕うででは到とう底てい扱あつかえそうにない長ちよう剣けん。


　そこにいたのは、フェリス・エリスだった。


　ライナの相棒にして、徹てつ夜や五日目とかには絶対にかかわりたくない、だんご大好き迷めい惑わく暴走スーパーバイオレンス娘。


　その、バイオレンス娘が綺き麗れいな顔で言ってくる。


「ふむ。で、誰だれが誰の下僕になるって？」


　それにライナは慌あわてて、


「えと、あー、僕が君のかな？」


「ほう。で、誰が誰にぶっ飛ばされると？」


「そ、それはあの……お、俺がシオンの馬鹿ぶっ飛ばしてぇえええと思ってるっていうか、なんというか……あの、おまえが頭って知らなかったんだよ……許してくんない？」


「ふむ。まあ、知らなかったのなら仕方ないな。許してやろう」


「って言いながらなんで剣抜ぬくの!?」


「あは[image: ]　だって寝てたとこ起こされたんだも～ん[image: ]」


　その、[image: ]ともに、彼女の華奢な体から、信じられないほど強大な殺意が溢あふれ出して、


「ちょっと待ってぇえええええええ!?　いや、わかった！　俺が悪かったから！　なんかで埋うめ合わせするから許して!?」


　するとフェリスは剣を鞘さやに納め、


「では、だんごを五人前で手を打とう」


「そ、そんなんでいいんならいくらでもおごるよ」


「お、本当か！」


「まじまじ」


「よし！　じゃあ明日から二日間、ちょっと遠くていけなかっただんご屋五軒をめぐる旅にでるぞ！」


「って俺の休日がもう潰つぶれたぁあああ!?」


　ライナはあまりの絶望に、その場に倒たおれ込みそうになる。だがフェリスはそんなの無視で、わくわく顔で言う。


「そうとなったら早く寝よう。出発は朝四時だ。いまから寝てももう二時間しかないぞ」


「は？　二時間？　いやちょ、待って待って。そんなスケジュールじゃマジ俺もたな……」


「さあ寝よう！　明日は忙いそがしくなるぞー!!」


「だから待っ……」


　が、その言葉を遮さえぎって、フェリスとは別の、背の低い女が建物から駆かけ出してきて、


「う、浮うわ気きものおおおおおおおおおお!?」


「って今度はなんなんだよ……」


　ライナはそちらを見る。


　するとそこには高そうなドレスを着込んだ若い女がいた。その女がぶるぶる震えながら、


「なんなのなんなの私というものがありながらその寝ぼけ男とだんごデートにいくってどういうことなのフェリス様！　許せない……絶対に許せないぃいいい!!」


　なんてことを叫さけぶ。


　それにライナは、聞いた。


「……誰これ？」


　するとフェリスは首をかしげ、


「知らん。最近勝手についてくるのだ」


　そして最後に女が、


「し、知らんってどういうことよ！　スームよ！　スコールド伯はく爵しやくの娘、スーム・スコールド!!　何度名乗ったら覚えてくれるんですかぁあああああああああ!!」


　その、瞬しゆん間かん。


「……あ」


　と、ライナは言った。それから手をぽんっと打って、


「あーあー、そういや、俺がここにきた目的、それだった……地じ獄ごくのだんご屋めぐりに絶望しすぎて、すっかり忘れてた……」


　するとフェリスがこちらをにらんで、


「ん？　何に絶望したって？」


「いやいや、なんでもありませ～ん……」


　ライナは慌ててそう言ってから、深いため息をついた。


　そうなのだ。禁呪だ。まだこっから、禁呪の謎なぞを解明しなきゃいけないのだ。眠ねむいのに。死にそうなほど眠いのに!?


　ああもうめんどくせぇなぁと泣きそうになりながら、彼は再び仕事を再開した。


「んじゃ、あ～、フェリス」


「ん？」


「ちょっと質問があるんだけど」


「なんだ？」


「おまえさ、なんでここにいんの？　シオンの命令できたとか？」


　が、彼女はそれにキョトンとした顔になり、


「ん？　違ちがうぞ？　不良ややくざどもを殴なぐって、金を貢みつがせるのは私の趣しゆ味みだ」


「ってじゃあここにいるのはたまたまかよ！」


　しかし彼女は不思議そうに首をかしげ、


「いや、半年前からずっとこのチームは私の金づるの一つだが……それになにか問題があるのか？」


　とかあっさりひどいことを言うので、


「いや、ないけど……」


　ライナはもう、質問するのをやめた。


　しかし話からすると、彼女は今回の禁呪の事件のことはまるで知らないようだった。


　ってことは調査対象はスーム嬢一人なわけなのだが、しかしこれ、どう調査するよ。当初の計画では、チームを乗っ取って頭になれば、自然と頭好きのスーム嬢が近寄ってきて口説くのに成功。適当に付き合ってるうちになんか禁呪の情報を漏もらしてくれるかな～なんていうのが計画だったのだが。


「…………」


　ライナはスーム嬢を見る。


　すると彼女はさっきからどういうわけか、怒いかりの形相でライナとフェリスを交こう互ごに見ながらずーっとなにかぶつぶつ言っている。それに耳をすますと、


「なによなによなんで私を無視するのよ二人ばっかり仲良くして許さないわよ浮気は絶対許さないわよ私は浮気は許さない女で有名なんだから浮気したら殺してやるんだからすぐ殺してやるんだから殺してやる殺してやる殺して私も一いつ緒しよに死んでやる死んじまえてめぇら全員死んじまえうひ、うひひ、うひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ」


　ってすげぇ怖こわいから……


　ライナは嫌いやそうに、心の中で呟いた。


　おまけにスーム嬢の顔も最初よりどんどん暗く歪ゆがんでいて、もう、表情からしてなんか、禁じられた呪のろいにかかってそうだった。


　こんな女を口説いて、禁呪の謎を探れっての？　いやいやいや、そりゃ無理でしょ？　これはないでしょ？　やっぱ今回はへそくりあきらめてさっさと寝ね……


　が、そこで。


「うひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ」


　なんて笑い続けているスーム嬢の全身が突とつ如じよ、黒く光り始める。それに、


「……へ!?　え？　ってもしかして、顔だけじゃなくてほんとに禁呪発動してたの？」


　というライナの問いに、スーム嬢は、


「殺してやる！　殺してやる！　私を裏切る奴やつはみんな殺してやる！　ザブロもドルもゲップラーもフェリスもみんな私を馬ば鹿かにしやがって……死ね、みんな死ねぇええええ！」


　瞬間、彼女は口からどす黒い、あきらかに呪われてますよといわんばかりの煙けむりを吐はき出してきた。


　それにライナは慌てて、


「やっぱ禁呪だぁあああああああああ!?　ってなんだよ！　なんかすげぇ引っ張っといて、いきなりクライマックスかよ！　心の準備できてねぇよ！　えっと、この謎解けばいいの？　そしたら今回の仕事終わんの？」


　ライナが言うと、スーム嬢から逃にげるようにこちらへやってきたフェリスが聞いてくる。


「いったいなんだあれは」


「えと、たぶん禁呪」


「ふむ。それで、おまえ解呪できるか？」


「どうかな」


「ま、とにかくさっさとあの不気味な女を退治しろ。あまり時間はないぞ。あと一時間もすれば、楽しいだんご屋めぐりに出発だ」


「って睡すい眠みん時間がさらに一時間減ってるぅうううううううううううう!?」


　と叫びながらも、ライナは一度目を閉じる。そして開く。すると彼の黒い瞳の中央に朱しゆの五方星が浮うかぶ。『複写眼アルフア・ステイグマ』と呼ばれる、特とく殊しゆな瞳だ。その瞳は、一目見ただけですべての魔ま法ほうの構造を読み取ってしまう。その、『複写眼アルフア・ステイグマ』で彼は、禁呪を見た。


　しかし見た瞬間。


「うあ……」


　彼は小さくうめいて、動けなくなった。


　それほど、目の前に展開された禁呪は恐おそろしいものだった。


　異常なまでに強力な魔法。


　一度あの黒い煙をくらってしまうと、強きよう烈れつな睡すい魔まに襲おそわれ、魔法が解けるまで二度と、目を覚ますことはない。そして魔法を解く方法は…………ライナの見立てではおそらく、城中の魔導学者が全力で研究すれば半月ぐらいでなんとか見つかるくらいの難しさ。


　だからあの魔法にかかってしまえば、半月は寝っぱなしになってしまうのだ。


　ああ、なんて恐ろしいんだろう。


　ライナは震ふるえた。


　寝たくないのに寝なきゃいけないだなんてもう、なんて恐ろしい魔法なんだろう。


　ライナは震えた。


　そう。あの煙をくらってしまえば、シオンに仕事させられないし、フェリスとだんご屋めぐりもしなくてすむのだ。


　あ～もう、なんて素晴らし……じゃなくて、恐ろしい魔法なんだろなぁ[image: ]


　とそこで、スーム嬢が叫んだ。


「死ねぇえええええええええええええ！」


　そしてあの恐ろしい、黒い煙がフェリスのほうへと襲いかかってきて。


　しかしそんな緊きん迫ぱくの瞬間に、ライナは、


「あぶな～いふぇり～～～す」


　なんて妙みように嬉うれしそうな声を上げて、フェリスを押しのけた。


　それに彼女は驚おどろいて、


「な、なにを……」


　が、そこで、ライナは煙に包まれる。するとすぐに強烈な眠ねむ気けが襲ってきて……


　がくっと膝ひざをつく。


　それを見たフェリスが、


「ら、ライナぁあっ!?」


　悲鳴のような、そんな声を上げたような気がしたが、そちらを見ることはできなかった。


　というか、もうそんなのどうでもよかった。


　ただ眠くて、幸せで。


「き、貴様、ライナになにをしたぁああ!?」


　もうやっと寝れるよ～死ぬかと思ったよ～ってあら、段々意識が朦もう朧ろうと……


「起きろライナ！　目を覚ましてくれ！」


　とフェリスが必死に顔をばんばん叩たたいてくるが、無理無理。この魔法そういう魔法じゃないから……あ、だめだ……もうだめだ。寝ちゃう。おやすみ。じゃ、半月後にね。その間は絶対起こさないでね。では、おやす……ぐ～。
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　そして彼は完全に意識を失った。


　そしてもう、半月は目を覚まさない……はずだったのだが、


「起きろライナぁあああああああああ!!」


　ありえないことが起こった。突如とんでもない激痛が顔に走って、


「ぎゃぁあああああああああああ!?」


　ライナは、目を覚ましてしまう。


　するとさらに顔面を剣けんでぶん殴ろうとしていたフェリスがそれに気付いて、


「おお！　起きたかライナ！」


「って起きたかじゃねぇえええええええ!!　おまえなにで叩いてんだよ！」


　その質問に、彼女は振ふり上げていた剣を見て、


「うむ？　これか？　これは剣だ」


「あっさり言うんじゃねぇえええ!?　ってやば、吐きそ、頭殴られ過ぎて吐はき……うわ、顔中血だらけじゃねぇかぁああああああ!!」


　信じられなかった。あまりに信じられなかった。こいつ……こいついったいなにやってくれちゃってるの？　っていうか、


「だいたいこれ、そういう魔法じゃねぇんだぞ!?　魔法解かなきゃ俺絶対起きないはずなんだぞ!?　なのになんで俺起きてんの!?」


　するとなぜか、フェリスは勝ち誇ほこった顔で、


「うむ。私の愛の勝利だな」


「そんな愛やだぁあああああああ！」


　ライナは悲鳴を上げた。それから起き上がる。すると腕うでや足や胴どう、全部が痛くて、顔以外も殴られていたらしいことに気付いて、


「よ、よく俺、死ななかったな……」


　彼は今度こそ恐きよう怖ふに震えた。


　さらにフェリスの背後には、スーム嬢もぼこぼこにされて倒たおれていて……


　どうやらこれで、今回の事件は解決のようだった。禁呪はちゃんと魔導学者が時間をかけて研究すれば解呪できるだろうし、禁呪を使った犯人もなんかボコボコにされてるし。


　っていうか、フェリスが剣振ふり回せばすぐ解決だったんじゃないの、これ……


　なんてことも思ったが、まあ、それもいいだろう。とりあえず解決したのだ。


　じゃ、もう休み？　帰って寝ていいのかな？　っていうか家に帰るっていうよりこれ、病院に入院のような気がするんだけど……


　ライナは全身の痛みにひぃひぃ言いながら立ち上がった。そして。


「んじゃ俺、帰……」


　が、そう言いかけた彼の横で、


「じゃ、そろそろだんご屋めぐりにレッツゴー！」


　と嬉しそうにフェリスが拳こぶしを振り上げて。


　ライナはそれに、


「…………」


「ん？　どうした？」


　それに。


「………………」


　もう、言葉もなかった。





　　　　◆





　その、二日後のこと。


　全身あざだらけ。死体のようになって帰ってきたライナを見て、シオンが驚いて言った。


「き、禁呪にやられたのか!?」


「いや剣に」


「……剣？」


「剣」


「あ、そう……じゃあいいや」


「いやよくないだろ？」


「でもいつものことじゃん」


「………………え？　ああ……まあね」


　ライナは、深いため息をついた。




（あうとろー・ぶるーす：おわり）












　ドージョー・ぶれいかー










　たまに、美女に自分から会いにいきたくなることがある。


　といってもそんなことは滅めつ多たにはないのだが。


「……はぁ、いい天気だなぁ」


　ライナ・リュートは雲一つない空を見上げて、そう言った。寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、万年寝ねぼすけな緩ゆるんだ瞳ひとみ。猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀くをぐいっと伸のばしてから、むーっと両手を上げる。


「はふ。今日はよく寝たし、王の馬ば鹿かも七日前から出張中で仕事押しつけてこないし。なんか、妙みように今日は気分いいなぁ」


　そんな時。そんなすごく体調のいい日が二か月に一度くらいはあって。そんな日は、あいつに会いにいってもいいかなぁなんて、奇き特とくな気分になることがあるのだ。


　あの迷惑暴走だんご娘むすめに。関かかわるだけで振ふり回されて、傍若無人にだんごを食べまくり、最後には剣けんを振りまわして襲おそいかかってくるような恐怖美女に、


「……ま、やることもないし、今日はフェリスの顔でも見にいってみようかね」


　なんて自分から地じ獄ごくへ向かうような奇特なことを、ライナは思ってしまった。


　今日はやはり、妙に体調がいいようだ。


　彼はいつもよりは元気な足取りで──といっても一いつ般ぱん人じんよりは遥はるかに怠たい惰だな表情で、フェリスの実家へと足を向けた。


　彼女──フェリス・エリスの家は、一般人では立ち入れない、貴族たちが住まう区画の、さらに一番奥にあった。


　エリス家。ローランド帝てい国こくの大貴族。代々、この国の王にのみ仕え、それを護衛する、剣の一族と呼ばれる者たち。


　そこが、フェリスの実家だった。


　ライナはエリス家の門の前に到とう着ちやくすると、その、門のあまりの巨きよ大だいさに、


「……しっかし、いつ見てもこれは、でかすぎだろって突つっ込みたくなるなぁ」


　と言った。鉄と木で組み合わされただけのその無む味み乾かん燥そうな巨大な門はなぜかいつも、異様な雰ふん囲い気きを放っている。他の貴族の住まいと比べれば全然質素なのだが、妙に殺さつ伐ばつとしているというか、殺気立っているというか、前に立つ者を怯おびえさせるようななにかがある。


　まあ、それはここに、


「……バケモンが住んでるからってのもあるだろうけど……」


　ライナは、呟つぶやく。


　そう。この中には、化物が住んでいるのだ。


　それはもちろん、フェリスのことじゃない。フェリスはフェリスで、異常なまでに速く、鋭するどい剣を遣つかうのだが、そんなレベルじゃない、とんでもない化物がここには住んでいる。


　姿が消えたり現れたりする、もう、完全に妖よう怪かいじみた強さを発揮する、フェリスの兄、ルシル・エリスが。


　だがそのルシルは今日ここにはいないはずだった。なぜならルシルは、エリス家の当主だから。エリス家の当主は代々、ローランド王を陰かげから守る。そしてそのローランド王シオン・アスタールが地方へ出張中なのだ。当然ルシルもシオンについてどっかにいってるわけで、ここにはいない……はずなのだが。


　いや、あいつのことだから、ここにもいるけど、あっちにもいる、みたいなありえないことも起きそうだけど。


「……あ、なんか、なんも考えないで遊びにきたけど、やっぱちょっと俺ってば、帰りたくなって……」


　と、そう言いかけたところで、突とつ然ぜん。


「…………」


　殺気を感じた。背後に。


　続いて首筋に、鋭い刃は物ものが迫せまってきて、ライナはとっさに、


「んぁ？」


　体を沈しずめ、身をひねるようにしてその場を退いた。そして振り返る。


　すると目の前に、一人の男が立っていた。筋骨隆りゆう々りゆうとした鍛きたえ込まれた体に、迫はく力りよくのあるひげ面づら。スラリと抜ぬき放はなった長い曲刀をこちらへ向けてきている。


　それをライナはにらみつけると、


「おっまえ、いきなりなにすんのよ？」


　当然の質問をした。


　するとひげ面が言う。


「……ふむ。いまの一刀、よくぞよけた。さすがかの有名な、エリス家剣術道場の門弟と言うべきか……だが、いまのは手加減した一いち撃げき。次はそううまくはいかぬぞ」


　言って、剣を大きく振りかぶった。いわゆる上段というやつだ。


　その剣をライナは呆ぼう然ぜんと見上げ、それから首をかしげて、言った。


「はぁ？　おまえ、なに言ってんの？　誰だれがエリス道場の門弟だって？　俺は別にここの道場になんて通ってないぞ？」


　するとひげ面が剣を構えたまま、こちらをにらみつけて言ってくる。


「……ふっ。そんな戯たわ言ごとには騙だまされんぞ。おまえは間ま違ちがいなくエリス道場の門弟だ」


「だから違ちげぇって」


「違わん」


「違う」


「違わん！」


「もうしつけぇな。ぶっ殺すぞてめぇ」


　ライナが言うと、ひげ面はしてやったりという顔になり、


「望むところだ。いざ尋じん常じように、勝負!!」


　一気にこちらに突とつ進しんを始める。


　それにライナは、


「え？　あ、えと、そうじゃなくてね！　いまのぶっ殺すぞはそういう意味じゃな……」


　が、剣は唸うなりを上げながら振り下ろされ、


「うわお」


　ライナはそれを、紙一重でかわした。


　しかしひげ面の剣はさらに切り返して、横よこ薙なぎにライナを襲う。


「……まずい、けっこう速ぇ……」


　とっさに彼は後方に宙返りしてその剣をよけ、さらに襲いかかってこようとする男に、


「だからちょっと待ってって！　まじであんた勘かん違ちがい……」


　が、ひげ面は首を振り、


「聞く耳持たぁん！」


「いや持てよ！」


「問答無用!!」


　今度は突きがくる。ライナはその、突きの間合いを見み極きわめて、大きく一歩下がる。下がりながら、考える。どうする？　これどうする？　ぶん殴なぐって止めるか？　でもこういう『問答無用！』とか叫さけぶような馬鹿そうな奴やつ殴るとあとあと尾つけまわされたりして、めんどくさそうじゃね？　となるとやっぱちゃんと誤解解かなきゃいけないわけで。でもこいつ、全然話聞いてくんないぞ？　なら、どうする？　と、ライナはすごい勢いで剣を繰くり出しまくってくるひげ面を見て、言った。


「あ！　あ！　ちょいたんま！　あの、すげぇ儲もうけ話があるんだけど聞いてみない？」


　が、それにひげ面は、


「そんな手に、ひっかかるかぁ！」


　ってね。当たり前だよね。自分で言って、すぐ馬鹿なこと言ったなぁって後こう悔かいしたよまじで。なら、どうする？　なんかいい案が……とそこで、彼は手をぽんっと一つたたくと、


「お、おいひげ面！　おまえの流派は、丸まる腰ごしの相手を殺して勝ったと言うつもりかぁ!!　とか、どうよ？」


　そんなことを、叫んでみた。


　その瞬しゆん間かん。ひげ面に衝しよう撃げきの表情が浮うかぶ。手がぶるぶる震ふるえ始める。そして、


「……し、しまった……」


　そう呟くと、剣をぽとりと取り落としてしまって。


「おお！　やった！　効果抜ばつ群ぐんじゃん！」


　ライナは小さくガッツポーズして、言う。


　するとひげ面がショックの顔のままで、


「おまえの言うとおりだ。エリス家の名があまりに大きかったために緊きん張ちようして、おまえが剣を持っているかどうかすら確認していなかった。わ、わしは卑ひ怯きよう者だ!!」


「そうだぞ！　卑怯者だぞ！　まったく！　卑怯者は卑怯で嫌いやだね！」


「卑怯者は去るのみ。腹を切らせてもらう」


「へ？　え？　あの、ちょっと待って？　なんでそんなめんどくせぇ展開に……」


　が、そのライナの言葉は無視されて、ひげ面は地面に座り込み、懐ふところからナイフを出すと、


「では腹を切らせてもらう。ところでエリス家の門弟どの。腹を切ったあと、わしの首の……介かい錯しやくを頼たのめるだろうか？」


「いや頼めるわけねぇだろ！」


　ライナが叫ぶとひげ面は悲しげな顔になる。


「そ、そうだな。卑怯者が名めい誉よの腹切りなど、おこがましいか……。よかろう。ならばわしの両手両足を馬にくくりつけ、引き裂さきの刑けいに処してくれい！」


　と、両手両足を大きく開いて、ばたんと倒たおれ込んでしまったひげ面。


　それをライナは見下ろし、思った。


　うわなにこのめんどくせぇええええ奴やつ！　やばいって！　こういう危ない奴に関わっちゃだめよってママが言ってたって！　と、母親の顔すら見たことがないライナは思った。


「さあ、ひと思いにやってくれい！」


　と叫ぶひげ面に、ライナは大きくうなずいた。そして、


「えーと、じゃ、ま、そういうことで！」


　踵きびすを返し、去っていこうとしたところで、


「ちょっと待てぇえええええええい！」


　ひげ面が勢いよく起き上がる。


　それにライナは顔をしかめ、


「起きなくていいから！　勝手に死んでいいから！」


　疲つかれた声こわ音ねで言った。馬鹿に付き合ってもう、だいぶ精神的に疲ひ労ろうし始めていた。今朝の、妙な体調のよさが噓うそのようだ。さすがにもう、フェリスに会う体力は残ってない。


　だから帰りたいのだが、


「だから待てと言ってる！」


　帰ろうとするライナの前に、ひげ面が回り込んできて、


「いやもう帰らせてよ……」


　とそこで、ひげ面はなにかに気付いたぞ、とばかりの顔になった。


「さては貴様、知っているな？」


「いや、あのね、ほんとあんたと会話する気ないから、帰らせ……」


「そうか。知っていたか。なら、逃にげたくなる気持ちもわかる」


「いやあのね……」


「そう。このわしが、テレミオール流剣術秘伝！　刹せつ断だん剛ごう竜りゆう剣けんを身につけた、最強剣けん士しなのだよ！」


　ひげ面はそう言った。テレミオール流剣術秘伝・刹断剛竜剣！　その、あきらかに強大な威い力りよくを秘めていそうな必殺技わざの名前に、ライナは恐おそれおののき、恐きよう怖ふに震えて言った。


「……へぇそりゃすごいね。やったね。じゃ頑がん張ばってね。俺はフェリスくる前に帰……」


「ついにテレミオール流剣術が、あの伝説のエリス家を破る日がきたのだぁああああ！」


　と、ひげ面が、大きな野望を宣言しながら、またもライナが帰ろうとする道を塞ふさいできて、


「いいからおまえどけってぇえええええ。そうじゃなくてもここで騒さわいでたらフェリスの馬ば鹿かがでてきてめんどくさいことに……」


　が、もう遅おそかった。


　エリス家の門が開く。


　そしてその奥から、一人の、絶世の美女が出てきてしまって、ライナは頭を抱かかえた。そして思う。終わった。今日の俺の平へい穏おんな一日は終わった。やっぱりちょっと調子がいいからって、こんな危険な場所にくるんじゃなかったと、自分を自分で呪のろう。


　それからライナは、門の向こうからやってくる美女を見た。金色に輝かがやく長い髪かみと、青く澄すんだ切れ長の瞳ひとみ。美の女め神がみの祝福を一身に受けているとしか思えない、異常なまでに整った容姿。スタイルのいい細身の体を、いつもの革かわ鎧よろいとは違う、白と黒を基調とした道着で包んでおり、手には木刀を持っている。その女が、妙みように感情にとぼしい無表情でライナのほうを見ると、


「……ふむ。執しつ事じのクロセリが、全身素すっ裸ぱだかでうへうへ言い続けている変態が門の外にいるから退治してくださいと言っていたが、おまえかライナ」


　そんなさっそくのめんどくさそうな発言に、ライナは疲れた声音で言った。


「……あの歳とし食った執事がンなこと言うわけねぇだろ」


「だが事実だ」


「へー」


「そして私の目の前でも、いままさにおまえは全身素っ裸に……」


「ならないならない」


「なれ」


「おまえなぁ」


「なってうへうへ言え」


「ぶっ殺すよ？」


　するとフェリスは微笑ほほえむ。腰こしの木刀に触ふれ、


「殺やるか？」


「……やりません」


　ほらね？　超ちようめんどくせぇ。


　ライナははぁっとため息をついた。


　その横で、ひげ面が言った。


「女。おまえ、エリス家から出てきたな。おまえもエリス道場の門弟なのか？」


　という問いかけに、しかしフェリスはそれを完全に無視して、ライナのほうを向くと、


「しかしおまえからここにくるのは珍めずらしいな。私に会いたくなったのか？」


「いや、うん。今朝はそんな気がしたような気がしたんだけど、勘違いだったっていうか、なんかむしろいまは一番会いたくな…………って、ええと、うん。すげぇえええおまえに会いたくてきちゃったんだよ～だから木刀を振ふりかぶるのはやめよ？　な？」


　するとフェリスは木刀を下ろし、少しだけ嬉うれしそうに、


「そうか。私に会いにきたか」


「う、うん。まあね」


「だが私はおまえのような変態には用はないのだ」


「あ、ほんと！　じゃあ俺すぐに帰……」


「だめだ。私と遊んでいけ」


「あ……だよね、やっぱり……」


　はふっともう一度ため息をついて、再び門の奥へ入っていこうとするフェリスに、ライナはついていく。


　そんな光景を呆ぼう然ぜんと見ていたひげ面が、


「おまえらわしを無視するんじゃなぁい！」


　叫んだ。しかしライナとフェリスは、


「……ところで今日ルシルいんの？」


「いま出張中だ」


「お、まじ？　やった」


「兄様に会いにきたのか？」


「いやいやいや、おまえの兄貴にはもう、一生会いたくないよ？」


「そうなのか？」


「そりゃそうだろ」


　なんて会話の後ろで、


「お、お、おのれ、どこまでも馬鹿にしおって……もう許さん！　許さんぞ！　ここで、ここで証明してやる！　わしのテレミオール流剣術秘伝！　刹断剛竜剣によって、エリス道場は壊かい滅めつするのだぁ！」


　という、叫びに。


　突とつ然ぜんフェリスは振り返った。


「なっ。テレミオール流剣術……？」


　妙に驚おどろいたような、怯おびえたような、そんな声。そして彼女の手が、震ふるえ始める。


「んぁ……なに？　おまえテレミオールとかいう流派のこと、知ってんの？」


　ライナが聞くが、彼女は答えない。ただ、わなわなと震えるばかりで。


　するとひげ面が得意げな顔になって、言う。


「ふふふ。さすがエリス道場の門弟……知っているようだな。伝説の剣聖ミオルが興おこしたといわれるテレミオール剣術。さらにその中でも、必殺無敗と呼ばれた奥おう義ぎが、刹断剛竜剣よ！　この刹断剛竜剣にかかれば、貴様など一いつ瞬しゆんにして細切れとなろう！」


　という言葉に、フェリスはさらに震える。


　あきらかにこのひげ面の言っている、刹断剛竜剣を恐れているような表情。彼女は知っているのだ。その恐ろしさを。


　だがそれに、ライナは少しだけ不思議に思う。さっき戦った限りでは、このひげ面はフェリスの足下にも及およばないような実力しか持っていなかったのだ。


　なのにフェリスはいま、震えている。


　いつも強気で傍ぼう若じやく無ぶ人じんな彼女をこれほど怯えさせているものは、いったいなんなのか？


　ライナは聞いた。


「……なあフェリス」


「…………」


「刹断剛竜剣って、そんなすげぇのか？」


　すると彼女は、うなずく。


　そしてこちらを見ないまま、震える声音で、


「……せつ・ダンゴ・うりゅう剣……それはもしかするとあの、剣の先からだんごが飛び出しまくるという、だんご好きにはたまらない秘剣……」


　なわきゃない、とは突つっ込まず、ライナはただ、


「…………はぁ」


　またため息をついて、再び歩き出した。そのまま道場へと入っていく。


　後ろでは。


「くらえ秘剣・刹断剛竜剣！」


「おおおおおだんごはどこだ！　だんごはどこだ！」


「死ねぇえええええええ！」


「え？　だんごは？　だんごはないのか？」


「馬鹿な!?　秘剣があっさりよけられ……」


「だんごが出ないとはなにごとだぁああ！」


「ぎゃぁああああああああああ！」


　という、なんか妙に悲しいやりとりが聞こえてきて、ライナは振り返る。するとフェリスがものすごくがっかりした顔をしていて。


「……ら、ライナ」


「なによ？」


「だんごがなかったのだ!?」


　絶望とはこのことだと言わんばかりのその口調に、ライナはげんなりと言った。


「……んじゃ、買いにいく？」


「いく！　おまえのおごりで！」


「なんで俺のおごりなんだよ」


「うむ。私は道着のままで出てきてしまったからな。財布を持ってきてないのだ」


「じゃあ着き替がえてくりゃいいじゃん」


　しかし彼女は真しん剣けんな、緊きん迫ぱくした声音で言ってきた。


「馬鹿な！　事態は一刻を争うのだぞ！」


「争わねぇよ！」


　というライナの叫さけびはしかし、


「さあいくぞ」


　と、勝手に歩き始めてしまったフェリスにはいつものごとく届かない。ライナは離はなれていくフェリスの背中をぼんやり眺ながめ、


「だぁから俺は、きたくなかったんだよ」


　今朝、妙に体調がよくて、ここにきてみようとか言い出した自分自身を呪のろいながら、


「……俺、今朝金入れてきたっけ？」


　懐ふところの財布を取り出して、そう言った。


　去っていく彼らの背後で、ひげ面が取り落として地面に突き刺ささった曲刀が、陽ひの光を受けて寂さびしくきらめいた。





　　　　◆





　その、五日前のこと。ライナたちがあーだこーだやっていたローランド帝てい国こくの首都、レイルードから、遥はるか南の暗い山道に。


「…………」


　シオン・アスタールは、いた。


　気高さを感じさせる銀の髪に、鋭するどい金の瞳。


　ローランドの若き英えい雄ゆう王は、いま、軽い身のこなしで山の中を進んでいた。


　彼がいまいる場所は、ファンスルという名の山だった。山道が通っているとはいえ、このあたりに人の気配はない。聞くと周辺の住民はここには決して近寄らないのだという。


　理由は簡単で、この森には数種類の猛もう獣じゆうが住んでおり、危険だからだ。そしてそういう人が近づかない山はたいてい、犯罪者や逃とう亡ぼう者の隠かくれ場ば所しよになったり、その過か酷こくな環かん境きように惹ひかれてやってくるのか、武芸や魔ま術じゆつの修しゆ行ぎよう者しや、荒あらくれ者ものたちが集まってきて、ますます一いつ般ぱん市民は近寄れなくなる。


　その、山の中。山道を外れ、木立を少し入ったところをシオンは歩いていた。


　供の者は連れてない。この山に入る前、部下たちがこの山がいかに危険かをシオンに熱弁して引き止めようとしていたが、それを振り切って、独りでここにやってきていた。


　というか、この山の危険など、案じる必要はまるでなかった。なぜなら。


「……ルシル」


　シオンは言った。すると暗い森の中。シオン以外は誰だれもいないはずなのに、


「ああ」


　声が、返ってくる。


　そしてなにもない空間に突とつ如じよ、


「……いるよ」


　一人の男が姿を現す。空気がうっすらにじみ、徐じよ々じよにその形がはっきりしてくる。


　金色の髪かみに、閉じたままの目。異常なまでに、怖こわいほどに整った容姿。


　ルシル・エリス。代々ローランド王を護衛している、剣の一族と呼ばれるエリス家の現当主だ。だが、その中身は……


「ついたね。ここがファンスルの森かい？」


　ルシルが周囲を見回して、言う。


　シオンはうなずいた。


「猛獣が出て、誰も近づかない危険な山だそうだよ」


　するとルシルが微笑む。


「……猛獣……ね。まあ、獣けものがいて、危険だというのは、本当だけどね」


　ゆっくりと、西のほうへと目を向ける。


「あそこだ」


　それにシオンは、ルシルの見ている先を見た。すると木立の向こうに、岩場があるようだった。珍めずらしい、光こう沢たくのある黒い石で出来ている岩場。その中腹あたりに、穴が開いている。それを見つめ、


「あれか？」


　シオンが聞くと、ルシルはうなずいた。


「……ああ。『剣獣ミオル』の祠ほこらだ。昔の……遥か昔のエリス家の当主が、ミオルの首を落としてあそこに封ふう印いんしたという……だが」


「だが？」


「一足遅おそかったようだね。もう祠に力を感じない。女め神がみどもに、先を越こされたようだ」


「ほう」


　シオンは、祠を見る。力を感じるとか、感じないとか、そういったことはわからないが、確かにそこに、なにか変わった雰ふん囲い気きは感じられなかった。つまり、そういうことなのだろう。そこにはもう、なにもない。


「どこへいったのかな？」


　シオンが言うと、ルシルは肩かたをすくめる。


「さぁ。女神どもが連れていったか……もしくは……」


　と、そこで、ルシルが笑った。それはぞっとするような暗い笑み。まるで底が見えない、深い闇やみのような凄せい絶ぜつな笑み。そして。


「ああ、やっぱり女神たちは浅はかだ」


　言うと突然、彼の姿が消えた。そう思った直後、シオンの背後に再び、姿を現す。


　シオンが振ふり向くと、もう、戦せん闘とうは始まっていた。


　ルシルの前には、全身から、まるでハリネズミのように剣が生えだしている奇き妙みような化物の姿があった。人のような体をしているが、顔は犬のような、狼おおかみのような形。全身を青黒い体毛が覆おおい、それを破るようにして幾いく百本の剣が生えだしている。


　その化物の胸から一本、剣が伸のびてきて。


　ルシルがそれを素す手でで──受け止めている自分の掌てのひらを貫つらぬかせるようにして、押さえ込んでいる。しかし血は流れない。この程度のことで血は流れたりしない。傷を負ったりはしない。ただ、笑うだけ。凄絶な笑みで笑うだけ。こちらも、化物なのだ。


「……やぁ『剣獣』。古いにしえの魔ま。女神の奴ど隷れいよ。その程度の剣で我が主を貫けると思ったのかい？」


　すると狼の目がルシルをにらみつけ、光る。


「……ωオメガか。どけ。ワタシの邪じや魔まをするな」


「はは。この化物、喋しやべるんだ。なら、聞け。いま、おまえのことは見み逃のがしてやるから、帰って狂くるった女神どもに伝えてやってくれ。おまえらの好きにはさせないよってさ」


「……そう言って……おまえはそう言って、二千年前も邪魔をした」


「二千年……ずいぶん古い話を持ち出すなぁ……そんなころには私は生まれてないよ。知らない話はやめてくれ」


　が、狼は一歩、前へ進んでくる。剣がずずっと、さらに深く、ルシルの手を貫く。剣けん先さきがルシルの胸へ、もうすぐ当たりそうだ。


　そして言った。


「……貴様は、貴様は自分がいったい、なにをしてるのか、わかっているのか？」


　それに、ルシルはまた笑う。


「わかってるさ。おまえを……」


　今度は、ルシルのほうから手を伸ばしていく。剣で貫かれたままの手を、狼への首へと真っ直ぐに。貫かれたまま前に進んだせいで、途と中ちゆうで、狼の剣はルシルの胸に達するが、彼は気にしない。この程度の力では、もう、彼を止めることはできない。


　ルシルは、笑いながら、言う。


「……私はおまえを、殺そうとしている」


　それに狼は、一歩離れる。


　ルシルが逃にがすまいとして剣が刺さったままの掌を握にぎりこむと、剣が折れて、地面に突つき刺さる。曲刀だ。にぶく、鋭く光る。


　それに狼が、愕がく然ぜんとした顔で、


「そんな……剣が、魔を、百の魔を切り裂さけるブロウフォルドの剣が折れるとは……」


　そして、ルシルを見上げる。その目には、さっきの鋭い光はない。どこか怯おびえるような、恐きよう怖ふの色をたたえている。狼は、言った。


「……貴様……ωではないな……こんな、これほどの力は、剣聖エリス・ルードの血族にはないはずだ……なら貴様はいったい……」


　が、そこで、またルシルが姿を消す。それに誰も反応できない。シオンも。狼も。


　そして。


「……少し、喋りすぎだよ、おまえ」


　狼の後ろに、ルシルは現れる。


　そのまま右手を、狼の首を抱だきしめるように、ゆっくりと回していく。


「……まあ、長い眠ねむりから久しぶりに覚めたんだ。たくさん、誰かと喋りたいという気持ちは、わからなくもないけどね。でも残念ながら、もう終わりだ。君はここで死……」


　が、狼が叫さけんだ。


「死ぬのは、おまえだ。狂った化物が！」


　刹せつ那な。狼の全身から生えだした剣が、一いつ斉せいに伸びる。狼を抱きしめていたルシルの体を、数百本の剣が貫く。頭を、目を、首を、胸を、腹を、足を、すべてを貫く。


　即そく死しだ。あきらかに即死。あんなふうになって、生きていられる人間はいないだろう。


　だが、ルシルはやはり、血を流さなかった。ただ、ただ、笑うだけ。


「は、はは、ははは。なんだそれは？　無む駄だに多いその剣で、なにを貫く？」


「……くそ。化物が」


　狼が吐はき捨すてるようにそう言う。それにルシルはうなずく。


「……そう。私は化物だ。そして君も化物。でも、それがどうした？　本当に醜みにくいのは、君の主のほうだろう？」


「……馬ば鹿かな。女神は世界を救おうと……」


「は。救い？　女神様による救ぐ世ぜか？　とんだ世迷いごとだ。まあ、いいけどね」


　とそこでふいに、ルシルは微び笑しようを消した。急に無表情な、冷めたような顔になった。


　それだけで周囲の気温が二、三度、下がったような感じがする。そして。


「……どうせ死ぬ者を相手に……醜い女神に騙だまされている哀あわれな犬に喋る言葉を、私は持ち合わせていないよ。さあ、終われ」


　とそこで、狼が、言った。ルシルをにらみ、それからシオンのほうへと目を向けると、


「貴様ら、後こう悔かいするぞ。狂った欲よく望ぼうで理ことわりを変えて……後悔を……」


　が、それにシオンは、


「……残念ながらもう、後悔してますよ」


　微笑んだ。悲しげな、苦しげな顔で。


「でも私たちは進まなければならない」


「狂ってる」


「…………」


「おまえら二人とも狂っ……」


　しかし、言葉はそれまでだった。


　ルシルが「黙だまれよ犬ころが」と呟つぶやいて、強く、狼を抱きしめた。それだけで狼は、消えてしまう。闇が弾はじけるように周囲に飛び散り、それがルシルに吸収される。


　もうそれは、何度も見た光景だった。


　女神の御み遣つかいがくるたびに、魔が訪おとずれるたびに、ルシルはその力を喰くらっていく。


「…………」


　シオンはそれを見つめ、やはり、悲しげな顔になる。


　ルシルは力を喰らい、すべてを終えると、喜き悦えつの笑みを浮うかべてこちらを見る。


「…………」


　そしてシオンの、苦しそうな顔を見てから、一度だけ肩をすくめて、消えてしまう。なにも言わずに消えてしまう。だが、なにも話す必要はなかった。


　おまえら二人とも狂ってる。


　その言葉を。


　その闇を抱かかえて、それでもシオンは、


「……さあ、帰るか」


　小さなため息をついただけで、その場を後にした。





　その、二時間後のこと。


　やはり同じ場所。さっきまでシオンがいた、ファンスルという山の、木立の中に、ひげ面づらの男がきていた。


「……なるほど。ここがあの伝説の、ファンスルか。我らテレミオール流剣術の始祖である、剣聖ミオル様が修練に励はげまれた場所と聞いてきたが……さあわしもここで剣の腕うでを磨みがき、天下一の力を身につけてみせようぞ!!」


　なんて叫ぶと、彼は剣を引き抜ぬく。えい、やぁ、おう！　と、独り剣の修行を始める。


　と、そのときだった。


　どこからともなく声がしたような気がして。


『…………ロエ』


「うむ？」


　ひげ面は、剣を止める。


「なんだ？」


　が、周囲を見回しても、誰だれもいない。気のせいか？　と思った矢先、もう一度、


『…………ヒロエ』


　今度ははっきり、聞こえた。しかしそれは、声ではなかった。頭の中に、直接響ひびいてくる言葉だった。その言葉が言う。


『…………チカラヲ　チカラヲ　ホッスルノナラ　ワレヲテニシロ』


「誰だ!!　卑ひ怯きようだぞ、姿を現せ！」


　ひげ面は叫んだ。すると言葉はまた、


『シタダ　シタヲミロ』


　そう言ってきて、ひげ面は言われたとおり、下を見た。しかしやはり、そこには誰もいなかった。ただ、折れた曲刀が地面に突き刺ささっているだけで。


「誰もいないではないか！」


『ヨクミロ　ソノ　ケンガ　ワタシダ』


「剣が!?」


『ワガナハ　ミオル　オマエノ　カラダヲツカイ　フクシュウヲ……』


　が、その言葉の途中で、


「ええええええええええええええええええ!?　い、いま、なんと仰おつしやった!!　み、ミオル!?　ミオルと言いましたか!?　というのはもしかしてあの、剣聖ミオル様のことですか!?」


　ひげ面が、異常なほど興奮して叫んだ。


　それにミオルは、


『エ？　ア　ソウダガ　トニカクハナシヲ』


　しかしそれも、


「こ、こ、これは現実なのかぁああ！　もしも現実だとすれば、なんという幸運！　なんという運命！　やはりこの修行場を選んだわしは間ま違ちがっていなかった！　まさかあの伝説のミオル様に出会うことが出来るとはぁ!!」


『チョ　アノ　ダカラハナシヲ……』


「そしてミオル様！　あなたの見る目は正しい！　あなたの興したテレミオール流剣術の中でも、わしは一、二を争う腕うで前まえですぞ」


　という言葉に、剣が言う。


『テレミオールリュウ？　ナンダソレ？』


「またまたご謙けん遜そんを！　剣聖ミオル様が作られた流派ではありませんか！」


『イヤ　ソンナモノハ　シラナ……』


　が、またも、


「ま、そんなことはどうでもいいですが」


『イヤドウデモヨクナ……』


「それより、さっそく伝説の秘剣・刹せつ断だん剛ごう竜りゆう剣けんをわしに教えてくだされ！」


『ダカラ　ソレモワタシハシラナ……』


「さあ早く！　刹断剛竜剣を、さあ！　さあさあさぁ!!」


　勢いよく詰つめ寄よっていくひげ面にミオルは気け圧おされながらも、


『……………………エエト　ソ　ソウダナ　ジャ　ジャア　ワタシヲテニシロ……』


「剣を引き抜けばいいのですか！」


『ソウダ』


「てりゃ！」


　と、ひげ面は剣を引き抜く。途と端たん、体中に力が漲みなぎってくるのを感じた。それに、


「うわ」


　驚おどろきの声を上げる。と同時にミオルも、


『グア……ωニ　チカラヲスワレタ　セイデチカラヲ　セイギョデキナ……』


　が、その言葉の途中で、


「刹断剛竜剣!!」


　ひげ面が突とつ然ぜん叫さけんで、剣を振ふった。


『ウワワ』


　と悲鳴を上げるミオルを無視して、目の前の巨きよ木ぼくを、斬きり裂さく。刹那。剛竜の鋼はがねの体をも斬り裂くという秘剣は、あっさりと木を斬り裂いてしまって、ひげ面はまた叫んだ。


「おおおおおおおおおおお、いままでいくらやっても成功しなかった幻まぼろしの秘剣が、初めて成功した！　そうか！　あの古文書に載のっていた技わざは、ミオルの剣を使わなければ、成功しない技だったのかぁあああ！」


　と一人狂きよう喜き乱らん舞ぶしまくるひげ面の手の中で、ミオルは小声で言う。


『……ナニガ　ヒケンダ　ワタシヲツカッテアノテイドノイリョクデハ　ハナシニナラナイ　ソレヨリマズイナ　モウホトンド　チカラガノコッテナイゾ　モウスグイシキガキエル　ハヤク　ダレカヲ　ノットッテ　エリスニ　フクシュウシナクテハ　ダガコイツハダメダ　ホカノ　モットツヨイヤツヲ……』


　とそこで、


「よし！　ついに秘剣を身につけていまわしは相当かっこいいということを、隣となり町まちのピネちゃんに見せにいこう！　うふふふふふ」


　なんて気持ちの悪い笑い声を上げているひげ面に、ミオルは言った。


『マ　マテ　ピネチャンニ　ミセルマエニスコシ　ヤルコトガアル』


　それに、ひげ面は剣を見る。


「やること？　というと？」


『エリスダ　エリスヲ　コロス』


　その、言葉に。


「……そ、それはまさか、あの、伝説の剣の一族のことか……!?」


『ケンノイチゾク？　ウム　タブンソウダ』


　するとひげ面はその提案がお気に召めしたようで、


「それいいぞ！　それ成功したら、ピネちゃんどころかペルルちゃんもイチコロだな！」


『ペルル……キ　キットソウダトオモウヨ』


「じゃあさっそくいくか！　ミオルよ！」


『ア　モウ　ヨビステナンダ』


「うん？」


『イヤ』


「ではいくか！」


『ウム』


　ミオルはそう言ってから、ひげ面を見つめ、


『コレハ　タイヘンナコトニナッタ　ナントカアノ　エリスノトウシュトブツカルマエニツヨイヤツノカラダヲノットラナケレバ』


　少し、悲ひ愴そうな声こわ音ねでそう言う。


　しかしそんなことには気付かずに、ひげ面は、意い気き揚よう々ようと歩き出した。


　一人と一本が目指すのは、ローランド帝てい国こくの首都、レイルードだ。





　　　　◆





　と、そんなこんなでやっと、時間は初めに戻もどる。


　エリス家の門の前。


「あ、やっぱ財布に金、入ってねぇや」


「ふざけるな！」


「ふざけてんのはてめぇだろが！」


「宿に帰ってとってこい！」


「おまえの家が、もう、すぐ後ろだろうがよ！　おまえの財布を取ってこいよ！」


「やだ！」


「やだじゃねぇえええええええええ!?」


　そんな馬ば鹿かな会話の、後ろ。


　地面に突つき刺さった一本の曲刀が、陽の光を受けて寂さびしくきらめきながら、思った。


　やった。運がいい。ここにきて、これほどの遣つかい手に恵めぐまれるとは。


　ミオルは、その場を去っていこうとしている、フェリスとかいう名の道着姿の女と、ライナとかいう、妙みように眠ねむそうな男の後ろ姿を見つめた。この二人ともが、標準以上の力を持っていた。あとはミオルが彼らを操あやつり、それから数千人の命を刃やいばに染みこませて吸収できれば、力を取り戻し、エリス家の当主に対たい抗こうすることもできるだろう。


　だからなんとか、もう、かなりかすれ始めている意識が消える前に、あの二人のどちらかを乗っ取らねばならないのだが。


　さて、このどちらを乗っ取るかが問題だ。


「もう怒おこったぞ！　俺はもう怒ったかんな！　せっかく今日は朝から調子いいな～とか思ってたのに、おまえと会った瞬しゆん間かんからもう、もう！　なんか台無しな感じなんだぞ！」


　と叫さけんだライナという名の男の頭に、ミオルは問いかけてみた。


『オイ　オトコ　チカラガホシクナイカ　ソノオンナニ　フリマワサレナイダケノチカラヲ　ダレニモワズラワサレナイ　チカラヲ』


　するとそれに、ライナはこちらを見る。ちょっとだけ不思議そうな顔する。それに、どうだ、興味あるだろう？　と、ミオルは思う。


　さあ答えろ。そしてワタシを受け入れろ。


　が、それに、なぜかライナは興味なさそうにまた、フェリスのほうを向いてしまい、


「とにかくフェリス！　てめぇのせいで台無しなんだよ！」


『……エ？　ナンデムシ？　ジャ　ジャアオンナノホウダ　オンナ　ソノオトコヲジユウニデキル　チカラガホシクナイカ　セカイヲジユウニデキルチカラヲ……』


　が、しかし、フェリスもこちらにはまったく目を向けず、


「台無しだと？　私のせいで？　だがそれは違ちがうぞライナ。今日の私の日記には、こんなことが書かれていたからな。『台無しなんだよ！　そうライナは叫んだが、そのときの彼は、知らなかったのだ。その日の午後、台無しなんて言葉じゃ言い表せないぐらい、恐おそろしい体験をするなんて……つづく』」


『チョ　ハナシヲ……』


「続かねぇええええってか怖こわいから！　なに！　なんなの恐ろしい体験って！」


『オマエラ』


「私とデートだ」


『ハナシヲキケ』


「うわそれが一番怖ぇええええええええ!?」


『イイカゲンニ』


　と、そこで、やっと二人はこちらを向いた。それも同時に。やっと話を聞く気になったようだった。ミオルはそれに、ほっとした。もう、ほとんど時間がなかったのだ。あと三十分もすれば、意識が消える。力の本体はほとんどルシルに吸い取られてしまい、もう、いま残っているのは残留思念のようなものだけだった。だがそれでも、ただの人間には魅み力りよく的てきなもののはずだ。遥はるかに人間を超ちよう越えつした力だ。誰だれもが欲しがる力だ。


　ライナとフェリスが、力を欲しいと、争うようにしてこちらに向かってくる。


　さて、どちらに力を与あたえてやろうか。


　ミオルはライナとフェリスを見て、言った。


『マア　ソウアセルナ　マズハ　フタリノジツリョクヲ　ミテカラ……』


　だが、ミオルの言葉は、そこまでだった。


　ライナと、フェリスが、争うようにこちらに近づいてくると、またも二人同時に、こう言ったから。


『さっきから頭の中できゃんきゃんきゃんきゃんやかましいわぁあああああああ!!』


　そして蹴けりを、二人同時に蹴りをミオルに向かって放ってきて、


『エエエエエ!?　ギャアアアアアア!?』


　という悲鳴とともに、剣は宙を舞まい、くるくると回転してから、草むらに落ちる。


　それにライナがさらに言ってくる。


「人が話してるとこ横からぎゃーぎゃー言いやがって！　マナーってもん考えろ、マナーってもんを！　次勝手に話しかけてきたらぶっ殺すかんな！　そうじゃなくても頭痛してんだかんな！」


　さらにフェリスが、


「そうだぞおまえ！　いまだんごを誰が買うのかを争って、忙いそがしいところなのだ。おまえは金を持ってるのか？　持ってないだろ？　なら黙だまってろ！　まったく、ちょっと剣が喋しやべれるからっていい気になりおって！」


　それにもう、ミオルは驚いてしまって、何も言えなかった。というか、なんなんだ？　いったいこの、人間という生き物はなんなんだ？　あのひげ面も含ふくめて、なぜ人の話をまるで聞かないんだ。だって、剣が喋ってるんだぞ？　力を与えてやるって言ってるんだぞ？　なぜ、欲しがらない？　いや、せめてもう少し驚いてくれても……


　とにかく、状じよう況きようは最悪になってしまった。


　あと十数分で、意識が消える。だが、いまミオルが落ちた場所は、人がくるような場所ではなさそうだった。


　どうする？　どうしたら……


　が、そんなことを考えてる途と中ちゆうで、急にミオルは、ライナに持ち上げられた。


　そんな突とつ然ぜん訪れたチャンスに、


『ア　ア　マダココロノ　ジュンビガ　イヤエエト　バカメヒッカカッタナ　チカラニメガクランダ　ニンゲンメ　オマエノカラダヲ　ノットッテヤル』


　言って、ミオルはライナの体に侵しん入にゆうしようとして、しかし、


『アレ　デキナイ　アレ　ナンデ……』


　そこでやっと、彼は気付いた。ライナは、ミオルに直接触ふれていなかったのだ。まるで汚きたないものを触さわるときのように、木の棒と棒にはさんで持ち上げていた。


　そしてライナが言う。


「ってかこの剣けんってさ、喋ってんじゃん？」


　フェリスがうなずく。


「喋ってるな」


「珍めずらしいよな」


「珍しい」


「売ったら金になるんじゃねぇか？」


　するとフェリスは指をぱちんっと鳴らして、


「それだ！」


『イヤ　ソレダジャナクテ』


　という声も、やはり届かない。


　そこでライナが考え込むようにして、


「問題はこれが、勇者の遺物っぽいとこだよなぁ。シオンの奴やつに売ったのばれたら、何で回収しなかったんだ！　すぐに回収して、徹てつ夜やで遺物の研究しろ！　とか、言い出しそうだよね？」


「間ま違ちがいなく言い出すな」


「俺もう、そんな体力ねーよ？」


「私もいまだんごに忙しいからな。無む駄だな時間を遺物研究に費やしたくない」


「じゃあどうする？」


「うむ。シオンに剣を見つからなければいいんだろう？」


「そそ」


「なら隠いん蔽ぺいだ。剣を折って、どこぞに埋うめ」


『ッテチョットマッテェエエエエ』


　ミオルは、叫んだ。しかしそれも無視で、ライナが言う。


「あ、そりゃ楽でいいね。おまえん家ハンマーある？」


『ウソ　ハンマーッテ　タノム　ハナシヲ』


「あるぞ。それも特大のが」


『マ　マテ　ハヤマルナ　ワタシニハヤルベキコトガ』


「じゃ、それ取りにいこうぜ？」


『タノムカラマッテクレエエエエエエエ』


「待ってほしいか？」


『マッテホシイ』


「じゃあなんでも言うこと聞くか？」


『キ　キクカラ　ユルシテ……ッテ　アレナンカオカシイゾ　ムシサレテタハズナノニイツノマニカ　カイワニナッテ……』


　だが、もう手て遅おくれだった。ライナとフェリスが顔を見合わせ、悪そうな顔で笑う。


　そしてライナが言った。


「んじゃ、折られたくなかったら、おまえが何者で、どっからきて、どんな効果のある遺物で、俺らにどんだけ役に立つのか、教えてもらおうかな～？」


『ハ　ハメラレタアアアアアアアアアアア』


　と叫んだところで、タイムリミットだった。力が消え、意識が薄うすれ始める。


　失敗したのだ。ルシルに負け、敵を乗っ取ることができないばかりか、はめられて。


　だが、もういい。もうどうでもいい。話を聞いてくれない人間の相手は疲つかれた。意識が消えてしまえば、こんなめんどくさい人間どもと付き合わなくても……


　と、そこで、意識が完全に消えた。





　　　　◆
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　たまに、美女に自分から会いにいきたくなることがある。あと寝ねぼけ面づらにも。


　ちょっと疲れているときに。少し、前に進むのが疲れたとき。おまえの進む道は狂くるってると言われたときに。


「…………」


　そんな時。シオンはライナとフェリスに無む性しように会いたくなる。


　二人はエリス家の門の前で、相変わらず、いつも通りだった。


　なにやら地面にしゃがみこんで、落ちている剣を見ながらぼそぼそ喋っている。


「お、おいフェリス。これやべーんじゃね？　俺らがいじめすぎたから、壊こわれて喋らなくなったんじゃ……」


「い、いじめたのはおまえだろう！　私は優やさしくしてたぞ！」


「はぁ？　あれのどこが優しいんだよ！　特大ハンマーとかおまえが言ったからショック死したんじゃ」


「わ、私のせいにするのか！」


「いやまあ、そういうわけでもないけどね」


「と、とにかく砂でもかけてみたらどうだ？　もしくは石で殴なぐってみるとか。目を覚ますかもしれんぞ？」


「うわぁなんて優しい発言でしょ。やっぱおまえがショック死させたの間違いなしだな」


　とか言いながら、ライナは石を拾い上げ、こんこんっと剣をたたいてみたりしている。


　まったくもってなにをやっているのかわからないが、この二人がわけのわからないことをしているのはいつものことなので、気にならない。シオンは二人に近づいていった。


「やべー。最近勇者の遺物とか全然見つけてなかったから、久しぶりの大発見を、回収する前に壊しましたーって言ったらやっぱ、シオンの馬ば鹿か、怒るかね？」


「う……少なくとも押しつけられる仕事の量は……」


「はぁ!?　これ以上仕事増えたら俺死ぬぞ」


　なんてことを言い合ってる二人に、


「……うん？　俺が、なんだって？」


　シオンは声をかけた。


　するとライナが慌あわてて剣を足で踏ふみ、隠かくすように後ろに飛ばす。そしてこちらを向くと、


「お、おおシオン！　も、もう帰ったのか！　早いな！　おかえり」


　フェリスも慌てて立ち上がり、


「おかえり！」


　なぜか叫さけぶ。どういう事情があってこんなにも挙動不ふ審しんなのかはわからないが、シオンはそれに微笑ほほえんで、


「ただいま」


　すると二人はこくこくとうなずく。


　シオンはまた笑って、聞く。


「で、俺がいない間に、なにか変わったことは？」


「ないよ！」


「ないな！」


　二人が争うようにそう言って。それにシオンは、ああ、なんかあったな、と思う。もう、あまりにわかりやすすぎて、笑い出しそうになる。二人を見つめ、彼は言った。


「じゃあ、俺が留守の間の出来事でも聞かせてもらいながら、飯でも食いにいこうか？　俺のおごりで」


　するとライナが、


「あ、俺！　俺いますげぇ鍋なべの気分……」


　が、その頭が横から殴りつけられて、


「いや、まずは高級ダンゴ店だろう！」


　なんて言葉に、


「じゃあ、どっちもいこう」


　言って、シオンは歩き始める。それから、


「あ、ところでライナ。俺がいない間にやっといてって頼たのんだ仕事はやってくれたよね？　あれやってないと、ちょっと飯食う時間は」


　と振ふり返るともう、そこにはライナはいなかった。


　遠くに、走って逃にげる彼の姿が見えて。


「あ、あのヤロ」


　が、さらにそこで、そのライナとすれ違ちがうようにして、部下が走ってきた。そして言う。


「へ、へ、陛下ぁああああ！　陛下の執しつ務む室が荒あらされて、金品が強ごう奪だつされています！」


「へ？　噓うそ？　でも、あの部屋には毎日、ライナとフェリスが……」


　と、横を見ると、今度はフェリスがすごい勢いで走り去るところで。


「噓ぉん。お、おまえら……」


　とそこで最後に。地面に倒たおれていた見知らぬひげ面の男が急に立ち上がり、


「み、ミオル殿どの！　大だい丈じよう夫ぶか！」


　言って、ライナが隠していた剣を拾って、


「ミオル？　ミオルって、え？　それって森にいた、『剣けん獣じゆうミオル』のことじゃ……」


　が、ひげ面は剣を拾って、走って逃げる。


　それをシオンは、


「ちょ、待っ……」


　追いかけかけて、止まる。さっき、ライナがその剣をいじっていて、壊したとか怒られるとか騒さわいでいたのを思い出した。そして、ライナが逃げていったほうを向いて、


「あいつら、いったいどんだけいっぱい隠し事してんだよ！」


　シオンは、走り出した。仕事はしてなくて。金は取られてて。おまけに勇者の遺物は壊しちゃったって一体どういうことだよ。


　もうだめだ。もうこれは怒るしかない。あんの馬鹿どもには一度きちんと説教して、言い聞かせてやらなきゃいけないと、シオンはそう思った。だから彼は走る。そして、


「ったく見つけたら、ただじゃおかないぞ」


　そう言って。


　しかし、そう言ってライナを追って走る彼の顔は、妙みように嬉うれしそうに笑っていた。







（ドージョー・ぶれいかー：おわり）












　あさしんず・ぷらいど










　ふいにナイフがきらめいたので、それをつかんだ。そしてライナ・リュートは言う。


「おっと」


　寝ね癖ぐせのついた黒くろ髪かみに、覇は気きのない猫ねこ背ぜの長身瘦そう軀く。緊きん張ちよう感かんのまったくない、眠ねむ気けに緩ゆるみきった黒い瞳ひとみをナイフに向けて、それから、そのナイフを突つき出してきた女の顔を見る。


　女は長いブラウンの髪に、にこにこと穏おだやかな顔。美人というよりは、かわいいという感じの女だった。


　歳としのころは二は十た歳ちぐらいだろうか？　紺こんのワンピースに、そこそこ高いヒール。


　そして手にはナイフ。


　その女を見てライナは気け怠だるい声こわ音ねで言った。


「……えーと、最近のナンパは、ナイフを使ってするのかな？」


　すると女はにこにこ顔のまま、


「死ね」


「……と、恨うらまれるほどのことを俺は君にした記き憶おくはないけどなぁ……君、誰だれだっけ？」


　ちなみにいま、彼がいるのは商店街の、ど真ん中だった。


　今日は休日のせいか、それとも服屋で閉店セールをやってるせいか、いま、ライナが歩いている通りは異常なまでににぎわっている。


　人が押し合いへし合い、うまく歩けないほどだ。まるでお祭りのような雰ふん囲い気き。


　だがそれに、ライナはうんざりする。例によって王の馬ば鹿かに仕事を押しつけられて、二日徹てつ夜やでやっと帰宿の許可が出たのに、人込みに遮さえぎられてなかなか宿までたどり着けない。


　あーもういい加減にしろよ。俺ってば疲つかれて吐はきそうなんだぞっていまぶつかってきた奴やつ汗あせかきすぎってそこの女！　女！　いま俺の肩かたにひじが当たったぞ謝あやまれよとか叫さけぶ気力とかはまったくないから眠そうに歩いてるだけだけどね！　あーもう、早く宿に帰らないと死んじゃうよーと思ってるのに、あれ、あれなんか、少しずつ俺ってば後ろに流されてない？　まじでー？　宿が遠くなる～って、あ、まあ、このまま流されながら寝るのもありか？　俺ってそういうことできる奴やつじゃん？　世界人込み居い眠ねむり選手権があったらぶっちぎりで一位取れるような気がするようなしないようなどうでもいいやもう寝ようさあ寝ようみんなおやすみ～。


　なんて考えていたときに、ナイフは、鋭するどく光ったのだった。


　そしていまのこの状じよう況きよう。


「…………」


　ライナは目の前の、女を見る。


「ま、君が誰なのかはとりあえずおいといて、この人込みで抜ぬき身みのナイフを持ってるのは危ないから、ちょっともらうよ」


　つかんだナイフをひねり、奪うばい取ろうとする。すると女もそれに、抵てい抗こうはしなかった。あっさりナイフを離はなし、そしてすぐさま彼女は、自分のスカートをめくる。すると見事な脚きやく線せん美びが現れ、その脚あしにつけられていた革かわ製のベルトと、そこに収まっていた、片足四本ずつ、計八本のナイフを二本抜ぬく。そしてその二本でライナの首を刈かろうとしてくる。


　かなり鋭い動き。露あらわになった太ももの、しなやかな筋肉。ライナにつかまれたナイフをあっさりあきらめ、すぐに次の攻こう撃げきに移った潔いさぎよさと判断力。そしてなにより、それだけの動きを、他人には気付かせないよう、コンパクトにまとめている。表情はやはり、にこにこと笑顔のままだ。


　それだけでもう、彼女がなにものなのか、わかった。彼女はプロの暗殺者なのだ。それもけっこう腕うでが立つ。その道ではそれなりに名を馳はせているのかもしれない。彼女のにこにこ顔の奥には、絶対の自信が感じられた。


　当然だろう。彼女のナイフはそれだけの速さと、鋭さを持っていた。普ふ通つうの人間に──いや、鍛きたえられた剣けん士しでさえも、あきらかにそれはよけられるような速さではなかった。


　速さも、タイミングも、すべてが完かん璧ぺきで。


　これで、終わりのはずだった。仕事は終わり、今回の任務も簡単だったと、そんなことを考えてもいいほど、彼女の動きは完璧だったと思う。まあでもそれは、


「……ってか、女の子が街中でスカートめくるのは、ちょっと問題があると思うぞ？」


　相手が、化物じゃなければの話だが。


　女の、完璧なタイミングで放たれたはずのナイフを、ライナはあっさり防いでしまった。


　さっき奪ったナイフで、彼女のナイフを受け止める。ギィンというナイフとナイフがぶつかり合う金属音が響ひびき、そこで初めて、周囲の、服屋に群がっていた客たち数人がこちらを向く。


「なんだなんだ？」


「あいつらなにやってんだ？」


　なんて声が上がり始めるが、ライナは気にしない。


　いや、暗殺者のほうは気にするだろうが。


　と、ライナが女を見ると、彼女はそんなことよりも、彼が、あっさりナイフを防いだことのほうに、驚おどろいているようだった。


「……ば、馬鹿な」


「馬鹿じゃないよ？」


「貴様……貴様いったい何者だ!?」


「いや何者って、それはこっちのセリフなんだけどなぁ……ってかおまえ、俺のこと知らないで襲おそってきたの？」


「…………」


　女は、答えない。いや、まあ、暗殺者ってのはそんなもんだろうけど。おまえは何者だ！　と聞かれて、私は〇〇から雇やとわれた暗殺者だ！　と素す直なおに答える奴はいないだろう。


　でも、


「状況としてはこっちが有利だってのは、わかってるよね？　俺いま、実力の半分も出してないから、やる気になったら君を殺すのに一秒かからない。さて、そういう状況だってことがお互たがいわかったところで、君はどうして俺を襲ったか、話す気は……？」


　という問いかけに、女は仕方ないという顔でこちらを見た。そして一つうなずくと、


「…………っっ」


　手に持ったナイフを自分の首へ……


　が、それにもライナは慌あわてない。あくまで気怠い声音で、


「やると思った」


　ため息をつくようにそう言って、女の両手をつかむ。そのままひねって、ナイフを落とさせる。続いて彼女の口に無理矢理指を突っ込んで、歯の奥に仕込んだ毒は……


「あ、毒はないね。ならよかった」


　女の口から、指を抜いた。すると女が、


「くそ！」


　うめくように言った。それから彼女は、こちらを見上げ、にらみつけてくる。


「殺せ」


　それにライナは肩をすくめた。


「そういうわけにはいかんでしょ」


「……拷ごう問もんしても、私はなにも吐かないぞ」


「だろうね」


「じゃあ」


「いや、純じゆん粋すいに君に死なれると、俺の後味が悪いってだけだから、君が死なないってことを確認できたらすぐ放すよ。拷問もしないし、そのまま逃げていいんじゃん？」


　その、まるで他人ごとのようなライナのもの言いに、女は驚いたような、あきれたような顔で、こちらを見返してくる。


「な、なにを言ってる？　私がなぜおまえを殺そうとしたのか、知りたいと思わないのか？」


「そりゃ思うけど、言わないんだろ？」


「言わん」


「ならしょうがないじゃん」


「しょうがなくても普通……」


「拷問して、吐かそうとする？」


　女はうなずいた。だがそれに、ライナは、女を押さえつけていた手も放してしまい、めんどくさそうに言った。


「で、拷問して、でも君は優ゆう秀しゆうだから口を割らなくて、結局死んじゃいましたーっていうオチが希望っていうんなら、俺はそういうなんか、マゾっぽい趣しゆ味みには付き合えないから、どっか別なとこでやってくれって。そうじゃなくても俺、今日あんま寝てないしさ～、疲れてんのよ。帰ってもいい？」


　それに、女はやはり、うろたえたように、


「そ、それは……私に決める権利は……」


「あ、そりゃそうだ。じゃ、俺、帰って寝るわ。君もあれよ？　帰って寝るといいよ？　睡すい眠みん不ぶ足そくは世界の敵だからね。んで、依い頼らい主に失敗しましたーって報告するのもいいし、もし失敗したら殺すとか言われてたんなら、俺の名前出して、シオンに……この国の王に取り次いでもらえばきっと守ってもらえるだろうから、そうしたら？　ええと、俺の名前は……」


「……ライナ・リュート」


　彼女は小声で、そう言った。なぜか声が少し、震ふるえていた。ライナはうなずく。


「そうそう。じゃ、その名前出して、守ってもらうといいよ」


「…………」


　彼女は答えない。


「んじゃ、俺帰るね？」


「…………」


　やはりなにも言わない。なにか思い詰つめたような顔で、こちらを見ているだけで。


　とそこで、彼女はなにかを言いかけた。


「なんで私に……おまえを襲った私にそこまで……」


　が、最後までそれを聞くことができない。というか、もう、こんなめんどくさいことにかかずらっている場合じゃないのだ。


　なぜなら、吐きそうだから！


　いま、すぐ、この場で眠すぎて吐きそうだから！


　だから彼はそのまま、まっすぐ宿へと帰っていった。


　にぎわう商店街の真ん中で、ナイフを取り落とした暗殺者が一人、その彼の背中を呆ぼう然ぜんと見つめていた。





　　　　◆





　場所は少しだけ移って。


　またもふいに、ナイフがきらめいた。


　きらめいたので、とりあえずその、ナイフをきらめかせた不届き者の顔面に、


「この、不届き者がぁあああああああ！」


　と怒ど鳴なって、フェリス・エリスは拳けん打だを放っておいた。


　陽光に輝かがやく金色の長い髪かみに、青く澄すんだ切れ長の瞳ひとみ。お伽とぎ噺ばなしにでてくる女め神がみと見まごうばかりの美び貌ぼうに、手にはだんご、腰こしには長ちよう剣けんといういつもの姿。その華きや奢しやな体をぐいっと偉えらそうに反り返らせて、いま殴なぐった不届き者を見下ろす。そして。


「この、不届き者がぁあああああああ！」


　不届き者がぁあああというセリフ自体が気持ちよかったので、もう一度言ってみた。


　やはり気持ちいい。なんだか小説かなにかの主人公になったような気分になる。


　もう、それだけで彼女はとりあえずなんか満足してしまい、


「うむ！」


　と力強くうなずくと、再び歩き出そうとして、


「ちょ、ちょっと待ったぁあああああ！」


　呼び止められる。だが彼女はそれに、


「…………」


　まるで振ふり返らない。


「いやほんと、待って！　待って待って！」


　さっきの不届き者が慌てて彼女の前に飛び出してきて、道を塞ふさぐ。


　ちなみにいま、彼女がいるのは、商店街だった。今日は祭でもあるのか、妙みように人出が多い。少し歩きにくいほどだ。そんな中、ナイフを振り回して歩くなんて、非常識もいいところだ。つまり非常識な奴やつ＝不届き者ということで。


「この、不届き者がぁああああああああ！」


「ってあんたはそれしか言えないのかよ！」


　と、不届き者が怒鳴った。
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　それにフェリスはやっと、不届き者の姿を見る。どうでもいいのでまるでそいつの姿を見ていなかったのだが、とりあえずそいつをきちんと見てみる。


　するとそいつは、茶ちや髪ぱつの、軽けい薄はくそうな男だった。ジャケットの袖そでの部分の裏側に、ナイフが隠かくされているのがちらちらと見える。隠し武器だ。つまり、暗器というやつ。


　暗器を使うからにはこいつは、


「……おまえ、暗殺者か？」


　すると男は笑みを浮うかべた。


「へへ。そうさ。俺はおまえを殺しに……」


　が、言葉を言い終わる前に、


「この、不届き者がぁああああああああ！」


　という、またも同じセリフのもと、男はフェリスに顔面を殴られ、吹ふっ飛んだ。


　きりもみ状に回転し、地面に落ちる。そのままぐったりする。


「な、なんなんだ、なんなんだこいつ。こんなとんでもねぇ化物だなんて聞いてな……」


　が、それも無視して、フェリスは男に近づいていく。さっきまであれほどにぎわっていた商店街の人たちも、なにかただごとではないことがここで起こっているということに気付いたのか、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていき、いまはとても静かになっている。


　つまりいま、ここにいるのは、男と、フェリスだけだった。


　男はそれに、もう、怯おびえきった表情で、


「こ、こ、殺されたって俺は、依頼人の名前は吐かな……」


　しかしそれに、


「この、不届き者がぁあああああああ！」


　また同じセリフ。そして蹴けり。


「ぎゃぁあああああああああ!?」


　腹を蹴られて吹っ飛んでいく男。それから地面を、腹をおさえて転がりまわって、


「ご、ご、拷問かよ……でも、でも俺は、決して依頼人の名前は……」


「この、不届き者がぁああああああああ！」


「ぎゃぁああああああああああ！　ま、負けねぇ……負けねぇぞおおお。俺はプロの暗殺者だ。決して、決して依頼人の名前を……」


「この不届き者がぁああああああああ！」


「ぐぎゃあああああああって噓うそです！　話します！　話しますからもうやめてください！　依頼人の名前を、教え……」


「この不届き者がぁああああああああ！」


「噓おおおおおおお!?　ええ？　なんで？　だって依頼人の名前言うって俺言って……」


　が、それに、フェリスは言う。


「そんなことはどうでもいい！」


「いや、どうでもよくな……」


「どうでもいい！」


「そ、そうなの？」


「うむ」


「じゃ、じゃあ、なにがどうでもよくないんですか？」


　その問いにフェリスはうなずいて、教えてやった。こいつがいかに不届き者なのかを、教えてやらねばいけないのだ。


「暗殺者。よく聞け」


「は、はい」


「おまえはこの商店街の名前を知っているか？」


「え？　ここですか？」


「ここだ」


「ペイネル通り商店街じゃ……」


「違ちがぁああああああああう！」


　そしてまた蹴り。ぎゃあああという悲鳴。


「ぺ、ペイネルじゃないんですか？」


「違う」


「じゃ、じゃあ？」


「この商店街にはだんご屋が二軒ある。よってこの通りは、だんごロードと呼ばれることになった」


「…………た、たった二軒で、ですか？」


「うむ」


「いつから？」


「昨日から、そう呼ぼうと私が決めた」


「そ、そんなん俺が知るわけ……」


「ん？」


「い、いえその、なんでも……」


　男は震えて、口ごもった。


　フェリスはうなずき、話を続ける。


「それをおまえはなんだ？　いい大人が、このだんごロードで食べ歩きしていいのは串くしだんごのみだという法律も知らんのか？　せんべいを食べ歩きしたら無期懲ちよう役えき。チョコは縛しばり首くび。アイスは島流し。だんごロードは食べ歩きに関しては厳しい道なのだ。なのに貴様、さっき、歩きながら両手になにを持っていた？」


　なんてもう、意味不明の、滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言われて、男は震えた。恐きよう怖ふと、絶望と、あと、なんかいろんなものに震えた。


　しかしさらにフェリスは追い打ちをかける。


「な・に・を、持っていたのかと、私は聞いている」


　それに男は震える声こわ音ねで答える。


「……な……」


「な？」


「な、ナイフを……」


　と、言いかけた瞬しゆん間かん、


「ナイフがだんごよりうまいとでも言うつもりかぁああああああああああ！」


　また蹴られた。まるでわけのわからないことを叫さけばれて、蹴られた。今度はもう、ぎゃああああと叫ぶほどの余力もなかった。しかしフェリスはさらに男の側そばまで歩いていき、


「さて、もう一度聞くが、食べ歩きするのなら、なにが一番だと思う？」


「…………だ、だ、だんごです」


　するとフェリスは満足げな顔でうなずき、


「そうだ。だんごだ。だがおまえはナイフを持っていた。これは重罪だぞ。まあ、最近人気がでてきて、だんごのシェアを奪うばい始めた凶きよう悪あく犯はん・クッキーのクソ野や郎ろうを食べ歩きしていなかったことが、おまえの命を救ったな。もしおまえがあのクソ野郎を食べ歩きしていたら、すぐにでも家に連れ帰って『あらぁん[image: ]　そ～んなにクッキーが好きなら、あなたをクッキーにしてあげましょう[image: ]』と言って、指を一本ずつ切り落としては、オーブンに入れるところだった」


　なんてことを、フェリスは言った。


　本気の目だった。


　それに男は。


「……………………」


　もうなにも言えない。ただ震ふるえるばかりで。


　フェリスは優やさしい声音で言う。


「さて。じゃあ、もう一度聞くが、おまえはなにを持って歩いていた」


「な、ナイフです」


「なにを持っているべきだった？」


「だ、だんごですか？」


「その通り！　じゃあ世界で一番うまい食べ物は？」


「だ、だんご」


「そのとおおおおり！　なら世界で最も貴重な貴金属はなんだ？」


「……え？　き、貴金属？　え、なんでここで貴金属の話題が……いや、ええと、ええと、ええと、だ、だんごかな？」


「はい合格ぅ！」


　フェリスは大声で言う。そして少しだけ微笑ほほえみ、


「おまえ、見かけによらずなかなか賢かしこいではないか！」


　そう褒ほめると、男はそれに、


「そ、そうですか？」


「そうだ！　おまえはなかなかやる男だ！」


「そ、そうでしょうか？」


「そうだ！　間ま違ちがいない！　おまえはやる！　自信を持っていい！」


　そんな、フェリスの言葉に、


「そうなんだ……俺は、俺はやれる奴なんだ……」


　なぜか、男はちょっと嬉うれしそうな顔になる。


　いままで殴なぐられまくっていたのに、突とつ然ぜん絶世の美女に褒められたせいで、いまいちいま、自分がどういう状じよう況きようにおかれているのか、わからなくなっているようだった。


　フェリスはそれにうなずく。


「うむ。最近はだんごの良さをわからない不届き者が多くてな。その点おまえは優ゆう秀しゆうのようだ。なかなか見所がある」


「ほんとですか？」


「うむ。おまえなら私が主しゆ宰さいしている『おだんごのちから』という会に入っても、すぐに幹部になれるかもしれないな。まあ、おまえに入る意思があればだが……」


「そ、それは……」


　が、フェリスは相手にものを考えさせずに、続けた。


「会に入れば、もう、誰だれにも手出しはされないぞ。おまえは私と、そしてだんごのことだけを考えていればいいのだ。もう、悩なやみのない世界が待っている。入りたくないか？」


　その、言葉に。絶世の美女が言う、その誘さそいに、男の顔が、虚うつろになる。


「ほ、本当に、悩みがなくなるんですか？」


「なくなる！」


　フェリスは、力強く言った。すると男が、


「じゃ、じゃあ俺……その会に……」


「入るか？」


「はい」


「ではその前に、おまえがいったい、誰の依い頼らいで私を襲おそったのか、言うか？」


「言います」


「さっきおまえが言おうとした、噓の情報じゃないぞ？　真実を伝えるのだ」


「ふぇ、フェリス様は、俺が噓を言おうとしてたことまでわかってらっしゃったんですか……」


「当然だ！　『おだんごのちから』に入れば、人の心が読めるようになるからな」


「まじで!?」


「まじだ」


　フェリスは、完全な真顔で、平然と噓をついた。それからこっそりと懐ふところから一冊の本を取り出し、目を向ける。


　その本にはこんなことが書いてある。


『上手な新興宗教の作り方　エステラ・フューレル著』


　イエット共和国にいたエステラという詐さ欺ぎ師しが最近出版した本なのだが、これが意外によく書けている。さっそくこの商店街で試ためしているのだが、『おだんごのちから』の会員は、この二日間ですでに百人を超こえていた。


　そしてまた一人、今度は凄すご腕うでの暗殺者が仲間に加わってくれるらしい。この調子で会員を増やし、まきあげた金をだんご協会に流せば……これは、だんご協会としては笑いが止まらんな、などと、いまいち自分の利益にはなってなさそうなことを考えながら、彼女は男に向かって言った。


「……では、私を殺そうとした、本当の依頼主の名前を聞かせてもらおうか？」


　すると男は、


「……はい。というか……」


「というか？」


　フェリスが聞き返すと、男は振ふり返った。


　そして、信じられないことを言った。


「実はいま、あなたの後ろから……」


　とそこで、フェリスは視線を感じて、振り返った。すると人込みの向こう。店を数軒いったさきにある、路地裏から、数人の男女がこちらをのぞいてきていて。


　その一人と、目があった。


　その一人。おそらくは今回の件の黒幕であろうそいつの顔を見て、


「…………」


　フェリスは、顔色を変えた。





　　　　◆





　場所はまた変わって。


　ライナは、にぎわう商店街をやっと抜ぬけたところで、ほっと一息ついていた。


　ようやく宿に帰れると安あん堵どして、だらだらふらふら歩いていた。


　刹せつ那な。


　またも殺気を感じた。


　それも、さっき襲ってきた女の、数倍の威い圧あつ感かんをともなっている、殺気。


　仲間がきたのだ。さっきの女では殺せないと思ったのか、さらに強い暗殺者をよこした。


　それにライナは、まずいなぁとか、ちょっと思う。今回のこの、殺気の質からすると、かなり手て強ごわそうだった。いまのこの眠ねむくて吐はきそうな体調のままで、敵を退けることができるだろうか？　と考えて、しかし、撃げき退たいできなきゃ死ぬのはこっちなんだから、頑がん張ばらなきゃいけないわけで、あーまじすげぇめんどくせぇと、ライナは思った。


　やっぱさっきの女に、依頼人の名前とか吐かせて対処したほうがよかったかなぁ。


　なんてことを考えていたところで。


　またもナイフがきらめいた。それにライナは、とっさに反応して、しかし。


「……え？」


　思わず、そんな声を上げてしまった。


　その、迫せまってきたナイフが、異常なまでに速く、鋭するどかったから。とてもつかんで、止めることができるような勢いじゃなかった。


「なら」


　言って、彼はよけようとするが、ナイフはそこで、さらにもう一段、加速してきて、


「うそ……まずっ」


　と、声を上げたときにはもう、遅おそかった。ナイフが、ライナの首を薙なごうとする。


　死が、迫ってくる。


「……くっ」


　それをなんとか防ぐために、ライナは身をねじる。ナイフをよけられないとしても、急所を外す必要がある。だから彼は、心臓のある左半身をそらすように、背中を反らした。右の肩かたを差し出す。恐おそらくナイフは右肩に突つき刺ささるだろうが、それは囮おとりだ。右肩を犠ぎ牲せいにして、左ひだり腕うでで敵を殴る。


　ライナは右肩を前に出し、左拳こぶしを握にぎる。


　とそこで。


「……なっ」


　また、そんな間ま抜ぬけな声を上げてしまった。


　ナイフを持って、襲いかかってきた主の姿に。


　その、化物の姿に、見覚えがあったから。


　綺き麗れいな金色の長い髪に、澄すんだ青い瞳ひとみ。異常なまでに整っているが、いまいち無表情な顔に、左手にはだんご、右手にはナイフという姿。その、暗殺者に向かって、


「っておまえかよ！」


　ライナが叫さけぶと、


「私だぁ！」


　と、フェリスが言いながら、ナイフを握り込んだ拳でライナの顔面をたたきつけてくる。まるでよけられない。あまりの速さに、まるでよけられない。あーもうこれ当たったらあきらかに痛いのに、まるでよけられないことをわかってんのが辛つらいっていうか、むしろ寂さびしいっていうか、あ、きた、ほらきた、じゃあ僕はさよならし……


「ぐぎゃぁああああああああああああ!?」


　そしていつものように、いつものようだった。彼はさよならして、吹ふっ飛び、地面を転がり、死ぬ。その死体を見つめ、フェリスはうむと一つうなずいて、言った。


「とまあ、こんな具合だ」


　すると彼女の背後の路地裏から、二十数人の男女がでてきて、


「おお～素晴らしい」


「さすがフェリスさん」


　なんてことを言いながら、パチパチと拍はく手しゆを始める。ちなみに拍手している奴やつらの中には、さっき、ライナを襲ってきた女もいて。


　ライナはそれに、


「…………えーと、それで、今回はなんなんですか？　なにが起きてんですか？　俺、例によってシオンの馬ば鹿かに馬鹿やられて馬鹿になりそうなんだけどおまえの馬鹿につきあうような馬鹿な体力残ってないよ？」


　もう、疲つかれ果てて自分でもなに言ってるのかわからなかったが、でも、それでたぶん、ほとんど伝わったと思う。言いたいことは、帰らしてくださいってだけだし。


　すると思った通り、長年の相棒のフェリスには、いまのだけでライナがなにを言いたかったのか伝わったようで、こんなふうに言ってくれた。


「なるほど。いまのはあれだろ？　『俺っちフェリスのことが大好きだから、俺のこの先の人生を『おだんごのちから』に捧ささげさせてくれないか？』という、つまりはそういうことか？」


「っていったいなんの話が伝わったの!?」


　ライナはそう叫んでから、


「……いや、まあ、伝わっても伝わらなくても、おまえがそんな発言しかしないだろうことは、予想してたけどね……」


　げんなりため息をついた。それから立ち上がる。そして、フェリスの後ろに並んでこちらを眺ながめている男女の姿を見た。


「…………」


　歳としのころはまちまちだが、でも、みんなライナやフェリスと、そう変わらないだろう。


　十七、八から、二は十た歳ちくらいまで。


　そのそれぞれが、それなりに鍛きたえられているような体と、雰ふん囲い気きを持っていた。


　それをライナは見る。


「で、いったいこれは、どういう……」


　とそこで。


　またも殺気を感じた。フェリスよりはだいぶ小こ粒つぶな、弱い殺気。


　振り向くと一人の男がナイフを構えてこちらに襲いかかってきている。茶ちや髪ぱつで、軽けい薄はくそうな顔で、ジャケットの袖そでの部分の裏側に隠かくしたナイフでこちらを襲ってきているが、いかんせん、遅い。最初にライナを襲って、いまはそこで拍手をしている女よりも、さらに遅い。その遅ナイフな男が、


「いまフェリスの姐あねさんにいいところ見せますからね！　ここで男を見せて、俺は、俺は、『おだんごのちから』の、幹部になるんだぁあああああああああああああ！」


「ってやかましいわ」


「ぎゃふ」


　ナイフを無視して、ライナは男の顔面を殴なぐった。男は吹っ飛んで、あうっと気絶する。


　それを確認してから、ライナは、少しずつ体の奥が強い疲ひ労ろうに蝕むしばまれていくのを感じながら、フェリスのほうを見た。


「……で、だからおまえらなにを」


　したいのか？　という、言葉を言う前に、フェリスが言う。


「次ぃ！」


「はい！」


　そして今度は拍手をしていた中の一人がナイフを取りだして、


「死ねぇえええええええ！」


「死ねぇええじゃねぇえええええええ！」


　ライナはそいつもぶっ飛ばした。それから、


「ってだから！　なんなんだよ！　おまえらなにがした……」


「次ぃ！」


「次ぃじゃねぇえええええ！」


「はい！」


「はいじゃねぇええええええええ！」


　というライナの悲鳴も無視して、さらに暗殺者が襲おそいかかってきて、それを殴る。


「次ぃ！」


「はい！」


「いやだから、俺の話を……」


「次ぃ！」


「はい！」


「お、お、おまえら、まじ殺すぞ、まじ俺……」


「次ぃ！」


「はい！」


「…………」


　しかしそこでもう、ライナは、なにも言わなくなった。というか、言っても無む駄だなことを、彼はもう、よくわかっていた。この、わけのわからないフェリスの異常空間に迷いこんだら最後、言葉は通じず、悲鳴も通じず、ただ、泣き続けるしかないことを、彼はよく知っているのだ。


　だから彼は、


「次ぃ！」


「はい！」


「…………」


　もう、なにも言わず、文句も言わず。


「次ぃ！」


「はい！」


「…………」


　文句を言わないまま、


「…………」


　逃にげた。


　が。


「逃がさぁああああああああん！」


　フェリスが腰こしの剣けんを抜ぬいて襲ってきて、


「って逃げたらおまえが襲ってくんの!?　そんなん聞いてな……ぎゃぁあああああ!?」


　そして彼は吹っ飛び、地面を転がり、またもライナは死体になった。


　その、死体をフェリスは見下ろして、


「次ぃ！」


「はい！」


「ちょ、ちょっと待てってだから！　お、おまえら死体に攻こう撃げきするのはさすがにひどいと思わな………………」


　が、そんなことを言いかけて、もうやめた。


　というかもう、わーわー言う体力も残ってなかった。だいたい俺ってば、いったいなにやってんのよ？　なんでこんなところで馬鹿に囲まれて馬鹿みたいに馬鹿なことやってんの？　こんな眠ねむいのに。毎日仕事頑がん張ばらされてるのに、せっかく休みをもらっても、休みは休みでこんなんばっかりで、さすがにあれよ？　温厚な俺も、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる前に、袋爆ばく発はつを起こすよ？　そのへんのことを、こいつらわかってんのか？


　と、ライナは目の前の馬鹿どもの顔を見た。すると奴らはあきらかにわかってなさそうな馬鹿な顔をしていた。その馬鹿面づらに向かって、


「おまえら袋爆発知ってっか？」


「次ぃ！」


「はい！」


「……ああ、知らねーのな。おまえら馬鹿だもんな。袋爆発知らねーよな。まあ、俺も知らねーけどね。そんな言葉ねーしね。まあ、なんだ、なんかわけわかんねーけど、ちょっと、いろいろ吹っ切れてきたなぁ。あはは」


　なんてことを、もう、誰だれにも聞こえないような声こわ音ねでぶつぶつ言いながら笑う彼の姿は、ちょっと怖こわかった。そしてそのまま、襲いかかってきた暗殺者の男の顔面を、


「はい袋ばくはーつ！」


　いままでよりもちょっと強い力で殴る。ふぎゃあああという、さっきよりも大きい悲鳴をあげて転がる。しかしライナは攻撃を止めない。倒たおれた男をさらに蹴けり飛ばしてから、


「おらてめぇええらああああ、やるならやってやろうじゃねぇえええかよこらぁああああああ、さーこいや。ぶっ殺してやるよ。人の安あん眠みん妨さまたげた奴がどーなるか、思い知らせてやるよ。もう手加減できるほど体力残ってねーからな、死にてー奴から前でてこいな!!」


　その、言葉に。


　暗殺者の男女は、驚おどろいた表情になる。恐きよう怖ふの表情になる。


　フェリスが、


「次ぃ！」


　と言ったが、はいと答える者が、いなくなる。


　それにフェリスが、


「どうした？　なぜいかん？」


　続いてライナが、


「そうだぞおまえら。さっさとこいよ。俺がやる気になってる間にこい。全部ぶっ殺して、俺寝るから」


『………………』


　しかし暗殺者たちは震ふるえるだけで、動かない。


　フェリスが続けた。


「おい。そんなことで立派な暗殺者になれると思っているのか？　私とライナに修しゆ行ぎようしてもらえと、シオンに言われたのだろう？　さあやれ。実戦こそが、一番の修行だぞ！」


「ってこれ、そういう話なの？　またあの馬鹿の差し金かよ！　今日休みだぞ喜べとかあいつ言ったのに、こんな展開？　こんな展開なの？　あいつ殺されたいのか!?」


『……………………』


「うむ。シオンはいつでも殺されたがりのマゾだからな。さっき暗殺者に私を襲わせながら、路地裏でこちらを眺めながらも、書類を抱かかえてたしな。いまからさらに、仕事で十日は寝ないそうだ」


「はぁ!?　あいつもう五日くらい寝てねーだろ？　こっから十日って、あほか！　ったく、仕方ねぇな。じゃあいまからいって、ぶん殴って寝かせにいくか？」


『………………………………』


「いや、その前にこいつらの教育だ。最近の暗殺者はレベルが低いとシオンが嘆なげいていてな、だんご百本で訓練を頼たのまれたのだ」


「いやてめぇが頼まれたならてめぇが訓練してやれよ！」


「やだ」


「なんで！」


「めんどくさい」


「ざっけんな！」


「あと眠そうなおまえをいたぶるのも面白……」


「ぶっ殺すぞてめぇえええええええええ!?」


「なら、殺やるか？」


「あ、あ、それで俺がびびると思ってんだろ？　でも今日は違ちがうぞ。今日はな、なんかな、なんだっけ？　まあ、とりあえず眠くてなんも怖くねーんだ。そっちがその気なら、気絶するまで戦って、気絶して寝てやる！」


「なるほど。今日は、闘やる日か。なら……おいおまえら。私たちがいまから戦って見せるから、見て、研究しろ」


　そしてフェリスは腰の剣を抜き、後ろを向いた。


　ライナも、


「あーもういいよ。じゃあ見てろよ。この、かつて『ローランド最高の魔ま術じゆつ師し』と呼ばれたライナ・リュート様が、華か麗れいにぶん殴られて気絶していくのを見てろよこらぁ！」


　言って、フェリスの後ろを見た。


　すると。


　するとそこにはもう。


『…………』


　なぜか、誰もいなかった。





　　　　◆





　夜道を、すごい速さで馬車が走っていた。


　ローランド帝てい国こく、帝てい都とレイルードから東部へと延びる街道。


　その中央を、馬車はひた走る。


　今夜中にセールム伯はく爵しやくの領内に入って会議をして、いくつかの案件をまとめなければならないのだが。


「……間に合うかな？」


　シオン・アスタールはそう呟つぶやくと、手に持っていたぶ厚い書類の束を膝ひざに置く。


　気高さを感じさせる銀の髪かみに、鋭するどい金の瞳ひとみ。


　若きローランド帝国王は今日も徹てつ夜やで仕事をしていた。いや、寝る時間なんて、まるでなかった。やらなければならないことは山積みで、しかし、時間は限られているのだ。


　なら、やる必要がある。


　彼は書類に目を戻もどそうとして、だが、疲ひ労ろうに少し、目がかすんだのを感じて苦笑すると、


「さすがにちょっと、寝ないとまずいか」


　疲つかれた目を、馬車の窓の外のほうへと向けた。


　外は、暗い。


　今夜は雲が多いのか、星空は見えない。うっすらと月明かりが照らしているだけで、しかしそれも、本当にかすかなものだ。


　暗殺日和びよりというのは、こんな夜のことかな？


　そんなことを思って、シオンは、今日、ライナとフェリスへ差し向けた暗殺組織の者たちのことを思い出す。


　最初から物語を説明するには、数日前に遡さかのぼらなければならないのだが。数日前。アンテクルス公爵の不正を糾きゆう弾だんし、その家を潰つぶしたときに、彼が密ひそかに持っていた暗殺組織も解体することになったのだった。組織は解体し、ローランド帝国軍に組み込まれることに決定して、ほとんどの暗殺者がローランド軍に入った。しかし一部、問題のある者たちがいて。いわゆる、洗脳教育というのを受けた、若い暗殺者たちが『自分たちはあくまで暗殺者で、闇やみから闇に生き、そして闇に死ぬ。決して表おもて舞ぶ台たいには上らない、影の生き物なのだ。だから、軍へは入らないし、主が死んだのだから、自分たちは自害する』なんてことを言い出して、シオンは頭を悩なやませてしまった。


　君らの主の、さらにそのまた主が軍に入れと言っているのだから、軍に入れ！　と命令したが、嫌いやだと首を振ふる。自害は絶対に許さないと言っているのに、これが暗殺者の宿命ですからと、まるで自分の発言に酔よったような、そんな顔で自じ嘲ちよう気味に笑う。


　そして一人、本当に自殺しようとした奴やつがいて、本格的にシオンは頭を抱かかえた。


　そして考えて、考えて、考えたあげくに、暗殺者たちにシオンは、こう言ったのだ。『なるほど君らの言い分はわかった。だが君らは、『自分たちがプロの暗殺者で、だから、暗殺者の誇ほこりを保って死にたい』などと吐ぬかしているが、実際、本当にプロの暗殺者と呼んでいいほどの実力を持っているのか？　持っているなら君らの言い分を認めよう。だが、君らが実はたいしたことのない、暗殺者だと名乗りたいだけの素人しろうとなら、物笑いの種になるだけだから、自殺などやめたまえ』。もちろんこれに、暗殺者たちは怒いかり狂くるった。怒り狂って、そこまで馬鹿にするのなら、試ためしてみるがいいと叫さけんだ。


　もう、その程度で取り乱している段階で、暗殺者としてはどうなのかなともシオンは思ったが、あくまで微び笑しようをたやさずに、


『なら、いま私が使っている者の中では、わりと弱い暗殺者が城下に二人いるのだが、その二人を殺すことができたら、君らをプロと認めようじゃないか。いや、弱いと言っても、君らではどうにもできないと思うけどね。どうだい？　やってみるかい？』


　もちろんその二人とはライナとフェリスで、弱いなんてとんでもない話なのだが、それを知らない暗殺者たちは、やってやらぁ！　と叫んだ。それにシオンはさらに、


『じゃ、もし殺せなかったら、自殺しないで私の言うことを聞くかい？　私の部下になってもらうが、それでいいかい？』


　もちろんだ！　ということで、哀あわれな暗殺者たちは、あの二人を襲おそったのだった。


　結果は──まあ、なんというか、路地裏からこっそり見ていたシオンも気の毒になるような、あの二人の異常世界に振り回されて、若い暗殺者たちは泣きながらシオンのところへ戻ると、


『お、お、おかしい。あの人たち、おかしいよ。あんなクレイジーじゃなきゃ暗殺者になれないのなら、僕ら、暗殺者やめます！』


　なんて言っていた。


　一応それで、シオンの計画は成功したのだが、若い暗殺者たちはぶるぶる震えながら旅に出ますと去っていってしまったので、


「ちょっと、暗殺者の卵には、ライナとフェリスは刺し激げきが強すぎたかな？」


　シオンは去っていくときの、暗殺者たちの蒼そう白はくな顔を思い出して、苦笑した。みんな、それなりに腕うでは立つようだったので、手に入れられなかったのはもったいなかったかもしれない。


　まあ、それもすんだ話だが。


　シオンは窓から目を離はなし、再び膝の、書類に視線を戻した。少し遠くを眺ながめていたせいで、目のかすみは治まっていた。もう一仕事、片づけるかと、書類を一枚、彼はめくろうとした。


　その、瞬しゆん間かんだった。


　馬車が突とつ然ぜん止まった。


「……ん？」


　とシオンが怪け訝げんな顔で呟いたと、同時。


　窓の外。


　薄うす暗ぐらい闇やみ夜よの中。


　暗殺日和の夜の中に、きらりと刃は物ものが光った。ナイフだ。そのナイフが、窓を突つき破やぶって、馬車の中に入ってくる。


「……刺し客かくか!?」


　シオンはうめくように言って、全身に力を込めた。膝にあった書類を刺客にたたきつけ、立ち上がる。後ろに下がり、馬車の扉とびらを蹴けって開こうとする。しかし扉は開かない。逃にげ場ばは、なかった。なら、戦うしかないが。


　シオンは、馬車に入ってきた何者かを見た。全身黒装しよう束ぞくで、顔すら見えない。いやそれどころか、この距きよ離りで、気配すら感じられない。


　それにシオンは、思わず薄うすい笑みを浮うかべそうになる。


　これだ。これこそが、プロの暗殺者だ。あの、にわか仕込みの若い暗殺者たちとは違う。


　背後の、馬車の扉も、蹴って開かないほど頑がん丈じようなものじゃないはずなのだ。しかし、蹴ってもびくともしなかった。それはおそらく外からなにか、細工をされている。つまりこの暗殺は周しゆう到とうに準備されたものなのだ。


　無言で。静かに。冷静に。


　ただ真っ直ぐに、有う無むを言わせず目標を殺す。


　逃げ場はない。


「さて」


　果たして俺に、こいつを倒たおして、この場を切り抜ぬけるだけの力があるだろうか？


　そんな、緊きん迫ぱく感かん溢あふれることをシオンが考えていた、そのときだった。


　目の前の刺客が突とつ如じよ、分ぶん裂れつした。


　いや、実際に分裂したわけではないのだが、一いつ瞬しゆんそう見えた。しかしすぐにそれは違うとわかる。分裂して、刺客が二人に見えたのは、いつの間にか窓からもう一人、別の男が入ってきていたのだ。そして、


「よおシオン。探したぞ～」


　なんて、声をかけてきて。


　それに驚おどろいたのは、目の前の刺客だった。気配もなく、音もなく、こんな緊迫した状じよう況きようの中にあっさり侵しん入にゆうしてきた、寝ねぼけ眼まなこの男の姿に驚く。そしてすぐさま、ナイフを凄すさまじい勢いで寝ぼけ男に──ライナに向かって放とうとしたが、


「ってかさぁ。みんなナイフばっか使ってっけど、流は行やってんの？」


　なんて気け怠だるい声とともに、あっさり、つかまれてしまう。それに刺客が、無言のままだし、覆ふく面めんをしているから表情もわからないが、あきらかにパニックに陥おちいっているような雰ふん囲い気きが伝わってきた。


　しかしさらに、馬車の屋根の部分から、ズバァン！　とかいう、なんか、いつもの音が響ひびく。それにシオンが屋根を見上げると、どういうわけか、屋根が丸ごと、剣けんに斬きり裂さかれてなくなってしまっていた。そして馬車の壁かべのへりの部分に仁に王おう立ちのフェリスがいる。


　刺客はそれを見て、益ます々ますパニックで、腰こしのナイフをもう一本抜き、フェリスへ投げようとした、刹せつ那な。


　ナイフよりも速く突とつ進しんしてきたフェリスが、刺客の顎あごを、拳こぶしで下から思いっきり突き上げて、


「この、不届き者がぁああああああああ!!」


　それで、すべてが終わりだった。


　刺客はそのまま宙を舞まい、空いた天てん井じようの部分から馬車の外へと落ちて消える。


　それをシオンは呆ぼう然ぜんと見つめてから、目の前の、二人を見て、微笑んだ。


「いやぁ二人とも、なんでここにいるのかは知らないけど、助かっ……」


　しかしそれを遮さえぎって、ライナが言った。


「おっまえ、なにやってんの？　もう五日徹夜してんだろ？　こっから十日って、馬ば鹿かなの？　あほなの？」


「え？　あ、いや、でも、あれだよ？　馬車の中で仮か眠みん……」


「そんなんで足るかよ！　はいもうおしまーい。仕事禁止～。いまから連れて帰るから」


「ええええ!?　い、いや、そういうわけには……仕事も山積みだし、それにほら、さっきの刺客がどこから放たれたかも調べな……」


「そんなんどうでもいいよ」


「いや、よくな……」


「はいはいうるさいうるさい。おまえの戯たわ言ごとに付き合って、今日はもうすげぇめんどくせー思いしてんだから、そろそろ黙だまれよ。んじゃ、フェリス先生、頼たのめますか？」


　するとフェリスが横で、うむっとうなずく。


「ではいこうか」


　と、拳を構える。それにシオンは慌あわてて、


「え？　え？　それなに？　噓うそ？　俺気絶させて、無理矢理連れ帰るとか、そゆこと？」


　しかしそれに。


『…………』


　二人は答えない。ただ、悪そうな笑みを浮かべるだけで。


「い、い、いや、ほんとに、ほんとに今夜中にセールム伯はく爵しやくのところにいかないとまずいんだって」


『…………』


　やはり二人は答えない。


「ちょ、頼むって！　こ、この仕事終わったら寝るから！　ちゃんと二時間ぐらい寝るから、許し……」


　が、ライナは無言のまま、やれっとばかりに指でシオンを差す。


　するとフェリスがうなずいて、


「この、不届き者がぁああああああああ！」


　という叫びとともに、


「ぎゃぁあああああああああ!?」


　シオンは宙を舞った。それはそれなりに気持ちよかった。宙を舞いながら、彼はこんなことを思った。


　やっぱり、迷めい惑わくのプロは、違ちがうなぁと。


　傍ぼう若じやく無ぶ人じんに。悪逆無道に。極ごく悪あく非道に。


　ただ真っ直ぐに、有無を言わせず目標をぶっ飛ばす。


　彼は空中をくるくる舞いながら、気を失った。落ちてきたその体を受け止めたライナが、言う。


「んじゃ、シオンの懐ふところあさって、金ぱくって、こいつも連れて温泉でもいこーぜ？」


　フェリスはうなずく。


「おお、私もちょうど、同じことを考えていたところだ」


「まじで？」


「まじだ。ではいこう」


「おっけ～」


　言って、ライナはシオンを座席にぽいっと放り投げると、馬車の御ぎよ者しや台だいへ向かう。


　フェリスは椅い子すに座り、懐からだんごの包みを取り出すと、窓の外を見ながらそれを食べ始める。二人とも、あきらかに馬車強ごう奪だつに慣れている様子だった。


　やがて馬車は動き始める。


　その場に残されたのは、気絶している御者と、恐きよう怖ふに震ふるえて動けなくなっている刺客だけ。


　馬車は途と中ちゆう、街道を外れ、走り始めた。


　向かう先は、ただ真っ直ぐ。


　一国の王を誘ゆう拐かいしてるとかそんな迷惑もまったく気にせずただ真っ直ぐ。


　有無を言わせず温泉地を目指すのだった。




（あさしんず・ぷらいど：おわり）















　あとがき







　そんなこんなで、ついに佳か境きように入り始めた、『堕おちた黒い勇者の伝説６』でーす！


　当初の予定では７で終わる予定だったので、次で最終巻ですね！


　うん。ほんとに終わるならね！　ってか、まあ、こけても８では終わると思うので、みんな、シオンたちの活躍を応援してくださいー。


　あ、ところでみなさん、『堕ち伝』が漫画になってるのを御ご存ぞん知じでしょうか？


　僕はその話を聞いたときにびっくりしました。だって、伝勇伝がコミカライズ、というのはわかるのですが、まさか『堕ち伝』もコミック化してもらえるなんて!?


　それも、富士見ではなく、スクウェア・エニックス様の、ガンガンオンラインという場所で、ほづみりや先生にコミック化してもらっているのです。


　シオンの活躍、クラウや、ルークの少年時代と、堕ち伝のシーンが超かっこよく漫画になってるので、みんな見てねー！　ガンガンオンラインは、ネット上で無料で見られるので、みなさん、アクセスしてみてくださーい。


　ガンガンＯＮＬＩＮＥ　http://www.square-enix.com/jp/magazine/ganganonline/comic/legend/





　とまあ、ええと、堕ち伝コミカライズの宣伝をしたついでに、他の宣伝も先にしちゃおーかなー。近況とかは、そのあと書きます。


　ほいではもう一つびっくり情報。


　なんと伝勇伝が、さらにもう一つ、コミカライズされます！　それも今度は雑誌連載です！　やはりスクウェア・エニックス様から刊行されている、ヤングガンガンにおいて、矢や町まち大たい成せいさんによって『とり伝』が連載されることになりましたー！


　もう、このあとがきを書いてる段階で矢町大成さんとは顔合わせを終えているのですが、矢町大成さんは初対面でなんと、漆うるし塗ぬりの伝勇伝箸ばしをくれました！（いったいどうやって造ったんだ！）ありがとうございます。十月から連載が始まるので、来月ですね！　みんなヤングガンガンを読んで、アンケートを送りまくってくれると、伝勇伝がスクエニ様に優やさしくしてもらえます！（いや、もう優しくしてもらってるけどね！　笑）ヤングガンガンは、毎月第１・第３金曜日発売です。


　そーしーてー、宣伝ラスト。


　伝勇伝のアニメＤＶＤがやはり十月から発売されますねー。


　僕は思いっきり書き下ろし小説を書いてます。もう、小説から抜粋された文章がネットに公開されたりしてますが、長編に絡みこんでくるとんでもないものを書いています。


　ライナと、シオンと、フェリスの関係が、徐々に崩壊していく話です。そしてその先に光があるのか？　伝勇伝の世界はいったいどうなっているのか？　というような内容です。興味がある方はぜひ、ＤＶＤの予約よろしくお願いしまーす。さらに！　ブルーレイ版の初回限定特典には、超豪華キャストでドラマＣＤとかついてきちゃうよ！


　僕の書き下ろし小説と、とよたさんの超やばい描き下ろしカラーイラスト＆４コマ、さらにネタバレ全開設定資料のついた特製ブックレット「ライナノート」は、初回版の共通特典なので、ブルーレイとＤＶＤ、どちらの初回版を買ってもついてくるよ！





　と、もろもろの宣伝を終えたところで、近況。


　なんか、なんかさ、またあれが始まったっぽいんだよね。恐怖のあれ。


　れ、れ、連続刊行が……（涙）


　いやー、夏になると毎度忙しくなるのだけど、最近は、いつか天魔の黒ウサギと、伝勇伝の担当が二人にわかれているので、こんなふうに電話がかかってきます。


　プルルル、ガチャ。


「はい、鏡です」


「あ、鏡さんですか。伝勇伝担当のオークリーです」


「あ、オークリー、わっかりやすい自己紹介ありがとうございます」


「いやー、しかしあれですね、ついにこの季節がやってきましたね」


「へ？　どの季節？」


「連続刊行の季節です」


「そんな季節知りません」


「鏡さんが知ってようが知ってまいが、〆しめ切きりはあるですよ」


「知らん知らーん！」


「で、原稿は……」


「知らん知ら……」


「泣きますよ？」


「ええええ」


「いつ天担当のキャサリン先輩は怒るので、僕は泣くことにしたです。アメとムチです」


「それどっちも責めてるじゃん！」


「うぇーん！」


「うぜー」


「はっはっは。あ、じゃ、横でキャサリン先輩が鬼の形ぎよう相そうでこちらを見てるのでかわりますね」


　ちなみにオークリーとキャサリンは隣の席に移動させられ、キャッキャウフフと仲良く僕をいじめる計画を立てるようにと編集部から命令されているそうです。


　で、キャサリンが電話に出ます。


「鬼の形相だなんて人聞きの悪い～☆　あ、鏡さん、いつも笑顔のキャサリンです☆　原稿が上がってる限りはいつも笑顔のキャサリンのために、もちろん原稿はあがってますよね～☆」


　僕はそこで電話を切りました、という冗談はさておくとしても、週に四回くらいは、この勢いで電話がかかってきます（笑）


　ちなみに今回の連続刊行はこんなスケジュールだそうでーす。


　９月　堕ち伝６


　10月　紅月光の生徒会室２


　11月　伝勇伝シリーズ解説本


　12月　大伝説の勇者の伝説９


　２月　鏡貴也が頑張れるならなにか出るらしい。


　ってね！　来年の話なんて考えられないよってか２月の予定とかワケワカメだよ！


「いやー鏡さん、ワケワカメなんて十数年ぶりに聞きましたー☆」


　というキャサリンからの電話に、僕は答えました。


「そんなキャサリンに朗報。このスケジュールの、ほとんどの原稿があがってないぜ！」


「ぎゃぁあああああああああああああああああああああああああ☆」


「勝った！」


　と、僕が編集部との戦いに勝ったところで（不毛だ……涙）、なにげにもうページ数が尽きてしまいましたー。今回はあとがきページ、６枚なのです。そんなこんなでー、次にお会いするのは、来月ですね。


　いつか天魔の黒ウサギシリーズの学園編、『紅月光の生徒会室２』です。こちらも、なにやら大発表があるようなので、期待しててくださーい。


　というわけで、みなさん、応援よろしくお願いします！





鏡貴也のＨＰ「鏡貴也の健康生活」　　http://www.kagamitakaya.com/




鏡　貴也
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